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　登場人物紹介




アリシア・ライセン

通称『死神姫』。金で買われた花嫁。




カシュヴァーン・ライセン

『アズベルグの暴君』と悪名高い成り上がり貴族。




ノーラ・テルペス

ライセン家メイド兼カシュヴァーンの愛人（？）。




ティルナード・レイデン

名家・レイデン家当主の少年。




ルアーク

ライセン家に出入り自由の元（？）暗殺少年。




トレイス

カシュヴァーンの幼馴染兼執事。




セイグラム




ティルナードの教育係兼執事。






















　序章







　激しい海風の間かん隙げきを縫ぬって、女性の歌声が途切れ途切れに聞こえる。

　明るく、楽しげで、幸せそうで。だからこそ事情を知る者には妙みように物悲しく響ひびく、その声。

「……聞いておいでですか、アーシェル様」

　うそ寒いものを含ふくんだ老女の呼びかけに、聖女アーシェルははっとした。ほろ苦い思い出に浸ひたりかけていた心を、海に面した崖がけの上で天敵と相あい対たいしている現実に引き戻す。

　吹きつける海風に乱れた白はく髪はつの向こう、冷たくこちらを見つめている老女はソルラスカ。〈翼つばさの祈り〉教団の急進派第二階かい梯ていにある聖職者であり、先々代の聖女。

「ああ、聞いている、ソルラスカ。それで？　穏おん健けん派はがどうしたと？」

　歌声に気を取られていたことをごまかすように、背負った偽にせ物ものの翼をいじりつつアーシェルが尋たずねると、ソルラスカはぴんと背筋を伸ばしたまま淡たん々たんと報告を繰り返した。

「国王暗殺未み遂すいの件の責任を取り、カーパス、フューラー両名は教団総会を辞任。並びに第四階梯に降格。彼らに代わり、第三階梯のレイバン、メナド両名を次回より総会に出席させます。すでにノートレー様の許可は取ってあります」

　シルディーン王国国王ランドレイが、王宮内で暗殺者に襲われたのは昨年の冬のことである。その裏にはアーシェルら、〈翼の祈り〉教団を二分する勢力である穏健派の者たちがいたことは以前に報告されていた。

　もっとも二分、と言うのがはばかられるほど、穏健派の勢力はこのところ凋ちよう落らく著いちじるしい。だからこそ傭よう兵へい国家ラグラドールとの融ゆう和わ政策など取らせるものかと力んだ結果、かえって自分たちの首を絞めてしまったようだ。

「……なるほど。お前たちにしてはいささかやり口が荒いが、十分鮮あざやかな手並みだ」

　ただでさえ近隣諸国の〈翼の祈り〉への信しん仰こう心しんが薄れている中、厄やつ介かいな事態を引き起こしてくれた者たちの処しよ遇ぐうと同時に、アーシェルには改めて分かったことがある。

　つまり、これはただの事後報告であり、自分はうなずく以外のことはできない。

　くだらない、無む為いな行いだ。分かっていたが、嫌味のひとつも言わねば気がすまない。

「ラグラドール人を怒らせる可能性と引き替えに、これで主おもだった穏健派は消えたか。最も早はや教団総会など開く必要はないのではないか？　お前たち急進派の間で意見を取りまとめ、ノートレー様と私に報告すれば事足りるだろう」

　穏健派の最有力者であり、シルディーン王国宰相・イーダルの息子でもあるユーランは昨年「天の裁さばき」により死んだ。彼亡なき後どうにか活動していた穏健派の残党も、教団全体の意見を取りまとめる機能を持つ教団総会を追われ、空あいた席はもうひとつの勢力である急進派に埋うめられたと、たった今報告された。

「……もっとも、本当にノートレー様に報告をしているのか、怪あやしいものだがな」

　先代聖女パーシアの夫であり、教団の代表者であり、唯一の第一階梯の聖職者であるノートレー。彼はもう何年も、教団総会どころか人前にすらまともに出て来ない。表に顔を出すのは、信者の中から自分好みの女性を選ぶ時だけだ。

　形式上、ノートレーが教団総会でまとめられた意見に眼をとおした上で、〈翼の祈り〉教団全体の動きが決定されていることになっている。しかしここ五年ほど、ノートレーは提出された意見に文句を言ったことはない、とされている。

　つまり教団総会を押さえた者が、〈翼の祈り〉教団を動かすことができる。その教えの根幹を成しながら、「俗世のことは、我々にお任まかせを」などとうそぶかれ、総会に参加する権限を持たない聖女アーシェルの意向など、無視して。

「私に対しては、本当に事後報告しかしてこないくせに。忙しいお前たちに、無む駄だな時間を取らせるばかりではないかと思うと、いささか心苦しいな」

「形式も必要かと存じます」

　アーシェルの嫌味を否定することなく、ソルラスカはさらりと受け流した。

　いつもならアーシェルもこれ以上踏み込まない。だが、いよいよのっぴきならない状況になりつつあるという焦しよう燥そうと……今もかすかに聞こえる楽しげな歌声が、彼女を駆り立てていた。

「形式が必要？　意外だな、ソルラスカ。形式上の、偶ぐう像ぞうとしてのみ存在する聖女アーシェル。そのようなものを、一番馬鹿馬鹿しいと思っているのはお前だろうに」

　ソルラスカはほとんど表情を変えなかった。

　だが深いしわに刻きざまれた瞳ひとみの底で、昏くらい光が蠢うごめいたのが分かる。

「形式は、必要でございます。今のところは」

　ソルラスカの口く調ちようはあくまで淡々としているが、アーシェルはじわじわと底なし沼ぬまに引きずり込まれていくような錯さつ覚かくを覚えた。

「であるからこそ、ユーランを赦ゆるしたあなたの気まぐれを、我々は受け入れました。あなたが今現在、聖女アーシェルだからです」

　罪つみ量はかりの湖より生還したユーランを、アーシェルは独断で救った。のみならず、第二階梯へ昇格させるまでの厚こう遇ぐうを与えた。

「しかしアーシェル様。あなたがあの時ユーランを生かし、穏健派をも生き存ながらえさせた。その結果が今こん日にちの事態です。シルディーン王家がいかに弱体化しているとはいえ、国王暗殺未遂の罪は王家の教団への発言力を強化するでしょう。独断もほどほどになさいますように」

　ソルラスカの言葉は全くの正論であり、内容自体にはアーシェルも反論できない。

　けれど、らら、らららーと、でたらめな節ふし回まわしで遠く響く歌声に呼応して、このまま引き下がれないという思いは強くなる。それに、こちらにもまだ切り札はある。

「──それほどまでに形式を必要とする割には、ナディールが総会にかけられたという話は聞かないぞ。奴はラグラドールへ、しかもシルディーンの王子と共に行っていると？　一体どういうつもりだ」

　ソルラスカと肩を並べる急進派の代表者、ナディール。ユーラン亡き後唯ゆい一いつ残った、アーシェルの花はな婿むこ候こう補ほ。

　先日の国王暗殺騒動の際、「偶然にも」教団の代表者としてシルディーン王宮を訪おとずれていた彼が、初めて名を聞く王子ゼオルディスに伴われ、ラグラドールへ向かっているという。揃そろいすぎた符合に、何かあると思わぬほうがどうかしている。

「……そのようなこと、誰がアーシェル様のお耳に入れました。レオニアですか」

　アーシェルがこの話を知っているとは意外だったのだろう。急進派の異端者の名を挙げた、ソルラスカの瞳が鋭くなった。

「誰でもいいだろう。私は〈翼の祈り〉の教えの礎いしずえたる聖女アーシェルだぞ？　教団内のことについて、知っているのは当たり前だ」

　情報源をはぐらかし、なおも詰きつ問もんを続けようとした時だった。

　途切れ途切れだった歌声が急激に近づいてくる。同時に複数の足音と、悲鳴に近い制止の声も。

「パーシア様、いけません！」

「らーら、ららーらー、ふふ、あはは、こっち？　ねえ、こっちにいるの？　ねえ！」

　止めようとする侍じ女じよを振りきり、白い法ほう衣えの裾すそを踊らせアーシェルたちのところへ駆けてきたのは、三十代とおぼしき金髪の女性だった。

　艶つやのない皮ひ膚ふや、ところどころ白いものが交まじった髪などを見ると、年齢はもっと高いように感じられる。しかし無む邪じや気きすぎるほど無邪気な笑みや、両手をぱたぱたと動かしてはしゃぐ様は幼い子供そのものだ。

　先代の聖女アーシェルだったパーシア。成人して聖女を降りた後、人の名を名乗りノートレーと結婚したことで、彼に第一階梯の高位を与えた女性。

　目め隠かくし遊びをしていたようだ。目元に白い布を巻いているせいで、状況が分かっていないのだと悟さとり、アーシェルは顔色を変えた。

「馬鹿者、早くパーシア様をお連れしろ！」

　ソルラスカにちらりと視線をくれてから、アーシェルは不心得な侍女を叱しかりつける。

　だが恐きよう縮しゆくしきった侍女より前にソルラスカが素早く動いた。パーシアに近づくなり、彼女の目元を覆う布をむしり取ってしまう。

　布と一緒に髪か皮膚かを引っ張られたのだろう。痛い、と小さな悲鳴を上げたパーシアの表情が、ソルラスカを見た途端凍こおりついた。

「──ごめんなさい！　ごめんなさい、ごめんなさい!!」

　痛ましい絶ぜつ叫きように、アーシェルは思わず眉まゆをひそめた。けれどソルラスカは、素知らぬ顔で型どおりの説教を始める。

「パーシア様、このようなところで遊んでいてはいけません。私たちは大事な話をしているのですし、また海へ落ちるのは嫌でしょう？」

「私は人間です！　私はもう人間です！　ごめんなさい！　ごめんなさいごめんなさい!!」

「……もういいだろう、ソルラスカ！　そこのお前、早くパーシア様をお連れしろ!!」

　普段よりは幾いく分ぶん優しげなソルラスカの説教にも、パーシアは涙声で謝罪を繰り返すばかりだ。もう何度も見てきた悲ひ惨さんな光景を早く終わらせようと、アーシェルは声こわ高だかに命じた。

　……やがて、興こう奮ふんして泣きわめくパーシアは侍女に連れられ去っていった。自分も肩を落として見送るアーシェルの耳に、常と変わらぬソルラスカの声が響く。

「形式上の、偶像としてのみのアーシェルなど、くだらぬことです。王族だ貴族だといったところで、しょせんは最後まで信仰を守れなかった腰抜けの子孫。ひとり神を信じ抜いた聖女アーシェル以外の人間はすべて、神を裏切った大たい罪ざい人にんです」

　顔を強こわ張ばらせたアーシェルの眼に映うつったソルラスカは、珍めずらしくかすかな笑みを浮かべていた。瞳の奥の昏い光は輝きを増し、死神の鎌かまを思わせるきらめきを放はなっている。

「ですが、アーシェル様のおっしゃるとおり、今の世の聖女アーシェルにはなんの力もない。ただの偶像、飾りに過ぎません」

　怯おびえを見せてはいけない。心ではアーシェルはそう思ったが、正直な体はこの風の中汗ばんで、言い返すこともできない。

「しかし、アーシェル様。初代聖女アーシェルのように、ただひとりと成り果てても真の信仰を貫つらぬける……そのような者が聖女の座に就つけば、いいえ、そのような者にしか、アーシェルは務つとまりません。そう思われませんか」

「……そうだな」

　やっとのことで、アーシェルはそううなずいた。

「次代のアーシェル候補の選出を急げ」

「かしこまりました」

　もっともらしく命令する声の底が、かすかに震ふるえていることにアーシェル自身気づいている。ソルラスカにも分からなかったはずはないが、先々代の聖女は静かに下がっていった。

　ひとり崖の上に残ったアーシェルの耳に届くのは、海風の音と自分のわずかに速い息いき遣づかいだけ。

　アーシェルは無言で法衣の隠しを探った。すぐに指先に触れた木彫りの肖しよう像ぞうを、お守まもりのようにぎゅっと握にぎり締める。

「生きている時も、死んだ後も、何不自由なく、楽に……幸せに、か……」

　ひとりごちる言葉は、木彫りの肖像の中で微ほほ笑えむ少女が口にしたという台詞せりふ。「アズベルグの暴君」と呼ばれる成り上がり、カシュヴァーン・ライセン〈強〉公爵に買われた妻、「死神姫」ことアリシア・ライセン。

「死神姫よ……残念ながら、死後はおろか、生きて楽に暮らせる者も……案外世に多くはないぞ……」








　第一章　幽霊再び







　シルディーン王国北の辺へん境きよう、アズベルグ地方。

　年も改まり、雪解けの気配はあるが、元々が一年をとおして寒冷な地域だ。起き伏ふくの激しい瘦やせた土地は大半がいまだ雪の下であり、本格的な春の訪おとずれにはもう少し時間が必要だろう。

　そんなアズベルグ地方のさらに北、雪ゆき化げ粧しようを施ほどこされた黒い森の奥に、悪あく名みよう高い領りよう主しゆカシュヴァーン・ライセンの館やかたが建たっている。

　一代前の領主のころには「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」として有名だったこの館の庭には、いつしか墓ぼ標ひようのような黒い巨石が立ち並び、「ライセンの石屋敷」と呼ばれ始めた。だが薔薇の廃はい園えんにまつわる悲ひ惨さんな出来事が人々の記憶から消え去ったわけではなく、国教〈翼つばさの祈り〉を嘲あざ笑わらうような翼ある怪物の像だらけの不ぶ気き味みな建物を、訪れる者は稀まれである。

　しかし最近、漆しつ黒こくと深しん紅くで統一された悪趣味な館は、工事の音と大勢の来訪者でにぎわっていた。

「やっぱり『七なな練れん』は必要ね……」

　喧けん噪そうから少し離れた自室の文ふ机づくえに腰かけ、ペンを持つ手を休めてうっとりつぶやく眼鏡めがねの少女は、「死神姫」アリシア・ライセン。まあ可愛かわいい程度の地味な容姿に反した物ぶつ騒そうなあだ名は、先の夫を殺したとの逸いつ話わに由ゆ来らいするものである。

　今から一年ほど前、十五歳の時にカシュヴァーンと二度目の結婚をしたアリシアは、今年の春には十六歳になる。名家とは名ばかりの貧びん乏ぼう生活のせいで、すっかり偏かたよった読書家になった妻への誕生日の贈おくり物として、夫は大だい工くたちを集めて邸てい内ないに図書室を作らせている最中だ。

「それにしてもうるさいですわね。もうこんな時間なのですから、そろそろ今日の作業は切り上げればよろしいのに……まったく、図書室を差し上げたら、なんて言わなければよかったですわ……私たちだけでも、しばらくもうひとつの館のほうに移れないかしら……」

　迫せまる夕ゆう闇やみの中、何かを削けずる音や指示を飛ばす声に美しい顔をしかめているのは、見事な赤毛と巨乳が自じ慢まんのメイド・ノーラだ。図書室作りの大工たちと、アリシアが欲しがる奇妙な本を探して来る者たちが出入りしているため、一日中屋敷の中は騒さわがしい。

「あら、ノーラがカシュヴァーン様に、私が図書室をほしがっていると言ってくれたの？　ありがとう」

「……べ、別に、カシュヴァーン様が何を贈ればいいかとお悩みでしたから……お助けしただけですわよ……」

　言い訳がましい言い方をするのは、ノーラが自称カシュヴァーンの愛人であり、アリシアとは一応彼を挟んだ三角関係を形成しているからである。しかし最近ノーラの口から、この手の台詞せりふが出る率りつは下がっていた。

　そんなことには最初からあまり気づいていないアリシアは、作りかけの図書目録に視線を落としてほうっと息を吐はく。

「『七練』を入れるとなると、『練れん八ぱち』もほしいけど、『練八』はとても数が少ないようなのよね……『雨あめ悪あく』よりも入手が難しいと言われることもあるし」

「奥様やめて下さいその本の話はしないで下さい！」

　幻まぼろしの奇書『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』、通称『雨悪』は昨年できたばかりのノーラの心の傷だ。ちなみに『七練』は『七回死んだ錬れん金きん術じゆつ師し』の略りやく称しようで、『練八』はその続編である『錬金術師八度目の死』のことである。

「あら、ごめんなさいノーラ。そうねえ、じゃあノーラにはもう少し描写がさらっとした……『どろどろ屋敷がどろどろ溶ける』、通称『どろどろどろどろ』とかはどう？」

「題名からしてさらっとしていないですわ！　大体奥様が薦すすめる本はもう読まないと申し上げたでしょう!?」

　きいきいわめくノーラに、アリシアが懲こりずに別の本の題名を挙げようとした時、扉とびらの外から声がした。

「アリシア、目録はできたか？」

　工事の喧噪に負けないよう、かなり大きく発せられたその声を聞くだけで、最近のアリシアは「おなかが痛」くなってしまう。実際は腹よりもう少し上、とはいえ腹とあまり変わらぬふくらみしかないあたりを押さえながら、彼女は嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。

「まあ、カシュヴァーン様だわ」

　主あるじの登場を悟さとったノーラが慌あわてて扉を開けると、体格のいい長身の男が室内に足を踏み入れてきた。短い髪や瞳ひとみのみならず、服装までも黒ずくめのため、視力の悪いアリシアには今でも時々屋敷の柱と間違えられる。

　アリシアが「死神姫」なら、彼、〈強〉公爵カシュヴァーン・ライセンについたあだ名は「アズベルグの暴君」。メイドの血を引く卑いやしい成り上がり、傲ごう慢まんで冷れい酷こくな領主としてシルディーン旧貴族たちからの評判は悪く、彼らに対してはカシュヴァーンもそのように振る舞う。

「申し訳ありませんカシュヴァーン様、まだ全部はできておりませんの。お急ぎなら……」

「いや、急せかすつもりはない。図書室自体作っている最中だし、せっかくの誕生日の贈り物なんだ。お前が納なつ得とくいくまで悩んでくれ」

　しかしアリシアを見つめる眼は優しく、かける言葉は甘い。普段はアリシア曰いわく「三十四歳ぐらい」の武ぶ骨こつな顔立ちも、妻のなめらかな亜あ麻ま色いろの髪を撫なでながら微笑めば二十三歳の青年らしくなる。

　頭に触れるくすぐったいぬくもりに「おなかが痛い」思いをしながら、アリシアは夫に微笑み返した。

「ありがとうございます。でも、できれば私以外のみんなも楽しめるような図書室にしたいんですの。そうだわ、カシュヴァーン様はどういう本がお好きですか？」

「すでに私は楽しめる気がしませんが……」とノーラがそっとつぶやいたが、カシュヴァーンの反応も曖あい昧まいだ。

「……心こころ遣づかいはありがたいが、俺にはあまり読書の趣味はないんでな。時間もないし、第一そういう高こう尚しような趣味はよく分からん」

　公爵家に生まれながら父親との折り合いが悪く、親父おやじには殴なぐり方と殴られ方しか教わっていない、といつかのカシュヴァーンは漏もらした。統とう治ちに必要な読み書きなどはできるのだが、貴族らしい高こう雅がな趣味への関心は非常に薄い。

「いいえ、カシュヴァーン様。読書はそんなに構えずに、気軽に始められる趣味ですのよ。装そう丁ていがきれい、題名に惹ひかれた、そういったささいなきっかけから、まずは最初の頁ページを開いてみて下さればよろしいの」

　何に対しても執しゆう着ちやく心しんがあまりないアリシアだが、本に対してだけは別だ。お金と手間のかかる贈り物なのだから、ぜひ夫にも喜んでもらいたいと思うと、自然と力が入ってしまう。

「私は題名に惹かれるとつい手に取ってしまいますわ。最近読んだ中では『雨悪』がよかったです、まず題名にぐっと心を摑つかまれました！　出だしの一行目、『一点の曇くもりなく晴れた空……』というのも、あえて題名と正反対なのが」

「奥様やめて下さい水差しを持てなくなりますッ!!」

　昨年水差しにまつわる心の傷を作ったノーラが、耳を押さえて絶叫する。妻の扱いにだいぶ慣れてきたカシュヴァーンは、素早く彼女の気を惹ける別の話題を提供した。

「ところでアリシア、そろそろ腹が減っていないか？」

「あら、そういえばもう夕食の時間ですわね。カシュヴァーン様、今日もお食事をご一緒できますの？」

　アリシアが所しよ望もうするおかしな本を探すため、カシュヴァーンは国内に多くの伝令たちを走らせている。

　彼らが屋敷に情報を持ってくるせいで、最近は比較的長く家にいるのである。食事を共にできる機会も増え、アリシアにとってはいいことずくめだ。

「ああ。しかし珍めずらしいな、お前が食事の時間を忘れるとは」

「そうですわね、つい目録作りに夢中になってしまって……このまま一日ぐらい忘れていられれば、経済的……あら」

　今度は正しく腹を押さえたアリシアの眼に、ランプの火に輝く淡あわい金髪が映り込んだ。

「アリシア」

　カシュヴァーンのすぐ後うしろに立つ大柄な白っぽい人影に、アリシアはようやく気づいた。

「まあ、ディネロ様、申し訳ありません気づかなくて。お仕事はもうよろしいの？」

　カシュヴァーンより頭半分背の高い美青年、ディネロ・アズベルグはここのところよく屋敷にやって来る。図書室の話とはまた別に、領地内の統治について話をしに来ているらしい。

「一段落、した。よければ、食事を、共に」

「ええ、もちろんですわ」

　にこりとアリシアが微笑むと、ディネロもほんの少しだけ口の端を持ち上げた。常に無表情に近い彼にとって、これが最上級の笑顔だ。

　旧姓アリシア・フェイトリンであるアリシア同様、地名と同じ家名を持つディネロは、アズベルグ地方の地方伯。毎日決まった時刻に自分の領地内を見回る姿を、領民たちは「時計公爵」と呼んで敬愛している。

　大半が没ぼつ落らくしてしまっているとはいえ、元々地方伯はその土地の領主である。民たみを愛し、民に愛されるディネロこそがアズベルグの領主に相応ふさわしいとの声は一部で根強いが、昨年ディネロ自みずからがカシュヴァーンを認める宣言をしたため、その声も次第に小さくなりつつあった。

「決まりだな、まずは飯めしにしよう。行くぞ、アリシア、ディネロ。ノーラはティルとセイグラムに声をかけてくれるか」

　さり気なくカシュヴァーンが口にした彼の被ひ後こう見けん人にん、ティルナード・レイデン伯はく爵しやくの名を聞いてノーラが顔を赤らめた。

「はっ、えっ、あ、あの、私、ですの？　トレイスは……」

「トレイスはルアークたちを呼びに行かせた」

　幼おさな馴な染じみでもある執しつ事じトレイスに代わり、使いを頼まれてくれないかとの含みに、ノーラはもじもじしながらうなずく。

「まあ、では、その、仕方がないですわね。い、行って参りますわ」

　さも渋しぶ々しぶ、という口く調ちようとは裏腹に、ノーラは非常な早足で部屋を出て行った。

「ノーラったら、そんなに急いで呼びに行かなくても大丈夫なのに。いくら私だってレイデン伯爵様の分まで食べたりしないわ。まあ、余ったらいただくけど」

　見当違いの感想を述べるアリシアのかたわらで、カシュヴァーンはしたり顔で「もうすぐ春だな」などとつぶやいている。

「さあ、俺たちも行こう」

　そううながしたカシュヴァーンの手が伸び、アリシアの手を取る。

　途端にアリシアは「おなかが痛」くなって頰ほおを染めたが、カシュヴァーンの指が自分のそれに絡からまったことに気づき、さらに激しく動どう揺ようしてしまった。

「カ、カシュヴァーン、様……？」

「……ああ、悪い」

　しばらくの間アリシアの薬指のあたりをしきりに触っていたカシュヴァーンは、妻の動揺に気づかぬ様子で絡めていた指を外はずしてしまう。この間から彼は、折に触れて妻の指に触れてくる。

　最近こういうことが多いのよね、とアリシアは思った。カシュヴァーンだけでなく、近頃屋敷内を出入りし始めた大工のひとりにも妙に手や指について聞かれるのだ。

　大工といっても、アリシアが見る限り図書室周りの工事に携たずさわっている様子はない。柔にゆう和わな中年の男で、どちらかといえば金きん細ざい工く師しのように見えるのだが、本人もカシュヴァーンも大工だと言うのだから大工なのだろう。

　改めて疑問に思ったアリシアだが、繫つないだ手をカシュヴァーンが改めて握ってくれたので、募つのる「おなかが痛い」にささいな疑問は吹き飛んだ。

「さあ、行くぞアリシア。みなをあまり待たせては悪い」

「え、あ、ええ……」

　けれど、いつしか贅ぜい沢たくを覚えてしまったこの身には、大きな手の平の感触だけでは物足りない。我知らず、求めるようなまなざしでカシュヴァーンを見上げたアリシアは、そのことに気づいてひとりで赤面した。

　しかしアリシアのはしたない要望は、すでに伝わってしまったようだ。

「……これ以上はまた後で、二人きりになってから、な？」

　聞こえるか聞こえないかのささやきに驚いて振り仰あおげば、口の端に笑みを浮かべた夫の顔がある。

　先ほどまでとは打って変わった、少し意地の悪い笑顔を見ていると、薄い胸に収まりきらないほど激しく心臓が脈みやく打うつのを感じた。

「で、では行きましょうカシュヴァーン様、ディネロ様も……ディネロ様？」

　どぎまぎしながらディネロを振り返ったアリシアは、彼が黙だまったままじっとこちらを見つめていることに気づいて不思議そうな顔をした。

「ディネロ様？」

「……行こう」

　カシュヴァーンが振り向く前に、ディネロはそう言って歩き出した。







　アリシアたち三人が揃って会食の間に入ると、すでに広い長卓には若じやつ干かん女顔の茶色い髪の若者と、その隣となりに黒髪をひとつに縛しばった眼鏡の青年が座っていた。

　茶色い髪の若者はティルナード・レイデン、隣席はティルナードの教育係兼執事のセイグラム・アーレイだ。ノーラは給きゆう仕じの手伝いでもしているのか、姿が見えない。

「ライセン、アリシア様、それにアズベルグ公爵も、ご機嫌よう」

　一礼したティルナードの横で、眼鏡を直しながらセイグラムも同じように頭を下げる。

「ご機嫌よう、レイデン伯爵様、セイグラム」

　アリシアも二人に微笑みかけ、そのままカシュヴァーンに手を引かれて席に着いた。ディネロも軽く一礼をしてから、客人としてティルナードの向かい側に腰を下おろす。

　使用人であるセイグラムが主と並んで食事の席にいることを、ライセンの屋敷では誰も咎とがめない。八十年ほど前にシルディーン国内で下げ克こく上じようの嵐が吹き荒れて以来、主と召使いの関係が近づいたということもあるが、セイグラムの場合、常にティルナードの横でうるさい小言を言っているのが当たり前の雰ふん囲い気きがあるのだ。女主人であるアリシア自身、ちょくちょく台所で食事をしていることを考えると今さらという部分もあるが。

「ティルはもうだいぶ顔色がいいようだな」

　上かみ座ざに腰を下ろしながらカシュヴァーンが言うと、ティルナードは素直にうなずく。

「うん、もうだいぶいい。だからライセン、アリシア様のお誕生日のお祝いをしたら、一度レイデンに戻ろうと思うんだ。その頃には雪もほとんど溶けているだろうし」

　ティルナードはアズベルグ地方より山脈を挟んで東、肥ひ沃よくな土地に恵まれたレイデン地方の地方伯にして領主である。昨年、前後見人・ユーランに大おお怪け我がを追わされ、その後の王宮行きで別の古傷が悪化し、現在もライセンの屋敷に留とどまっている。

　だが、領主が支配する土地をあまり長く離れていては差し障さわりがある。現在は後見人のカシュヴァーンがレイデン地方にも睨にらみを利きかせているが、いずれ十八歳を迎むかえて成人すれば、ティルナードは独ひとり立だちせねばならないのだ。

「あら、私に気を遣って下さらなくて構いませんのよ、レイデン伯爵様」

　アリシアのひと言に、珍しくセイグラムが同意を示した。

「まったくです。レイデンの屋敷の再建もかなり進んでいるのですから、できれば早めに戻ったほうがよろしいかとは思うのですが……よほどこの屋敷に用事がおありのようですね、ティルナード様？」

　まるでその声を待っていたかのように、前菜の乗った盆ぼんを片手にノーラがやって来た。

　ティルナードと視線を合わせた途端、二人は面おも白しろいほど真っ赤になり、あたふたと視線を逸そらす。まともに会話もできない様子だが、そのくせ流れる空気は奇妙に甘酸っぱい。

「ああ、そうね、レイデン伯爵様はノーラと一緒にいたいのね」

　普段は鈍にぶいくせに、アリシアはたまに突いてはいけない核心を突く。ティルナードが派手にむせ、ノーラが取り落としそうになった盆をディネロが無言で支えた。

　セイグラムの手がぴくりと動いたのは、お得意の鞭むちを取り出しかけたのだろう。しかし結局、彼はため息交まじりにこうつぶやくに留とどめた。

「まあいいでしょう。ティルナード様の体調が万全ではない時に、余計な負担をおかけする訳にもいきません。アリシア様のお誕生日が来るまでには、お体も完全に回復するでしょう」

「……お前もな。ちゃんと養よう生じようしろよ、セイグラム。たまには僕の言うことも聞くんだぞ」

　昨年のユーランの一件で、セイグラムも重傷を負ったのだ。ぼっちゃん気質が抜けきらない一方で、器うつわの大きさを感じさせることも多くなった主の言葉に、セイグラムは黙ってうなずいた。

　その時アリシアの髪の先がかすかに揺れた。室内に突然吹く風は、ライセンの屋敷の中ではある人物の登場を示す。

「お待たせみんなー。ちょうど間に合ったみたいだね」

「あらルアーク、それにジェダも、ご機嫌よう」

　風に乗ったかのように室内に現れたのは、銀髪と体の線をなぞるような黒い衣装が特徴的な二人組だ。解体された元〈玩具おもちやの兵隊〉の暗殺者にして、現在はそれぞれライセン家とレイデン家に仕つかえるルアークとジェダである。

　アリシアの先の夫を暗殺して彼女を「死神姫」にした挙げ句、カシュヴァーンの暗殺まで請うけ負おった過去を持つルアークは、いつしか二人の「息子」としてライセン家の一員となっている。夫妻に決めてもらった誕生日を先日迎え、「俺一歳になったよ！」と嬉しそうにしていた。

「あ、あー……ええと……み、みなさま、ご機嫌ようございます」

　使い慣れないたどたどしい敬語を使うジェダの脇わきを、ルアークが笑って肘ひじで突いた。実の兄弟のようによく似た面おも差ざしを持つ二人だが、その性格は対照的だ。

「ジェダさん、無理しなくていいって。俺たちはそんなに表おもてに出たりしないんだし、ここにはあんまり礼儀にうるさい人もいないしね」

「そうよジェダ。ジェダはとても強いのだから、他のことが何もできなくても大丈夫よ。平均的にいいより、ひとつ突き抜けてすごくいい部分があるほうが、商品も売りやすいものだし」

　かつて実家の庭で勝手に育てた野菜を売っていたアリシアが、経験からなのか微び妙みような励はげまし方をした。だがジェダは、かえって思い詰めた表情になって首を振る。

「……強くなどありません。俺は……もっと強くならなくては」

　隣のルアークを見ながらのつぶやきに、カシュヴァーンが口を開いた。

「強く、な……今日もお前たちは、ずいぶん熱心に手合わせをしていたようだな」

　カシュヴァーンが言うとおり、ここのところルアークとジェダは毎日のように実戦さながらの手合わせをしている。二人揃って食事の席に現れたのもそのためだ。

「そんなことないわジェダ。この間ルアークとの手合わせを見に行った時なんか、何をしているのか全然分からなかったもの」

　最近人の出入りが激しいため、屋敷の裏手でひっそり行われているそれをアリシアも一度見学に行ったことがあった。だが神かみ業わざ的な身のこなしを有する二人が戦う様を眼で捉とらえることは不可能で、今日はいないのかしらと帰りかけてしまったほどだ。

「いやアリシア、お前の眼には映うつるべきものも映らないことがあるからな……」

　カシュヴァーンが控ひかえめに言い添そえたところで、セイグラムがおもむろに眼鏡を押し上げた。ルアークが「いけね、セイグラムさんを忘れてた」と舌を出す。

「ジェダ、強さはもちろんだが、今後は礼儀もきっちり覚えてもらうぞ。レイデン家に仕える以上、ティルナード様に失礼な口をきくことは許さん。たとえ無能で空気が読めず、口ばかり達者なわがままおぼっちゃんだと思っても、臣しん下かの礼を忘れるなよ」

「……セイグラム、まずお前が僕に対して失礼だぞ？」

　ティルナードがそっと突っ込んだがセイグラムは全く動じない。

「はい、が、がんばりますので、よろしくお願いします、アーレイ様」

　ぴんと背筋を伸ばし、緊きん張ちようした声を出すジェダとセイグラムを交互に見て、ルアークは肩を竦すくめた。

「ジェダさん、肩に力が入りすぎだよ。セイグラムさんも、お手柔らかにね。アリシアも言ってたけど、俺たちは基本的に姿を見せない護ご衛えいだからさ。礼儀を習っても、あんまり発はつ揮きする場がないと思うよ？」

　傭よう兵へい国家ラグラドールへの対抗勢力として、シルディーン王家と〈翼の祈り〉教団が協力して生み出した〈玩具の兵隊〉。最終的にはラグラドール人の怒いかりを恐れて解体された経けい緯いがあり、そこに属していた者たちは国家の暗部に関わる危険人物だ。

　その身のこなしゆえに人目に触れることはあまりないが、人目に触れたが最後、始末される可能性は高い。もちろん彼らの雇やとい主にも累るいが及ぶことになるだろう。

　けれどジェダは、思い詰めた表情を変えずに再度首を振った。

「いや、俺は是ぜが非ひでもアーレイ様に気に入られなければ……バルロイ様が、アーレイ様を怒らせるとルアークに俺の悪口を死ぬほど吹き込まれると……」

「……うん、ジェダさん、そろそろバルロイおじさんに人付き合いについて頼るのはやめようね？」

　無言で鞭を取り出そうとしたセイグラムをちらりと見ながら、ルアークは苦笑いを浮かべた。

　カシュヴァーンの剣の師し匠しようであり、ラグラドールの傭兵団長でもあるバルロイは、ジェダの経歴を知った上で彼を部下としている。名目上、ジェダはバルロイのところからレイデン家に派は遣けんされた状態だ。

　世慣れてしたたかなバルロイにとっては、孤独な暗殺者として人生を歩んできたため、人間関係の構築が下手なジェダは絶好のおもちゃである。そんなこととは露つゆ知しらず、ジェダはかつては偽にせの兄として接した「弟」ルアークと仲良くするため、世渡りについて師し事じしているのだった。

「お前たち、それぐらいにして席に着け。セイグラムも、まあ……ジェダにあまり機転を期待してやるな」

　これまた微妙なカシュヴァーンの仲ちゆう裁さいで、とにかくルアークとジェダは席に着き、ノーラもどうにか無事に前菜の給仕を終える。

　最後に彼女自身も席に着いたのは、「ノーラは私付きのメイドで、いつも一緒だもの」とのアリシアの意向を反映した結果だ。ティルナードはもちろん、ディネロも以前茶会に誘さそったぐらいなので何も言わない。

「あら、ところでトレイスとリュクは？」

　ノーラと同じような理由で用意された席に座るべき、二人の使用人の名をアリシアは呼んだ。

「ルアーク、トレイスはあなたたちを呼びに行ったのではないの？」

「うん、来てくれたんだけど、トレイスさんはたぶんリュクさんを引っ張り出しに……おっと、噂うわさをすれば」

　元〈玩具の兵隊〉でも飛び抜けた実力を持つルアークは、近づく者を瞬時に判別できる。程なく会食の間に、息せき切って金髪の青年が飛び込んできた。

「申し訳ありません、遅おくれまして……ほら、リュク、早く歩かないか！」

　後ろを振り返りながら叱しかりつけるのは、カシュヴァーンの幼馴染みでもある執事のトレイスだ。穏おだやかな気質の彼だが、大役に相応しい実力を身に着けようとがんばっている最中のため、叱しつ責せきの言葉にも気き迫はくがこもっている。

「すいませーん、遅れましたー……」

　うつむき加減でトレイスに付き従う茶色い髪の若者は、元〈翼の祈り〉教団の見習い聖職者にして絵師のリュクである。美術全般に才能を見せる彼の衣装は、どこにでもある素そ朴ぼくなシャツとズボンを自己流に改造したものだ。

「なんだその言いぐさは！　お客様がいらっしゃる席なのだぞ。会食に同席を希望したのはお前だろうが!!　レイデン伯爵、アズベルグ公爵、まことに申し訳ありません」

　優しげな顔立ちを精一杯いかめしくして、トレイスはさらに説教をした。

　生来、人を叱ることは苦手な青年だ。近頃絵について師事していることも手伝って、うっかりリュクを甘やかしているとも自覚しているらしく、いつになく口調がきつい。

　しかしトレイスのがんばりも虚むなしく、リュクはうつむいたきり顔を上げない。

「別に、毎回呼びに来てくれなくたっていいんですよ……俺のことなんかほっといてくれてもよかったのに……俺みたいなうじ虫野郎は、部屋でひとりでかびたパンでもかじってるのがお似合いなのに……」

　常日頃は流れる空気を完全無視してひとりで脳天気なリュクだが、今は室内の穏やかな空気を完全無視してひとりで暗い。トレイスの叱責もろくに耳に入っていない様子だが、そのくせちらちらと周囲を見ながら漏らす声は結構大きい。

　いかにも同情してほしそうなリュクに、カシュヴァーンがずばりと言った。

「リュク、お前まだセイラにふられていじけているのか？　もう何日経たったと思っている、うっとうしいぞ。さっさと立ち直れ。それができないなら、部屋でひとりでかびたパンをかじれ」

「うわあああああんカシュヴァーン様みんなの前ではっきり言わないで下さいぃぃぃぃ!!　あと冷たいぃぃぃぃぃ!!」

　身も蓋ふたもないカシュヴァーンの言いように、リュクは泣きそうな顔をした。そうとは知らなかったアリシアは眼を丸くする。

「まあリュク、セイラのことが好きなの？　でもセイラは、ダンと結婚しているのよね」

　メイドのセイラと料理人のダンは、先代の領主の頃からこの屋敷で働いている使用人だ。彼らも希望すればこの会食の席に着けるのだが、自分たちは古い人間だからと、今も台所で次の料理の支し度たくをしているはずである。

「うう、だって、だって、セイラさん指輪してなかったんですもん……そんなの分からなかったんですもん……」

　明るいが打たれ弱い性格のリュクは、ぐずぐずと未練がましいことをつぶやく。

「そういえば、指輪をしていなかったかしら？　水仕事をしたりするから、していないのかもしれないわね。錆さびてしまうと価値が落ちてしまうし」

　結婚の際、誓ちかいの証あかしとして贈られる指輪は既婚者であることを示すものだ。

「私もしていないけど……そもそもいただいてもいないけど」

　買われたも同然にライセン家に嫁とついだアリシアは、カシュヴァーンとの結婚式をまともに執とり行なっていない。指輪を贈り合ったこともない。

　カシュヴァーンが自分と結婚したのは、地方伯の名が欲しかったから。そう十分すぎるほどに自覚しているアリシアは、今まで指輪について考えたことがなかったが……

　なんとなく左手の薬指に眼を落とす妻のしぐさを見て、カシュヴァーンがかすかに焦あせった顔をした。

　それに気づかず、リュクが大声で力説する。

「だよねー！　大体アリシアだって指輪してないし!!　既き婚こん者しやはみんな指輪しててほしいんですよ、うっかり好きになっちゃったら大変なんだから」

「うるさいぞリュク、大体お前は節操がなさすぎる!!」

　ばん、と長卓を叩たたき、いささか唐突にカシュヴァーンが立ち上がった。

「お前は以前、アリシアにもノーラにもレネにもちょっかいをかけていただろうが！　既婚者かどうかは問題ではない、問題はお前のその、女ならなんでもいいという態度にある!!」

「そんな、俺は女ならなんでもいいとか思ってないですよ！　アリシアは噂とはちょっと違ったけど可愛いし、ノーラは美人だし、レネはなんか神秘的な感じがするし、セイラさんは結構年上だけどすごく優しいし！」

　まったく信しん憑ぴよう性せいのないリュクの台詞を、カシュヴァーンは「それが節操がないと言うんだ！」とさえぎった。

「とにかくだ。お前は仮にも元聖職者なのだから、少しは身を慎つつしめ！　大体もう冬も終わるんだ、いい機会だからティルたちと一緒にレイデンに帰れ!!」

「ええええええ!?　ちょっ、そんな、横暴！　横暴ですカシュヴァーン様!!　確かに俺はレイデン地方の出身ですけど、気持ちはもうライセン家の一員ですよ!?」

　図ずう々ずうしいリュクの抗議に、「いずれお前は僕の領民になるのか……」とのティルナードの釈然としない声、「荷物を増やさないで下さい」というセイグラムの冷たい声が重なる。さらにジェダが「アーレイ様、こいつ始末しましょうか」と気を利かせ、ルアークに「ジェダさん本当に無理しないでいいからね……」と制された。

「……奥様、この人たちは放っておいて先に食べましょう」

「そうね、おなかが空すいたわ」

　呆あきれたノーラにうながされ、騒ぐ男性陣を尻目にアリシアは料理に手を伸ばした。トレイスも止めに入ろうとしたようだが、「トレイス、かびたパンを持って来い！　なければ今すぐパンをかびさせろ!!」とカシュヴァーンに無茶な命令をされ、結局巻き込まれてしまっている。

　みんな食べないのなら私がもらおうかしら、と、長卓の上に置き去られた料理を見回したアリシアは、男性陣の中でひとりだけ静かに席に座っている人物を発見した。

「ディネロ様、どうぞお食べになって下さい」

　騒ぐでもなく、かといって料理に手をつけるでもなく、どこか遠い眼をしているディネロは、にこやかなアリシアの勧すすめにぽつりとひと言漏らした。

「ここは、いつも、にぎやか、だな」

　それを聞いたノーラが、嫌味と勘かん違ちがいしたのか恥ずかしそうに首を竦める。

「は、あの、ええと……お恥ずかしいですわ、本当に……」

　ディネロ本人には嫌味のつもりはなさそうだ。帰れ帰らないの際限のない言い合いを眺ながめる横顔はどこか寂さびしげで、アリシアは思わずこう話しかけた。

「ディネロ様、よろしければ今夜はお泊まりになってはいかが？　部屋はたくさん余っていますし、もうこんな時間ですからお戻りになるのも大変でしょう？」

　ディネロが暮らすアズベルグ家の屋敷は、ここから馬車で二日ほどかかる。領地内のあちこちにまだ雪が残っていることを考えると、もう少しかかるかもしれない。

　まともな貴族の奥方のようなアリシアの誘いに、しかしディネロはゆっくりと首を振った。

「……いや、家に、戻らなければ、ならない」

　答える声はいつもどおり淡たん々たんとしているが、その眼は最後までアリシアを見ることはなかった。







　ディネロの様子が少しおかしいように思えたが、彼は食事を終えるとすぐに自分の屋敷に戻ると言い始めた。

　アリシアたちが玄関まで送ることも最初は辞退したが、仮にも公爵家の当主を放り出すわけにはいかない。結局ライセン夫妻とトレイスは、ディネロたちを見送るため一階の広間に出た。

「ディネロ様、少しご様子がおかしくありませんでした？」

　闇の中、遠ざかっていくディネロとその従者たちを窓の外に見送りながら、アリシアは同じことをしているカシュヴァーンに尋たずねた。

「……あいつも普段からおかしいと言えばおかしいからな。だが、リドレックの姿が見えない」

「あら、そういえば」

　本日ディネロに付き従っていたのは、昨年ディネロを領主とすべく暴動すら起こした、忠実な青年たちが数人。暴動の首しゆ謀ぼう格かくで、かつカシュヴァーンを絶対に領主として認めないと断言した数名は処刑されたが、それ以外の者たちは許されて現在もディネロに仕えている。

　しかし従者たちの中に、ディネロの最も忠実な使用人である家か令れいリドレックの姿がなかった。カシュヴァーンの指摘で今さらそれに気づいて、アリシアは不思議に思った。

「リドレックは、ディネロ様の代わりに領地内の見回りをしているのかしら？」

「かもしれん。大体あのじいさんも年だからな、馬車の長旅はこたえるだろうし」

「……カシュヴァーン様、それはあの方におっしゃらないほうがいいと思いますよ」

　ディネロたちが出て行った扉を閉めながら、トレイスが控えめに忠告する。リドレックは確かにかなり高齢ではあるが、背筋も精神もぴんと張りつめていて老おいを感じさせない。

「そうですわね。でも、なんだか寂しそうでしたわ、ディネロ様。一日ぐらいお泊まりになっていかれればよろしいのに……」

　延々続くしょうもない言い争いを、羨うらやましそうに見ていたディネロの瞳。普段あまり感情を表に出さない彼だけに、印象深くて頭から離れない。

「……あいつには、あいつを慕したう人間が大勢いる。会うたびいまだに俺を睨みつけてくるような、生きのいいのがな。だからお前が心配しなくてもいい、アリシア」

　妻の小さな頭に手を置いて、カシュヴァーンは素そっ気けなく言った。

「それにだ。俺といる時は、俺のことだけ考えろ」

　続く言葉に一気に「おなかが痛」くなる。

「カシュヴァーン様、あ……」

「これ以上は後で、二人きりになってからと、さっき約束したよな？」

　戸と惑まどう暇ひまもなく抱きすくめられ、ささやきと一緒に下りてきた唇のぬくもりにすべての意識がさらわれる。

　さほど長くはなかった口づけの後、ぽうっとしているアリシアの耳元に、カシュヴァーンはさらに甘い言葉を落とした。

「ところで、お前が好きなあの『雨悪』という話の作者だがな。どうやらガーゼット地方にいるらしい」

















「え？」

　ガーゼット地方。先日王宮に行く時に通ったわ、と考えているアリシアの髪をそっと撫でながら、

「会ってみたいだろう？　今行方ゆくえを探させている。うまく探し出せたら、お前の誕生日に合わせて招しよう待たいしよう」

「まあっ、本当に!?」

　お気に入りの詩人だの作家だのを自宅に招待するのは貴族の優雅な楽しみだ。とはいえ没落した名家の出であるアリシアは、実家でそのような集まりを開いたことはない。「見栄っ張りフェイトリン」と揶や揄ゆされた身では、招待を受けたこともなかった。

「すてき……素晴らしい贈り物ですわ、カシュヴァーン様……本当に、ありがとうございます……」

　瞳を潤うるませながら、また微妙に夫とずれた方向を向いている妻のあごを取り、カシュヴァーンは軌き道どう修正した。

「そう思うなら、感謝の念を今すぐ伝えてほしい」

　意地悪く細められた瞳でうながされたアリシアは、つま先だって恥ずかしそうに軽い口づけを返しながら、

「嬉しいです、本当に……あと、それと……す、す……」

　誰に対しても平気で口にできたはずの言葉は、カシュヴァーンに対する時だけ舌に絡む。

　瞳を逸らし、口をもごもごさせながら顔を赤らめているアリシアの耳元に、カシュヴァーンはそっと唇を寄せた。

「好きか？」

「は、はい、はいっ!!」

　突然のことにびっくりして、何度もうなずいてしまったアリシアの腰を大きな手が抱く。

「俺もだ」

　そのまま抱き寄せられ、深い口づけを予想してぎゅっと眼を閉じたアリシアの耳に、わざとらしい咳せき払ばらいが聞こえた。

「お邪じや魔まをして、誠に申し訳ありませんが……一応私もいるのですから、私のことも考えていただけませんか、お二人とも……」

　男女の事柄についてはとことん奥手なトレイスの恨うらみ言に、ライセン夫妻は揃って顔を赤らめた。







　ディネロのことは気にはなったが、カシュヴァーンの言うとおりアズベルグ家の事情に無闇に首を突っ込むこともできない。アリシアにも図書目録を作るという用事があり、ディネロのことは程なくしてあまり意識しなくなっていった。

　そうしてディネロが去って五日目の昼過ぎ。本日もカシュヴァーンと昼食を一緒に食べたアリシアは、幸福な気持ちのまま自室へ戻ろうと二階の廊ろう下かを歩いていた。

「うふふ、カシュヴァーン様とお食事すると、なんだかいつもよりおなかがいっぱいの気分……これを利用すれば、節約もできるかもしれないわね……」

　途中から実利に傾きかけたアリシアの物思いをさえぎったのは、大工を自称する中年の男だった。この男はしょっちゅうこうやって、突然話しかけてくる。

「あ、あの、奥様、いいお天気ですね」

「あら、大工さん、ご機嫌よう」

　今も遠く響ひびく工事の音を聞きながらアリシアが応こたえると、男は思いきったように頼み事を始めた。

「あの……そのっ、よ、よろしければ、この手袋をはめてみて下さいませんか？」

「え？　ええ、よろしいですけど」

　いきなり差し出された絹きぬ手袋の片方を、不思議に思いながらアリシアは左手にはめてみる。

「いかがでしょう、その……指が苦しくないですか」

「そうですわね、少し小さいかもしれません。どうなさったの？　この手袋、私に下さるの？」

「は、いいえ、違います！　贈り物などとはいっさい関係ない行為です!!」

　大声で否定され、ちょっとびっくりしているアリシアに、男はだらだらと汗を垂たらしながらまた違う手袋を差し出してきた。

「いや、ええっと、あの、こ、こちらもはめてみて下さいませんか」

「え、ああ、はい」

「あ、あっ、いや、そちらも左手にはめて下さい！」

　空あいている右手に手袋をはめようとしたアリシアを、男は慌てて止めた。大工ではなくて左用の手袋を作る職人なのかしら、といぶかりながらも、アリシアは素直に言われたとおりにする。

「はめましたわ。あら、こちらはちょっと大きいみたい」

「えっ、あ、そ、そうですか！　あっありがとうございました!!」

　二つの手袋をアリシアから受け取った男は、「とりあえずこれで試作品を……！」とぶつぶつ言いながら足早に去っていった。彼が向かう先は、図書室の工事が行われているカシュヴァーンの私室付近とは全く異なる、一階に下りる階段方面だ。

　一体どうしたことかと、きょとんとしているアリシアの髪の先を突然の風が揺らす。

「あっはは、いやー、あの人もカシュヴァーンおにいちゃんも苦労してるねえ」

　明るい笑い声と共に、アリシアのすぐ側に唐突にルアークが出現した。

「あらルアーク、どうしたの？　楽しそう」

「いやあ、アリシアのお誕生日を、みんな一いつ生しよう懸けん命めい盛り上げようとしてるんだなーって話」

　にやにやしながらはぐらかすルアークの横で、アリシアはきょろきょろしている。

「ん？　どしたのアリシア？」

「あら、今日はジェダはいないのね」

　セイグラムの要よう請せいを受けてやって来て以来、ジェダはほとんどいつもルアークと一緒にいる。二人揃って突然出て来るのが当たり前になっているので、つい探してしまったのだ。

　率直なアリシアの問いかけに、ルアークは緑の瞳をかすかに泳がせながら、

「ああ、ジェダさんは今トレイスさんとちょっと手合わせ中」

「トレイスと？」

「そ。前は俺がトレイスさんに訓練をつけてあげてたんだけどさ。自慢じゃないけど俺ってすっごく強いから、力量が違いすぎて、お互い結構大変なんでね。試しにジェダさんに一回代わってもらったんだ」

「死神」とあだ名されるルアークは、鼻にかけた様子もなくさらりとそう言ってのけた。

「まあ、そうなの。でもいいの？　ルアークは、ジェダと一緒にいなくて」

　これまたさらりと質問を返され、半瞬の間を置いてルアークはため息交じりに答える。

「──あんまり俺にべったりでもね。ジェダさんはティルぼっちゃんの護衛としてここに来てるんだから、自覚してもらわないと困るし」

　普段より幾いく分ぶん硬かたい口調でつぶやくと、ルアークは視線を屋敷の裏手へと向ける。トレイスとジェダは今頃そちらの方で訓練中なのだろう。

「それにトレイスさんは、あのカシュヴァーンおにいちゃんの幼馴染みをやれるぐらいの人なんだからさ。付き合いの良さは保証つきだもん。少なくともバルロイおじさんよりは、いい師匠になってくれると思うよ」

「そうなの？　でもジェダは、ルアークと一緒にいたそうよ」

　逸れかけていた話の流れを、アリシアは呆あつ気けなく引き戻した。

「……相変わらずだなあ、アリシアは」

　苦笑いしたルアークは、窓の外を向いたまま肩を竦めてみせた。カシュヴァーンやセイグラムと同等、時にはそれ以上に辛しん辣らつな皮肉を操あやつるはずの唇から、ぽつぽつと不器用な言葉が漏れる。

「……うまく言えないんだけどさ。ジェダさんのことが、嫌いだってわけじゃないんだけど……ジェダさんには、俺のいないところで、ひとりで勝手に幸せになってほしいんだ」

　とっさにかける言葉が見つからず、黙っているアリシアに、振り向いたルアークは大人びた笑みを向けた。

「不幸になってほしくはないよ、もちろん。……ただあの顔は、俺の隣で、一生懸命にこにこしてる顔じゃないなーって思っちゃうんだよね。そういう意味じゃ、バルロイおじさんのところで揉もまれながら、たまーに変な手紙くれるぐらいのほうが俺には都合がよかったんだけどな……」

　弟ルアークの才能に嫉しつ妬とし、だがルアークのたっての願いにより己が生かされているという状況に耐えきれなくなったサイードは、ある日寝ているルアークの首を絞しめて殺そうとした。

　その結果、返り討うちに遭あい命を落としたサイード。ルアークにとってはただひとりの血の繫がった肉親に、ジェダはよく似ている。そもそもジェダがカシュヴァーンを狙う暗殺者としてライセンの屋敷に現れたのも、兄のふりをしてルアークを惑まどわせるためだった。

「ルアーク……ええと」

　考え考え、何か言おうとしたアリシアを制し、ルアークがまた話の流れを変えた。

「しっかしジェダさんの手紙、今もまだ及第点とは言えないけど、最初は本当にひどかったんだよねえ。一番初めの手紙、『元気か。元気だ』しか書いてなくて、あれ？　ディネロ様が手紙くれたの？　って思っちゃったもん。ちょっと抽ちゆう象しよう的てきすぎて答えに困る、ってぼかして返事したら、『右腕うでは元気か。左腕は元気か。右足は元気か。左足は元気か。俺は左足の太ふとももの筋肉が張って痛い』って返ってきて、なんかもうどう答えていいのかなって」

　軽けい薄はくに笑うルアークにそうね、と笑いながら、アリシアは変わりかけた話の流れを無視した。

「似ているというのは、違うということよ、ルアーク」

　去年の冬、王宮にてカシュヴァーンに向けたのと同じような言葉。受けたルアークは笑顔のままで固まるが、アリシアはそのまま続ける。

「ルアークは、ジェダと一緒にいたくないの？　ジェダだけがルアークといたいのなら、仕方がないけれど」

「……ううん」

　諦あきらめたように、ルアークは首を振った。固まった笑顔の仮面が剝はがれ落ち、その下から年相応の少年の顔が覗のぞく。

「いたいよ。俺も一緒にいたいよ。ごめん、アリシア。ありがとう」

「？　どういたしまして」

　礼を述べられた理由がよく分からないまま、微笑み返すアリシアを行き過ぎ、ルアークの視線はまた屋敷の裏へと向かった。

「……そうだね。一緒にいるためには、ジェダさんにももっと強くなってもらわないとね……」

　ひとりごちる声は張りつめて、強い決意を感じさせた。ただならぬ緊張感を漂ただよわせた横顔が珍しく、どうしたのかしらと聞こうとした矢先、不意にルアークが眼を丸くする。

「あれ？」

　屋敷の裏を見ていたルアークがその反対側、すなわち屋敷の正門のほうを向いた。横顔の厳しさは先ほどまでの比ではない。

「──アリシア、部屋に行って」

　険けわしい声に驚いて、アリシアは思わず聞き返した。

「どなたかいらっしゃったの？　もしかしてディネロ様？」

「いいから。誰か呼びに来るまで、部屋から出ないで。分かったね」

　言うなりルアークはアリシアの腕を摑み、部屋の方角へと押しやった。されるがままに歩き出したアリシアの視界から、死神少年はあっという間に姿を消した。

「変なルアーク……」

　何が起こったのか気にはなったが、ルアークがああ言う以上従わなくてはなるまい。とりあえず目録作りをしましょうと、アリシアは素直に部屋に戻った。







　しかし、翼ある怪物の像を見上げながらあれこれと読みたい本を夢想し始めてすぐ、屋敷の一階がざわめいたことにアリシアは気づいた。

　図書室の工事のための物音は相変わらず続いている。人の出入り、それもこの屋敷に慣れない者が頻ひん繁ぱんに出入りするため、小さな混乱が起こることはしょっちゅうだ。

　だが今のざわめきは、それらとは趣おもむきを異ことにしているように思えた。

　なぜなら一瞬大きなざわめきが起こった後、工事以外の物音がいっせいにやんだからだ。天敵の出現におののく小動物のように、屋敷中の者たちが息を潜ひそめているのが分かる。

「奥様、いらっしゃいますか……」

　いつしか工事の音も聞こえなくなったなか、か細いノーラの呼び声に気づいてアリシアは扉を開けた。

「ええ、いるわよ。あら、どうしたのノーラ？　顔色が悪いけど……まさか、とうとう何か出たの？」

　古くは「ハルバーストの薔薇屋敷」、現在は「ライセンの石屋敷」と呼ばれるこの建物は、不気味な内装といい背負った悲劇といい幽ゆう霊れいの一匹や二匹出て来てもおかしくない。

　ちょっとわくわくしながら尋ねたアリシアに、青い顔をしたノーラは深々とため息をついた。

「……最悪の幽霊が出ましたわよ……やっぱり図書室なんかお作りになるべきではなかったのですわ……」







　とにかく下へ、とノーラに急かされ、一階の広間に下りたアリシアを親しげな声が呼んだ。

「アリシア！」

　限りなく無表情のカシュヴァーンのすぐ側に立ち、こちらに向かって子供のように大きく手を振る黒髪の青年。一見明るく快活なその笑みも、額ひたいから右眼を通って頰にまで走る傷のために、彼が笑えば笑うほど醜みにくく引きつれる。

「まあ、ゼ……、王子殿下！」

　シルディーン王国唯一の王子であり、次代の王であるというゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン。彼がお付きの一団を従え、広間の一部を占せん領りようしていた。

　夫が嫌がる「ゼオ」の愛称をどうにか言い留まり、アリシアは突然の来客の側へと歩み寄った。ノーラも渋々それに続く。

　カシュヴァーンはぴくっと肩を跳はねさせたが、仏ぶつ頂ちよう面づらのまま沈ちん黙もくを保たもっている。トレイスはそのかたわらで、不安そうに夫妻を見守っていた。

「久しぶりだな、アリシア。まずは遅くなったが新年おめでとう。聞いたぞ、もうすぐ誕生日だって？　カーシュはお前に、素晴らしい贈り物を用意してくれているようだな」

　カシュヴァーンの「友達」と称し、彼を「カーシュ」と愛称で呼ぶゼオルディス。「図書館の幽霊」なる奇妙な二つ名を持つこの王子とアリシアたちは、昨年の冬に王宮で出会った。

　以前からライセン夫妻に興味を持っていた、と嬉しそうに語るゼオルディスはアリシアにとっては読書家仲間だ。だがカシュヴァーンやティルナードにとっては、今やあのジスカルド・オーデル侯爵以上に顔を合わせたくない人物である。

「ええ、そうなんですの。あら、マーベル様も、ミューゼ様もいらっしゃるのね。どうなさったの？　みなさんでアズベルグの観光にいらしたの？」

　ゼオルディスのすぐ後ろに佇たたずむ二つの銀髪の人影。物語の挿さし絵えのような、古めかしい銀の甲かつ冑ちゆうと右眼の下の泣きぼくろが特徴的な青年がフロリアン・マーベル。その胸にもたれ、ぐったりとしている華きや奢しやな美少女がミューゼ・マーベル。

　ゼオルディスの近きん侍じであるフロリアンと、ゼオルディスの婚約者であるミューゼは共に繊せん細さいな美しさを持つ兄妹だ。だが兄の美しさには刃物を思わせる鋭さがあり、妹の美しさには処女雪のような、庇ひ護ご欲よくと嗜し虐ぎやく心しんを誘うはかなさがある。

「観光も目的のひとつではあるが、すべてではないな。アリシアの好きな本を探すことに、他の目的があるように。なあカーシュ？」

　意い味み深しん長ちようなゼオルディスのつぶやきに、カシュヴァーンが眉まゆ根ねを寄せた。

　どういう意味かと問おうとしたアリシアの視界を、赤い色がかすめる。一瞬ノーラの赤毛かと思ったが、ノーラより色が薄いこの色は、赤というより緋ひ色いろ。

「あら、そちらの方は？」

　ライセンの屋敷の黒い壁を背にしていると、ひときわ目立つ白い法ほう衣え姿の青年にアリシアは眼を留とめた。

「初めてお眼にかかります、ライセン強公爵夫人。私はナディールと申します。〈翼の祈り〉教団の聖職者です」

　緩ゆるく波打つ緋色の髪の美青年、ナディールはそう名乗って頭を下げた。〈翼の祈り〉教団の聖職者が家名を捨てるのは、その教えが求心力を失ってなおシルディーンでの常識だ。

「まあ、あなたがナディール様？　第二階かい梯ていの？」

「おや、私のことをよくご存じのようだ。光栄です、奥様」

　首から提さげた翼の紋もん章しよう、その下に刻きざまれた聖女アーシェルの横顔は三階梯以上の高位の聖職者の証。だがそれらの物がなくとも、この姿、名前、そしてそつなく世辞を述べる世慣れた態度も含ふくめ、以前リュクが言っていたナディールにぴたりと当てはまる。

「ええ、急進派……もが」

　火種になりそうな単語を口走りかけた妻の口を、カシュヴァーンはさり気なく覆おおった。視線で「頼むから余計なことをしゃべるな」と語りかけながら、口に出してはこう言う。

「……先日の一件について、ラグラドールへ謝罪を兼ねて訪問する道中とのことだ。マーベル嬢が少しお疲れのご様子なので、しばらく我が家に滞在されて後ラグラドールへ向かわれるとのことなのだが、構わないだろうか」

　先日の一件とは、ライセン夫妻が王宮に招かれる理由ともなったラグラドールとの融ゆう和わ政策のことだろう。〈翼の祈り〉教団穏おん健けん派はが画かく策さくした、国王暗殺未み遂すい事件のためにうやむやになってしまった件について王子自らが謝罪に赴おもむく。立派な大義名分ではあるが。

「ええ、それは構いませんけど。まあ、大丈夫ですか、ミューゼ様？」

「申し訳ありません、アリシア様……ご迷めい惑わくを……」

　兄の腕の中、青白い顔をしたミューゼがか細い声で謝罪した。

　アズベルグの冬に耐えるための、厚手の防寒着がかえって彼女の線の細さを強調している。元からあまり丈夫ではなさそうだったが、この季節に長旅をした無理がたたったようだ。

「いいえ、お気になさらず。ではお部屋を用意しなくてはね。二階の……」

「はは、なんだ、アリシア自らが部屋の用意をしてくれるつもりか？　それはノーラに任まかせておけよ。なあノーラ？」

　できるだけ控えめに、目立たない位置に立っていたつもりのノーラは、ゼオルディスに話しかけられて顔を引きつらせた。だがこれは、この場を去る絶好の機会だ。

「あ、はい、分かりましたわ。ではミューゼ様、こちらへ……あの、失礼ですけど、おひとりで歩けますか？」

「自分が連れて行きます。申し訳ないが、案内を頼みます」

　妹へ気遣わしげな眼を向けながら、フロリアンがミューゼを抱いて歩き出した。鎧よろいを構成する金属板が触れ合い、がちゃがちゃとにぎやかな音が広間に反響する。

　ノーラの先導で、二階へ上がっていくマーベル兄妹を見送りながら、ゼオルディスはアリシアへと眼を戻した。

「アリシアには女主人として、ぜひ俺の相手をしてほしいな。せっかく誕生日の贈り物も用意してきたことだし」

　そう言うとゼオルディスは、連れてきた従じゆう僕ぼくのひとりに目配せをし、高価な布地にくるまれた一冊の本を取り出した。

「まあ、『雨悪』！」

　アリシアのすっとんきょうな大声に、二階へ上がりかけていたノーラが「なんでまたその本がここに……！」と叫んだ。いまだ心の傷は深いようだが、どうにか立ち直って怪け訝げんそうなフロリアンを導き去っていった。

「あ、でも」

「違うアリシア、これは王立図書館にあった本じゃない。お前に贈るために、わざわざもう一冊探させた物さ。どうだ、これなら受け取ってくれるだろう？」

　一度は断った贈り物だが、ここまでされれば受け取るしかない。ひそかに図書目録入りさせたいと思っていた本でもあるし、くれる物はもらうのがアリシアの主義だ。

「お気遣いありがとうございます、王子殿下」

　にこにこするアリシアと、苦々しい顔をしているカシュヴァーンをゼオルディスは楽しそうに眺めやる。

　と、傷の走る眼が違う方向へ動いた。

「おや、セイグラム。お前もここにいるのか？　ということは、ティルもいるな？」

　目ざとくもゼオルディスが見つけたのは、広間の端に現れたセイグラムの強こわ張ばった顔だ。ノーラだかルアークだかに教えられ、招かれざる来客を確かめに来たのだろう。

「まだここにいるということは、ティルも体調が安定していないのだろう、かわいそうに。後で見舞いに行ってやるから、そう伝えておいてくれ」

　ゼオルディスはティルナードのことも「ティル」と愛称で呼び、「友達」だと笑う。子供時代をいくらか共有している二人は幼馴染みと言えるかもしれないが、ティルナードの背中と心に今なお消えない傷を刻んだのはこの王子だ。

「……結構です。ティルナード様は今しがた、非常に体調を崩くずされましたので」

　つっけんどんに断ったセイグラムは、形だけの一礼をしてさっさと姿を消した。

「あら、大丈夫かしら、レイデン伯爵様」

　嫌味に無理解なアリシアは本気で心配しているが、ゼオルディスはくすくす笑っている。

「相変わらずつれないな。まあいいさ、時間はたっぷりあることだし」

　長期滞在を匂におわされ、カシュヴァーンの眉み間けんのしわが深くなった。広間内に緊張感が満ちていくなか、外に通じる扉がわずかに開かれ、門番のひとりがおずおずと顔を出した。

「あ、あの、カシュヴァーン様……」

「なんだ、どうした」

　不機嫌丸出しで振り返ったカシュヴァーンが門番に近づく。用件を耳打ちされ、彼は一瞬ゼオルディスに眼を走らせた。

「……悪いが、先客がいる。今日はお引き取り願おう。後日使者を」

　二人が話している側にゼオルディスが近づいていく。

　ぎょっとしたカシュヴァーンの隙すきを突いて、いたずらっ子のような満面の笑みを浮かべたゼオルディスが扉を開け放はなった。来客に気づいたアリシアがぱっと顔を輝かせる。

「まあ、ディネロ様！　いらっしゃいませ」

　雪にわずかばかり装飾された殺風景な庭の向こう、門もん扉ぴの側にたたずんでいるのはディネロだった。突然のゼオルディスの登場に度ど肝ぎもを抜かれたらしく、アリシアの挨拶にも応えない。

「ああ、お前がディネロ・アズベルグ公爵か！　噂以上の美形だな、会いたかったぞ!!　俺はゼオルディス・フィラル・ド・シルディーン、この国の王子だ！　カーシュから聞いているよな!!」

　ディネロのことを一方的に知っているらしく、ゼオルディスは好奇心を隠かくそうともしない。無言のディネロをじろじろと眺め回し、大声で叫ぶ。

「アズベルグ家の人間は代々容姿に優すぐれていると聞く。ジーナ・アズベルグもさぞかし美しかったのだろうな！　レジオール・ハルバーストが惚ほれ込むのも無理はない!!」

　その唇から次々飛び出す危険な単語に、ディネロとカシュヴァーンの表情が凍こおりつく。比例してゼオルディスの笑顔は輝きを増し、右眼を走る傷口は引きつれて彼の笑顔を歪ゆがませていく。

「そうだ、ディネロ。ああ、ディネロと呼んでいいな？　俺のこともゼオと呼んでくれて構わない。今から俺と一緒に、ここの裏の廃園を見学に行かないか。お前もジーナの墓に興味があるだろう？　ぜひ感想を聞いてみたい！」

















「ハルバーストの薔薇屋敷」。

　この屋敷の古い通り名の元になった逸話、前領主レジオール・ハルバーストとジーナ・アズベルグの悲劇。薔薇に執着し自分を見ない妻に絶望し、殺害したジーナを薔薇園へと埋めたレジオールの狂気……

　彼の狂気は対象を失ったことでさらに悪化し、手当たり次第に女性たちを連れて来ては殺して薔薇の肥ひ料りようとすることを繰り返した。

　ハルバースト家のメイドだったマリアンヌ・ライセンも、息子を産んだ後同じく肥料にされたのだという。最終的にはその息子であるカシュヴァーンが父を殺して薔薇園に埋め、母方の姓を名乗って次の領主となった。

　以来、廃園となった薔薇園は禁足地である。だがアリシアでさえ守っている戒いましめに、ゼオルディスはあたかも観光地でも見て回るような態度で足を踏み入れようとしている。

　カシュヴァーンとディネロが突っ立ったきり、黙り込んでいるのを見たアリシアは、珍しく空気を読んだ行動を取った。

「王子殿下、あの、申し訳ありませんけど、それはだめですわ」

　カシュヴァーンにとってもディネロにとっても、避さけたい場所と話題のはずだ。アリシアも嫁いで間もなく、薔薇の廃園へと足を踏み入れ、これ以上ないほどカシュヴァーンを怒らせた記憶がある。

「なんだ、どうしてだめなんだ？　アリシア」

　わざとらしく説明させようとする態度が、ディネロとカシュヴァーンの表情をますます硬く強張らせていく。そこへ、たまりかねたようにトレイスが口を挟んできた。

「……王子殿下、僭せん越えつながら私が、ひとまずお部屋へご案内いたしましょう。お連れの方々もこちらへ」

　言うなりトレイスは、ゼオルディスの従者のひとりから少々強ごう引いんに手荷物を奪った。

　従者たちも、王子の暴挙に心から賛同しているわけではなさそうだ。ほっとしたようにトレイスに従い始めたのを見て、ゼオルディスはにやっと笑う。

「お前は実にいい部下だな、トレイス。まあいいだろう。時間はたっぷりあるのだし、なあ？　じゃあ行くか、ナディール」

　またしても長期滞在を匂わせたゼオルディスが、「ところでトレイス、お前はどんな女が好みだ？」などとからかいながらも歩き出す。ナディールもカシュヴァーンとアリシアに軽く頭を下げ、後に続いた。

　ようやく静かになった広間の中でカシュヴァーンは深々とため息をつき、ディネロに眼を向けた。

「……悪いな、ディネロ。せっかく来てもらったのに」

「……いや。妙な、一行が、来たとは、聞いていた。確かめたいとも、思って、来た」

　ディネロの従者たちは憤ふん然ぜんとした顔をしているが、ディネロ本人はいつもの無表情に戻っていた。とはいえ、微妙に顔色は悪い。

「ディネロ様、大丈夫ですか？」

　アリシアが声をかけると、ディネロは軽く首を振って応じた。

「大丈夫、だ。ライセン、報告だけ、していく」

「分かった。俺の部屋へ来てくれ」

　カシュヴァーンも短く答え、ディネロを通すよう命じた。続いて王子一行の滞在について指示を出す声を聞きながら、アリシアはふと気づいたことを口に出した。

「今日も、リドレックはご一緒ではありませんのね。やっぱり見回りをしていますの？」

　何の気なしに発した言葉に、ディネロの表情が陰かげる。

「……リドレックは、少し、調子が、悪い。寝台から、起きられない」

　思わぬ返答に驚いて、アリシアが首が痛むほどに見上げると、ディネロの唇から苦しそうな声が漏れた。

「アズベルグの、冬は、つらい。リドレックも、年だ」

「まあ、そんな……では今度、お見舞いにうかがいますわ」

　カシュヴァーンにすら平然と意見する、あの矍かく鑠しやくとした老人がそんなことになっていようとは。急いでアリシアがそう提案すると、ディネロはなぜか眼を逸らした。

「──いや、いい。それより、あの、王子に、気を、つけろ」

　屋敷の二階へ上がっていったゼオルディスの残像を睨む瞳が、冷たく光る。

「俺は、あいつが、嫌いだ」

　吐き捨てるような言い方に、らしくない嫌けん悪おの色があった。

　驚いてわずかに身を離したアリシアをちらりと見てから、ディネロは黙ってカシュヴァーンの部屋へと向かっていった。








　第二章　贈り物はいかが？







　ゼオルディスが訪おとずれて以来、ライセンの屋敷の雰ふん囲い気きは一変した。

　まず、ルアークとジェダは人目があるところに全く顔を出さなくなった。リュクもナディールに見つかることを恐れ、三人揃そろって二階の隠かくし部屋に引っ込んでいる。

　ティルナードは本当に体調を崩くずしたらしく、あてがわれた部屋から出て来ない。セイグラムも主あるじに付きっきりで、ノーラが部屋まで二人分の食事などを運んでいる。

　ゼオルディスに激しい敵意を見せたディネロは、本当に報告だけしてすぐに帰ってしまったそうだ。気づけば彼の姿はどこにもなく、アリシアはリドレックの身を心配しているが、見舞いも断られたのでどうすることもできない。

　そしてカシュヴァーンは。

「……まったく、本当にどうしようもない王子様だな！」

　隠せない苛いら立だちを吐はき出しながら、罪つみのないマントを椅い子すに投げつけるのを見てアリシアはびくっとした。

　すでに真夜中に近い時刻の、カシュヴァーンの私室でのことである。つい先ほど領地内の見回りから戻ってきたカシュヴァーンは、アリシアを呼び出して自分が留守の間のことを聞いていたのだ。

「も、申し訳ありませんカシュヴァーン様。屋敷の女主人である私でないと、王子殿下のお相手には釣り合わないとおっしゃるので……」

　夫の厳命を破ってしまったことは事実なので、アリシアは素直に謝罪した。

　王子一行がライセン家に滞在を始めてから、すでに三日が過ぎていた。こちらが無む下げにできないのをいいことに、ゼオルディスは屋敷の中で好き放題に振る舞っている。

　カシュヴァーンはアリシアにあいつに近づくな、できるだけ口もきくなと言いつけて、自みずから進んでゼオルディスの相手を務つとめた。

　己おのれが壁になり、妻を守ろうという作戦だが、なにせカシュヴァーンは忙しい。屋敷内にいても雑務に追われている彼が中座を余儀なくされるたび、ゼオルディスは喜々としてアリシアを呼びつける。

　本日はラグラドールとの境界線上で争乱が起こったとかで、カシュヴァーンは早朝から出て行かざるをえなかった。結果、アリシアはほぼ一日中、ゼオルディスと一緒に過ごしたと白状した反応がこれだ。

「分かっている。お前は悪くない。悪いのは全部あいつだ」

　ちっとも納得した様子ではないが、カシュヴァーンは口ではそう言った。

「いえ、いいんです。私は結構楽しい……、あ」

　うっかり口を滑すべらせたアリシアは、カシュヴァーンの眼がきつくなったのを感じて慌あわてて口元を押さえた。

　あまり人を嫌うということがないアリシアである。ゼオルディスが近しい人々に何をしたか、それは分かっているのだが、アリシアが個人的に何かされたわけではない。少なくとも今のところ、彼女の意識の中では。

　それにゼオルディスとは本が好きだったり、変わった物に対する好奇心が強かったりという共通点がある。屋敷の様々な位置に置いてある翼持つ怪物の像や、庭の巨石群について眼をきらきらさせながら尋たずねられると、ついおしゃべりに夢中になってしまうのだ。

「……くそっ。分かってるさ、嫌々接待をしたりすれば、そこにつけ込まれるとは……だが」

　舌打ちしたカシュヴァーンが、いきなりアリシアの手首を摑つかむ。驚く暇ひまもなく胸元に抱き込まれ、アリシアは息苦しいわ「おなかが痛い」わで訳が分からなくなった。

「カ、カシュヴァーン様、何を……」

「……あいつに何もされていないだろうな？」

「な、何って……、んっ……」

　腰を抱く手に力がこもり、かすかにつま先が浮いた。反射的に押し返そうとしたアリシアに構わず、カシュヴァーンが深く口づけてくる。

　中途半端な姿勢がますます苦しく、あえぐように開いた唇に舌が侵入してきた。

「ん、ん……!!」

　舌の裏を舐なめられる、快とも不快ともつかない感覚がアリシアを惑わせる。しばらくこういった親密なやり取りをしていなかったせいもあり、次第に頭がぼうっとしてきた。

　ようやく長い口づけを終えた後も、カシュヴァーンは小さな体を抱いて離さなかった。

「……こういうことをだ」

　余よ韻いんに身を震ふるわせているアリシアを見る眼は、熱い抱ほう擁ようとは裏腹にひどく冷たい。

　まるで仕置きのような口づけとその眼に怯おびえ、アリシアは混乱しながら首を振った。

「さ、されて、ないです、わ……」

　か細く震える声と、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみが潤うるんでいることに気づいたようだ。途端にカシュヴァーンはばつが悪そうな表情になり、埋うめ合わせのような優しさで少し乱れたアリシアの髪を梳すいてくれた。

「……すまない。悪かった。思ったよりも疲れているようだ」

「い、いいえ、あの……申し訳ありません」

　謝られ、カシュヴァーンは苦笑する。

「謝らないでくれ。本当に悪かった、もうこういうことはしない」

「え……、しませんの？」

　またしても口を滑らせたアリシアは、一瞬置いて自分の発言の大胆さに気づいた。

　真っ赤になって逃げようとしたが、またしても強く抱き寄せられ、身動きできない。

「……噓うそだ。もう少し優しく、たくさんする」

　耳元にささやかれるカシュヴァーンの声と表情は、蕩とろけそうに甘かった。

　余計に赤くなったアリシアの耳たぶに軽い口づけを落とし、カシュヴァーンは妻を解放した。瞳の冷たさはなくなっていたが、厄やつ介かいな居い候そうろうへの文句はまだ言い足りないらしい。

「明日は俺は屋敷にいられるはずだが、本当にいつまで居座る気なんだ……マーベル嬢の見舞いには行っているようだが、あいつが行かないほうが婚約者の体調も安定するんじゃないか……？」

　ぶつぶつうめくカシュヴァーンに、アリシアもようやく熱の引いてきた頰ほおを押さえながら相あい槌づちを打つ。

「そうですわね、滞在費は下さるというお話でしたけど……あら」

　扉とびらを叩たたく音が聞こえ、カシュヴァーンの誰すい何かに応こたえて顔を見せたのはセイグラムだった。

「強公爵閣下、準備ができました」

「分かった。アリシアも来るか？」

「え、あら、なんの準備ができましたの？」

　きょとんとしながら尋ねると、セイグラムは静かに一礼した。

「アリシア様、誠に申し訳ありませんが、私とティルナード様ともうひとりはこれからレイデン地方に戻ります」

　警戒して名を出さない「もうひとり」がジェダだということは、アリシアにも分かった。

「……あの王子殿下とティルナード様を、これ以上同じ場所に留め置く訳には参りません。少なくともお体が完全に回復するまでは、接近を避けたいのです。お誕生日のお祝いまでご一緒できず、残念なのですが」

　発言内容は殊しゆ勝しようだが、発言者の表情は微動だにしておらず、大して悪いと思っていないのは明白だった。もっともそれに気づいたり、気に病やんだりするアリシアではないが。

「分かったわ。では、私もお見送りを」

　足音を忍ばせ、三人はこっそりと階下に向かった。







　屋敷の裏手にある通用門の近くにはすでに馬車が用意されており、中にティルナードがいた。ジェダは相変わらず姿が見えないが、どこかに隠れて主の側にいるはずだ。

　馬車に近づいていく途中、アリシアはノーラが先に来ていることに気づいた。主夫妻とセイグラムの接近に気づくと、慌ててそっぽを向いてしまったが。

「あらノーラ、あなたもレイデン伯はく爵しやく様をお見送りに来たの？　やっぱり好き」

「奥様あまり時間もないのですから、早くご挨あい拶さつをなさって下さいッ！」

　露ろ骨こつに話題を変えられたアリシアは、逆らうことなくティルナードのほうを向いた。

「お気をつけて、レイデン伯爵様。私の誕生日のことは気にしないで下さいね」

「申し訳ありません、アリシア様……祝いの品は、必ずお送りしますので」

　大きめのクッションに身をもたせかけたまま、恐きよう縮しゆくするティルナードにアリシアは微ほほ笑えんでみせる。

「そんなに気を遣つかわないで下さい、なんなら現金でも構いませんわよ」

「い、いえそれはちょっと、あまりに失礼かと……」

「ティルナード様、そろそろ参りましょう」

　二人の会話に素そっ気けなく割って入ったセイグラムが、御ぎよ者しやに出しゆつ立たつの合あい図ずをしようとした時だった。

「あっ、ちょ、ちょっと待て、セイグラム！」

　慌てた声を出すティルナードの、青白かった頰にほんのり血の気が差していた。その眼はちらちらとノーラを見ている。

「……ああ、後こう見けん人にん閣かつ下かにもご挨拶をしないといけないですね」

「あ、そ、そうだけど、ああ、ライセン、ええと」

　執しつ事じの冷めたひと言で、ようやく思い出してもらえたカシュヴァーンは微び苦く笑しようした。

「元気でな、ティル、セイグラムも。レイデン地方をよろしく頼むぞ。ではアリシア、俺たちは戻ろう」

　短く声をかけたカシュヴァーンは、アリシアの手を取ってさっさと踵きびすを返した。

「ええ、ではノーラも」

「ノーラは少し遅おくれるらしい」

　含ふくみ笑いをしてつぶやいたカシュヴァーンは、アリシアの手を引っ張って歩き出す。

　逆らわず歩き出したアリシアと入れ替わりに、ノーラが決心した顔で馬車へと足を踏み出したのが分かった。

「カシュヴァーン様、どうしてノーラは遅れますの……？」

　途中までは素直に従ったアリシアだったが、どうしても気になってそう尋ねながら背後を振り返る。

　ちょうどその時、馬車から身を乗り出したティルナードがノーラを抱き寄せ、ぎこちない口づけをした。

















「出発しますよ」

　ごく乾いた口く調ちようでセイグラムが言い、馬車が動き出す。

　ぽかんとしてその様を見送ってしまいながら、アリシアは赤い顔をして自己完結した。

「……よ、用事が、あったん、ですの、ね」

「そのようだな」

　すまして答えるカシュヴァーンとアリシアが、まだその場にいたことにノーラも気づいた。一瞬逃げ出しそうな顔をしたが、必死に平静を装よそおう。

「あ、カシュヴァーン、様、奥様、も、戻りましょう、早く」

「そう、ね、よ、用事は、終わった、みたい、だもの、ね、ノーラ」

　他人の口づけ、それもティルナードとノーラという組み合わせを眼にしたのは初めてで、アリシアもまごまごしてしまった。ノーラも動どう揺ようを隠せないまま、

「用事って、な、なんですか、奥様、眼がお悪いですから、何か見間違えた、の、では」

「そ、そうね……私にはノーラとレイデン伯爵様が口づけをしていたように見えたけど、違うのかもしれないわね……」

「……」

「ねえ、じゃあノーラはさっき、レイデン伯爵様と何をしていたの？」

「──口づけをしていたんです悪いですか!?」

　開き直ったノーラが、真っ赤に頰を染そめて叫んだ。次の瞬間、カシュヴァーンのしたり顔に気づいて訂正を入れる。

「あ、ち、違いますわよ、た、たっ、誕生日だったからですわよ！」

　そういえばノーラもこの間誕生日を迎むかえたのだった、と思い出し、アリシアは納なつ得とくした。

「あらそうね、口づけだけなら安上がりだものね。でもノーラはやっぱりレイデン伯爵様のことが好きなのね。だって好きな人からの口づけでないと、贈り物としては」

「く、口づけだけですむような安上がりな女では私はありませんわよ!?」

「そうなの？　ではレイデン伯爵様のお体がよくなったら、口づけ以上の」

「違いますいやらしい言い方をしないで下さい！　もちろん宝石とか、ドレスとか、この私に相応ふさわしい物をいただくんですからー!!」

　自ら泥どろ沼ぬまにはまりこんだノーラは、最終的には「先に戻ります！」とわめいて逃げてしまった。

「……誕生日の祝いだとすれば、この間ティルの部屋でも同じ贈り物をもらっていたようだが……やれやれ、下へ手たをするとノーラたちに、いろいろと先を越されそうだな……」

　ため息交まじりにカシュヴァーンがひとりごちる。

　その声を聞きながら、アリシアは今しがたのノーラの台詞せりふを思い出していた。

「お誕生日のお祝いは、やっぱり口づけ以外にも必要ではないかしら……？」

　昨年の終わりに二十三歳を迎えた夫には、口づけ以外に何も贈っていないのだ。考えながらアリシアは、ひとまずカシュヴァーンに付き添そわれ自室へ戻った。







「俺はよっぽどティルに嫌われているらしいなあ」

　ティルナードたちがひそかにレイデン地方に戻った次の日の朝、朝食の席でそれを知らされたゼオルディスは大おお袈げ裟さに嘆なげいてみせた。

「見舞いに行ってもあの執事に追い返される、おまけにとうとうまともに顔も見ないまま帰ってしまうとは……悲しいことだ。俺はこんなにもティルのことが大好きで、友達として心配しているのに」

「あら、でも」

　つい口を開きかけたアリシアは、カシュヴァーンの鋭い眼に気づいて自主的に口を閉ざした。

「どうしたアリシア？」

「ええと……なんでもありませんわ」

　できるだけ口をきくな、の命令を破りかけてしまったアリシアがごまかすと、ゼオルディスはちらりとその夫に視線を走らせた。

「ふうん、カーシュに躾しつけ直されたか」

　にやにや笑うゼオルディスの表情を一いち瞥べつし、カシュヴァーンが淡たん々たんと言った。

「……見舞いといえば、マーベル嬢のお体はいかがです。そろそろ回復されたのでは」

「はは、なんだカーシュ、お前も俺に帰ってほしいのか？」

　軽い調子で切り返してから、ゼオルディスは背後に彫ちよう像ぞうのように立っているフロリアンに声をかけた。

「まあでも、そうだな。ミューゼも部屋に閉じこもりきりでは退屈だろう。なあフロリアン？」

「……そうかもしれませんね」

　唇くちびるだけを動かして、フロリアンは答えた。アリシアは彼にも同席を勧すすめたのだが、「近きん侍じが同席など」と歯し牙がにもかけぬ態度で断られたのだ。人目を惹ひく美しさとは裏腹の、愛想のなさと堅かた物ぶつぶりは相変わらずである。

　客人の使用人がこうなのだから、ノーラやトレイスもゼオルディスたちが来てからは同じ卓を囲むようなことはしていない。二人ともそれぞれ給きゆう仕じに勤いそしみ、必要以上に口をきかないようにしている。

　もっとも二人ともゼオルディスのことは苦手なので、フロリアンのことがなくても同席しなかっただろう。ゼオルディスも彼らの心境に気づいてはいるだろうが、今はそこには触れずに、

「俺は毎日楽しいが、フロリアンもナディールも退屈そうだよな」

「私はなかなか興味深い日々を過ごさせていただいておりますよ、王子殿下？」

　優美に微笑んでみせるのはナディールだ。療りよう養よう中のミューゼの部屋にいるか、ゼオルディスに付き従っているかのフロリアンと違い、彼はひとりのんびりと過ごしている。

　時には近くの村や町へと、足を伸ばしたりもしていた。領りよう主しゆの不信心とは対照的に、〈翼つばさの祈り〉教への根強い信しん仰こう心を保たもつ人々と触れ合うのが楽しいそうだ。

　アズベルグの領民たちも、めったに会えない高位の聖職者の訪問に、涙を流さんばかりに喜んでいるとか。一方若い娘たちは、薄うす化げ粧しようで整えたナディールの艶あでやかな美び貌ぼうに頰を染めながら、「私はナディール様派」「私はやっぱりディネロ様派」などとはしゃいでいるらしい。

　だがゼオルディスはナディールに、「遠えん慮りよするなよ」と笑った。何かを企たくらんだ顔で。

「そうだフロリアン、今日は俺が一日ミューゼを見ていてやろう。アリシア、カーシュ、今日はフロリアンとナディールに付き合ってやってくれないか？」

　意外な言葉に、アリシアは反応に困ってカシュヴァーンを見た。カシュヴァーンも一瞬眉まゆをひそめ、探さぐるようにフロリアンとナディールの様子をうかがっている。

「王子、ミューゼに何をなさるおつもりです」

　案の定フロリアンは、険けわしい眼をして主君に詰め寄った。

「何って、見舞いだよ。ひどいな、未来の義あ兄に上うえは俺が何をすると思っているんだ？」

　質問に質問で返され、返答に窮きゆうしたフロリアンに、ゼオルディスは傷を歪ゆがめて笑う。

「それにどんなことだって、俺がすることならミューゼは喜んで受け入れるさ。だってミューゼは、俺のことが好きなんだからな」

　さらに鋭くなったフロリアンの眼をものともせず、ゼオルディスはカシュヴァーンに視線を移した。

「カーシュだって、俺抜きでフロリアンやナディールに聞いてみたいことがあるだろう？　じゃあ、決まりだな」

　勝手に決められ、カシュヴァーンは渋い顔をした。しかしゼオルディスの言うことにも一理あると思ったのか、こう提案するに留とどめた。

「……ラグラドールはアズベルグよりも荒れた危険な地です。マーベル嬢の具合が安定しないのなら、あの方だけ今しばらく我が家でお預かりいたしますよ」

「考えておこう」

　目的を忘れていないか、ミューゼ以外はさっさと出て行け。そう言わんばかりのカシュヴァーンの言葉に、ゼオルディスは鷹おう揚ようにうなずいてみせた。







　朝食の後、本当にライセン夫妻とフロリアン、ナディールで簡単な席を設もうけることになった。たまにアリシアがノーラやセイラなどとお茶をする小さな部屋に四人で集つどい、茶と焼き菓子などが乗った卓を囲む。

　カシュヴァーンは当初、アリシアを同席させることに難色を示したが、眼を離した隙すきにゼオルディスにさらわれるよりはましと考えたようだ。「あまりしゃべるなよ」とだけ言って、トレイスをともない部屋へやって来た。

「うふふ、ここで男性とお茶を飲むのは初めてですわ」

　アリシアはひとりでうきうきしているが、手早くお茶の用意を整えるノーラは露骨にぶすくれていた。ティルナードが帰ったのがこたえているのだろう。

　やがて用意を終えたノーラがさっさと部屋を出て行くのを見送って、黒い卓の一辺に陣取ったカシュヴァーンがフロリアンに声をかけた。

「マーベル卿きよう、座らないのか」

「いえ、自分はここで」

　会食の席同様、フロリアンは姿勢よく立ったきりだ。話をする、ということなので一応卓の側にいはするが、自分から打ち解けようとする気配はない。フロリアンがこの調子なので、トレイスもカシュヴァーンの側に立っている。

「穢けがれ無き銀騎士」なる奇妙な二つ名を体現した、銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだフロリアンが少しでも動けばやかましい音がするはずなのだ。しかしフロリアンは動かない時は本当に、彫像のごとく微動だにしない。

「もしかしたらこの方の本体は甲冑のほうなのかも」と妄もう想そうしているアリシアをよそに、カシュヴァーンはもう一度声をかけた。

「妹いもうと君ぎみのことが気になるのなら、部屋に行っても構わないぞ」

「……いえ、お気遣いなく」

　ぴくりとまつげを震わせたものの、フロリアンのかたくなな態度は変わらない。カシュヴァーンもそれ以上言っても無む駄だと悟さとったか、対角線上に位置するナディールのほうを向いた。

　すぐに笑顔を作り、軽く頭を下げるナディールを見るカシュヴァーンの瞳は険しい。フロリアンに対する時にあった淡あわい同情は消え失せ、警けい戒かい心しんと敵意が取って代わる。

「ナディールといったか。あなたはずいぶん、アズベルグ地方を気に入ったようだな。あちこち足を伸ばしているそうじゃないか」

　神様嫌いのカシュヴァーンは、〈翼の祈り〉教の聖職者に対しては一貫して冷ひややかな態度を崩さない。

　まして一見優美な優やさ男おとこ、といった風ふ情ぜいのこのナディールは、リュクによれば腹に一いち物もつある野心家だという。王子の連れということで、カシュヴァーンは呼び方こそ「あなた」としたが、声こわ音ねは尋じん問もんしているようにしか聞こえない。

　張り詰めた空気を感じてか、フロリアンが心なしか背筋を伸ばす。アリシアも「あら、この方のことも殴なぐるのかしら」と思ったが、

「ええ、思ったよりもこの地には、我らの教えが強く残っているようで何よりです。こちらのお屋敷にもそれが感じられますね」

　世慣れた笑顔でナディールは、カシュヴァーンの威い圧あつも柔らかに受け流した。

「大変立派な聖堂があるではないですか。もっとも奥様との婚儀にさえ、お使いにならなかったとのことですが」

　窓の外、かすかに見える聖堂を眼で指してのひと言に、カシュヴァーンは低い声で応えた。

「……お褒ほめに預かり光栄の至りだが、俺はもう何年もあそこに足を踏み入れたことさえないぞ。しかし、なるほど。急進派の代表格、未来の教団代表者たるナディール閣下は、我が家のことにも大層興味をお持ちのようだ」

　ゼオルディスとはまた別に、ナディールが屋敷内を散策して回っていることをカシュヴァーンは知っている。敬けい虔けんな〈翼の祈り〉の信者であるトレイスが聖職者に弱いことに勘かんづき、彼に探りを入れていることも。

「こちらこそ、買いかぶっていただいているようで汗かん顔がんの極きわみです」

「──全くだな。ラグラドール人に謝りに行く前に、ぜひ俺たちにも謝ってほしいものだ」

　ゆっくりと座り直したカシュヴァーンの眼の奥で、青白い炎が燃えている。

「昨年の夏の終わり、あなた方が引き起こした事態について、忘れたとは言わさんぞ」

　それは去年の豊作祈願の祭りの日のこと。重傷を負おいながらセイグラムが伝えに来た、〈翼の祈り〉教団によるティルナード誘ゆう拐かいとレイデン家炎えん上じよう事件。

　続いてアリシアとディネロの拉ら致ち、親しんディネロ派の暴ぼう発はつにまで至った一件で、アズベルグ地方は一時期大混乱に陥おちいった。アリシアもはっきりとした数字は聞いていないが、百人単位の負傷者と、数十人以上の死者を出したとか。

「もちろん申し訳なく思っております。謝れとおっしゃるのなら、誠心誠意謝りましょう。ですが私を急進派の人間とご存じなのですから、当然穏おん健けん派はの存在もご存じでしょう？　あなた方を害したのが、私や私と志を同じくする者の意思ではなかったことだけは、どうぞ心に留めておいていただきたいものです」

　今ここで話題に出されるまで、急進派も穏健派も正式な謝罪などしてこなかったというのに、ナディールの口調はよどみない。

「あら、でも……もが」

　急進派の方々は、アズベルグ地方のみなさんを皆殺しにするつもりだと、リュクからお聞きしておりましたけど？

　危あやうくそう言いそうになったアリシアは、カシュヴァーンに軽く睨にらまれ自ら手で口をふさいだ。そんなアリシアに、ナディールは艶やかに微笑みかける。

「ご安心下さい。ユーランには神の裁さばきが下りましたし、それを知ってなお国王暗殺未み遂すいを目もく論ろんだ愚おろか者たちには、我々が厳正なる措そ置ちをとりました。教団の意思はようやく統一されたのです。お美しい奥様を、二度とあのような恐ろしい眼に遭あわせはしないと誓ちかいますよ」

　当時アリシアも拉ら致ちされたことを指しての言葉だ。白粉おしろいのはたかれた指を胸に当て、ナディールは仰ぎよう々ぎようしく誓せい約やくしてみせた。

「それにしても、死神姫などというあだ名に反して、なんと可愛かわいらしい方だ。ライセン強公爵閣下が奥様を大事にするのも当然ですね」

　話題を変えようとしているのがみえみえの、露骨な世辞だった。事実フロリアンは見え透すいたことを、と鼻はな白じろんだ表情をしている。

　しかし最近アリシアが絡からむと眼が悪くなると評判のカシュヴァーンは、ナディールの世辞を本気に取ったようだ。「だから同席させたくなかったんだ……」とひとりごちる声には、真剣な後こう悔かいがにじんでいた。

　一方初めてナディールに話しかけられたアリシアは、流れに乗ってうっかり口を滑らせた。

「あの、聖女アーシェル様とはどんな方ですか？　教団の本拠地にいらっしゃるのですよね」

　不ぶ躾しつけな質問に、ナディールが眼を見張る。

　カシュヴァーンも瞬間絶句したが、彼は珍しく妻の失言に乗ってきた。

「……そうだな、俺も興味がある。どうだろう、ナディール殿。せっかく聖堂をお褒めいただいたことだし、俺もあなた方の教えに興味があることは理解されたと思う。聖女様に会わせてくれないか？」

「あら、まあっすてきですわカシュヴァーン様！　ナディール様、ぜひお願いできるかしら？」

　今もドレスの隠しに入れた、リュク作の聖女アーシェルの肖像を脳のう裏りに描きながら、アリシアははしゃいだ声を上げた。その隣となりでカシュヴァーンは、冷ややかにナディールの反応をうかがっている。

　誰も知らない〈翼の祈り〉教団本拠地。そこにいるという聖女アーシェル。

　何百年もの昔、誰もが神を信じなくなったその時代、ただひとり信仰を貫いた少女アーシェル。伝説上の人物である彼女は、〈翼の祈り〉の教えの根幹を成す存在である。

　迫はく害がいを受けたアーシェルが海を臨のぞむ崖がけへと追い詰められ、ついに身を投げた時。神がその背に天上の楽園・至いと高たかき国へ飛ぶための翼を贈おくった逸いつ話わはあまりにも有名だ。

　しかしこれはしょせんおとぎ話。背に翼を生はやした人間などいるわけがないと、以前ルアークは冷さめた態度で語った。教団にいるのは偽にせ物ものの翼を背負った、偽者の聖女であるとも。

「……申し訳ありませんが、それはできません」

　ここまで露骨な要求をされると思わなかったらしく、さしものナディールも平坦な口調で断った。

　教団の本拠地に行くことも、そこにいる聖女アーシェルに会うことも、よほどの信仰心の持ち主にしか許されない。あるいは信仰心を大金で代だい替たいすることも可能なそうだが、カシュヴァーンにはいずれの代価を払う気もなさそうだ。

「できない？　つれないことだ。一度」

　口の端を吊つり上げ、追撃しようとしたカシュヴァーンが、何の前触れもなく立ち上がった。

　アリシアは一瞬きょとんとしたが、わずかな風の動きを感じて納得する。最近姿を見ないルアークが何かを伝えに来たのだろう。

「……ちょっと失礼する」

　断りを入れてから、扉のほうへ向かったカシュヴァーンの顔が見る間に歪む。

「カシュヴァーン様!?」

　そのままカシュヴァーンが室外へ出て行ってしまったので、トレイスが仰ぎよう天てんした声を出した。

「も、申し訳ありません、お客様がいらっしゃる時に失礼なことを……！」

　主人の無礼を謝る執事に、ナディールはそつなく微笑んだ。

「いえ、元はといえば、我々が急に押しかけたのですから……それよりも、何か大変なことが起こったようです。確認されたほうがよろしいのでは」

「わ、分かりました。では私はこれで」

　急ぎ足で外へ出て行くトレイスを追い、アリシアも立ち上がる。

「私も行くわトレイス」

　トレイスは躊ちゆう躇ちよする素そ振ぶりを見せたが、言い争う時間が惜しいと思ったのだろう。無言でうなずき、小走りに駆かけ出す。

「ナディール様、マーベル様、申し訳ありませんけど」

「いえいえ。では私たちもご一緒しますか、マーベル卿？」

　ナディールはそう言って、フロリアンに意味ありげに笑いかけた。

「きっと我らが王子殿下に関係のあることだと思いますよ」

　フロリアンは答えず、まなじりをきつく吊り上げた。







　カシュヴァーンを追ってアリシアたちが辿たどり着いたのは、意外といえば意外、妥だ当とうといえば妥当なところだった。……なぜならそこは、滞在当初よりゼオルディスが来たがっていたところだったから。

「あーあ、見つかっちゃったか」

　ライセンの屋敷の裏手、枯れた蔓つる薔薇の残ざん骸がいに覆おおわれた廃はい園えんから顔を出したゼオルディスは、悪びれず肩を竦すくめてみせた。彼の腕うでの中には、ぐったりとしたミューゼがいる。

　ゼオルディスを睨みつけるカシュヴァーンの形ぎよう相そうに怯えている様子もあるが、それ以前に消しよう耗もうしているようでひどく顔色が悪い。病人用の簡素な夜よ着ぎには乱れた跡あともあって、理由を悟ったトレイスが真っ赤になった。

「──ここには、誰にも入ってほしくない。俺はそう申し上げませんでしたか、王子殿下」

　地を這はうようなカシュヴァーンの声音にも、ゼオルディスの反応は軽い。

「悪い悪い。でも、禁じられたことこそやりたくなるのが人情というものさ。それにミューゼも、部屋で寝ているばかりでは退屈だろう？　違う景色を見せてやれば、少しは体調もよくなるかと思ってな」

　白しら々じらしく述べた後、ほつれたミューゼの銀髪を梳いてやりながら、

「それにしても、人目は避さけたはずだったんだが、ずいぶん早く気づかれたな。残念だ、まだ一回しか」

「王子ッ！」

　フロリアンが鋭い声を発した。その表情はカシュヴァーン同様険しく、ゼオルディスを睨みつける眼には激しい敵意が燃えている。

「一回って、何をなさっていたんですか？」

「アリシア様ッ!!」

　素直なアリシアの質問を、赤い顔をしたトレイスが止めようとしたが、ゼオルディスがにやりと笑って答えるほうが早かった。

「子作りをしていたんだよ、アリシア。うちの家系は子供ができにくいようだからな、早いうちに」

「王子、いい加減になさって下さい！」

　再びフロリアンが叫び、兄の絶ぜつ叫きようにミューゼがびくっと身を縮ちぢこまらせた。泣きそうな顔をして、必死に着衣の乱れを直そうとしている。

　ゼオルディスに言いたいことはまだまだある。しかしミューゼがこの有様では仕方がないと、カシュヴァーンは低い声で最終通告をした。

「……とにかく、この手の悪ふざけはこれっきりにしていただきますよ、王子殿下。さもなくば」

「分かってるって。ごめんな、カーシュ。さあてミューゼ、フロリアン、戻るか。ナディールも、ここにいないほうがよさそうだぞ？」

　フロリアンも、これ以上今のミューゼを人前にさらすのはよくないと思ったのだろう。表情は険しいままながら、妹を抱いたゼオルディスに従い歩き出した。ナディールも何食わぬ顔でそれに続く。

「カシュヴァーン様、申し訳ありません……」

　ゼオルディスたちに背を向け、廃園の黒い扉をじっと見つめているカシュヴァーンにトレイスが謝った。そんなトレイスを、カシュヴァーンは無感情に見返す。

「どうしてお前が謝る」

「い、家の中のことは、執事たる私の責任ですから」

「お前は俺と一緒にいただろうが、責任も何もあるか!!」

　怒鳴りつける声の大きさに、トレイスどころかアリシアも一緒にびくっとしてしまった。

　二人の反応を見て、八つ当たりしたことに気づいたのだろう。カシュヴァーンは眉をひそめて眼を逸そらし、トレイスも痛ましそうな表情で黙っている。

「……あの王子殿下のすることを、下手に止めればどんな難なん癖くせをつけられるか分からん。トレイスも死神も悪くない」

　知らせにきたルアークへの気遣いができるほどには、カシュヴァーンは立ち直っていた。だがそこまでが限界のようだった。

「──しばらくひとりにしてくれ。俺が呼ぶまで、誰も側に来るな」

　大きな息をひとつ吐くと、カシュヴァーンは薔薇の廃園に向かって歩き出した。

　まるで葬そう列れつに臨むかのような、不ふ吉きつな気配をまとわりつかせた背中がひどく遠く見える。

「カシュヴァーン様……」

　不安を覚えたアリシアが思わず呼ぶと、カシュヴァーンは足を止めた。けれど振り返ることなく、後うしろ姿のまま短く命じる。

「近づくな、アリシア。今の俺は何をするか分からん」

　そのままカシュヴァーンは手を伸ばし、廃園の扉を乱暴に開いた。衝しよう撃げきで蔓薔薇の残骸がぶちぶちと引きちぎれる音が、耳みみ障ざわりでならない。

「……お前を傷つければ、それ以上に俺が傷つく。明日になれば大丈夫だから、今は来ないでくれ。頼む」

　黒ずくめの長身が完全に廃園に吸い込まれ、扉が再び閉ざされていく。と、すぐに中から激しい打撃音が鳴り響き、アリシアもトレイスも同時にびくっとした。

　廃園内に入ったカシュヴァーンが、壁だか床ゆかだかに怒いかりをぶつけたのだろう。この音の大きさでは、ぶつけたほうも痛いに違いない。

　恐怖よりむしろ悲しさを覚え、アリシアはしょんぼりと肩を落とした。

「王子殿下、ひどいわ……ここはカシュヴァーン様にとって、とても大きな意味を持つところなのに……」

　カシュヴァーンが殺した父親と、父親に殺された母その他数多くの女性が眠る廃園は墓場なのだ。主の許可も得ず、軽々しく足を踏み入れていい場所ではない。

　さすがのアリシアもゼオルディスのやりようは残ざん酷こくだと思えた。おまけにミューゼの、あの消耗ぶり。

「それにしても、あんなに疲れるものなのね、子作りって……私、うまくできるかしら……」

　いつか、俺の子を産んでほしい。

　王宮にてカシュヴァーンにそう言われて以来、アリシアにもぼんやりと子作りに対する関心が芽め生ばえていた。しかし何をどうするかはいまだ不明で、その分ミューゼの疲ひ労ろう困こん憊ぱいぶりが気になる。

「カ、カシュヴァーン様は、たぶん、上手、です、から……」

　何か言わねばと口を開いたトレイスだったが、アリシアが「上手」の意味を問い返す前に慌てて神に許しを請こい始めた。







　結局昼食の席にも夕食の席にもカシュヴァーンは現れなかった。ノーラに聞いたところによると、急な用事ができたとかで、また出かけていってしまったようだ。

　ゼオルディスもあの後はミューゼのところにいたらしく、姿を見せなかった。しかし翌日になってもカシュヴァーンが戻って来ていないと知るや、嬉うれしそうにアリシアに誘さそいかけてきた。

「アリシア、カーシュがいなくて暇ひまだろう？　また俺と遊んでくれよ」

　朝食を終えた直後、部屋に戻りかけたアリシアを捕つかまえたゼオルディスは、ノーラから引き剝はがした彼女を連れて二階へ上がった。フロリアンはミューゼのところにいるらしく、ひとりゼオルディスが先導していった先は、工事がほぼ終わった図書室である。

　そもそもここは使われていないとはいえ、元は客室だったので作りはしっかりしている。部分的に修しゆう繕ぜんを施ほどこし、作り付けの大きな本ほん棚だなを揃えてしまえば、後はアリシア作の目録に従い本を入れるだけだ。

「おお、もう大体できてるじゃないか。お前たちはちょっと出ていろ」

　そう言って怯える大だい工くたちを追い払ったゼオルディスは、アリシアと一緒に図書室の中央に置かれた長椅子に腰を下おろした。アリシアも改めて内部を見回しながら、「ルアークはその辺にいるわよね」と考えている。

　ノーラから「カシュヴァーン様が、いざとなれば後のことは考えずに死神を呼べとのことですわ」と伝えられている。だからこそノーラやトレイスはアリシアが連れて行かれる時に抵抗しなかったのだが、見送る瞳はやはり心配そうだった。

「ふうん、本も結構入っている。ああ、『雨悪』もいい位置に入れてくれているな」

　屋敷内に漂ただよう反感など気にした風なく、ゼオルディスは満足そうに笑った。

「ええ、もちろん。うふふ、黒い壁と怪物の像は残してもらいましたから、今度ここでもう一度『雨悪』を読んでみますわ。本当にありがとうございます、王子殿下」

　アリシアも周囲の心配は一応分かっているのだが、今はこの屋敷特有の内装と図書室の調和が嬉しくてたまらない。アリシアの好きな本は装そう丁ていからしていかにもな物が多いので、棚に空白が目立つ今の段階で、錬れん金きん術じゆつ師しの秘密の実験室めいた雰囲気になっている。

　一回読んだ本もまたここで読めばきっと、と胸ときめかせていると、

「カーシュはな、お前のためだけに本を探しているんじゃないんだよ」

　笑みを含んだ冷たい声が、不意に聞こえてきた。

　驚いて横を向けば、ゼオルディスの意味ありげな笑顔がある。技量の低い者の手によると思われる、左右にぶれた醜みにくい傷きず痕あとが笑みに引っ張られ、顔の右半分がいびつにねじれていた。

「妻が珍めずらしい本を欲しがるから。それを理由に、国内の情報収集をしているのさ。下手に使者を走らせると目立つからな」

「あら、そうなんですの。では私、カシュヴァーン様のお役に立てていますのね」

　間近に迫せまった不気味な笑顔を物ともせず、アリシアはにこっと笑った。拍ひよう子し抜ぬけしたように黙るゼオルディスをよそに、もじもじと両手の指を絡ませる。

「だって私、カシュヴァーン様のお誕生日に、『好き』としか……」

　しゃべってしまった瞬間、いきなり「おなかが痛」くなり、アリシアは赤くなりながら言い直した。

「あ、いえ、ちゃんとした……形のある物をお贈りできなかったんですもの。ここに住まわせていただけて、食べる物や着る物に不自由しないだけでとってもありがたいことですのに、図書室まで下さるなんて……やっぱり私の理想の旦だん那な様ですわ……」

　かえって嬉しそうに語るアリシアを見つめながら、ゼオルディスは話題を変えた。

「でも、本当はきっと、カーシュだって贈り物が欲しいんだよ」

　つぶやきながら、じわりとアリシアへと距離を詰めてくる。

「男だって、言葉や行動も嬉しいけど、形のある贈り物が欲しい時だってあるさ。……そもそもなんで、アリシアはカーシュにそういう贈り物をやらなかったんだ？」

「お金がないからです」

　即答され、ゼオルディスは動きを止めた。

「……ふ、はっ、はははっ、ははっ、そうか、なるほど！　お前は買われた花嫁という話だったものなぁ!!」

　げらげら笑い出したゼオルディスに、アリシアは「そうなんですの」と普通に相槌を打った。薄笑いではなく、顔中くしゃくしゃにして笑っていると、傷による引きつれもあまり目立たない。

「──じゃあ、俺が稼かせがせてやろうか」

　しかしひとしきり大笑いした後のゼオルディスの笑みは、また歪みをともなうものに戻っていた。長椅子が軋きしむ嫌な音をさせながら、アリシアのほうへと顔を寄せて、

「カーシュにしたように、俺のことを好きだと言って、口づけをしてくれよ、アリシア。そうしてくれたら金をやるぞ」

　甘い声でねだりながら、カシュヴァーンではない唇が近づいてくる──……

「……だ、だめですっ!!」

「アリシア？」

　両手を突っ張り、思いきりゼオルディスを押し返してしまったアリシアははっとした。

「あ、もっ、申し訳ありません王子殿下！」

「……やっぱり、俺の傷が怖こわいか？」

　ここぞとばかりにゼオルディスは声の調子を落とすが、アリシアはきっぱり否定した。

「いいえ、私は王子殿下の傷にはとても興味がありますわ。お金をいただけるのもありがたいですけど……、あの……でも、だめ、です」

「どうして？　俺のことが嫌いか？」

「いえ、好きですわよ。でも、その……王子殿下は、カシュヴァーン様とは、違いますもの……」

　カシュヴァーンと出会い、初めて知った「特別」な「好き」。

　言葉にして説明するのは難しいが、それと同じものを求められているのだとしたら無理だ。口づけも……もちろん、できない。

「なんだ、冷たいなあ。だが、ふうん……そんなにカーシュのことが好きか……まあだからこそ、カーシュも別の……」

　妙に冷静にひとりごちた後、ゼオルディスは快活に違う提案をしてきた。

「まあいい。じゃあ、俺に本を読んでくれないか？」

「え？　ええ、それなら」

　ちょっとほっとしたアリシアの了承を得たゼオルディスは、自分が贈った『雨の日には悪あく霊りようが大合唱』を本棚から持ってきた。

「これでよろしいの？」

「いいんだよ、俺もその本が好きだから。それに、人に読んでもらうとまた別の趣おもむきがあるだろう？」

　言われるまま、アリシアは受け取った本をめくった。と、膝ひざに何かが触れる。

「きゃっ、ゼオ様!?」

　思わず愛称で呼んでしまうほどアリシアが驚いたのは、長椅子に寝そべったゼオルディスが膝に頭を乗せてきたからだ。

「いいから、このまま読んでくれ」

　平気な顔でそう言われると、アリシアも物もの怖おじしない性格だ。最初は少し驚いたが、昔私もお母様にこうしてもらっていたわね、と思い出しつつ、本を開き直す。

「なあ、カーシュにこんなことをしてやったことはあるのか？」

「え？　いいえ、カシュヴァーン様はあまり本に興味がおありではありませんから。ええと、では読みますね。『一点の曇くもりなく晴れた空から、容よう赦しやのない陽光が降り注そそぐ……』」

　アリシアの意識はすでに物語にしか向いていない。ゼオルディスは口元に薄笑いを浮かべながら、熱のこもった朗ろう読どくに耳を傾けた。







「『雨音に交じり、鳴り響くはべちゃべちゃという粘ねばついた音と、大小様々なすすり泣きの声。恨うらめしい、憎にくらしい……湿しめった感情にそぼ濡ぬれた声は、湿度の高い空気と入り交じり、私の肌をじっとりと汗ばませていた』」

　窓から差し込む光が真昼の強く明るいものに変化していくなか、アリシアの朗読はまだ続いていた。

「『もう限界だ！　私は跳はね起き、緞どん帳ちようを払いのけて窓の外を見た。するとそこには、見たことのない青白い何かが、互いに互いを押し潰つぶすようにして群れ集つどっているではないか!!　ぶよぶよとした塊かたまり同士が押し合うたびに、濁にごった体液が吹き出し、べったりと窓を汚す……』」

『雨の日には悪霊が大合唱』中盤の山場だ。格安で手に入れた屋敷に取り憑ついた悪霊たちと、主人公がついに対たい峙じするこの場面はノーラに心の傷を与えた。

　膝の上のゼオルディスのことも忘れ、身振り手振りを交まじえての熱演ぶりにゼオルディスはぱちぱちと拍手を送る。

















「よかったぞ、アリシア。外はこんなに明るいのに、この部屋の中だけどしゃ降りの気分が楽しめた」

「喜んで下さって嬉しいわ。……あら、もうお昼ですわね」

　ゼオルディスに笑顔を向けたアリシアの髪を、かすかな風が揺らす。そろそろいいんじゃない？　とでも言いたげな死神少年の合図に誘われ、振り仰あおいだ窓の外では悪霊ならぬ太陽が空の最も高い位置にあった。

「まだいいじゃないか」

「いえ、みんなをあまり待たせるのはよくありませんわ。それにそろそろ、おなかが空すいてきませんか？」

　言うなりアリシアのおなかが鳴り、至近距離でそれを聞いたゼオルディスはくすくす笑った。

「そうだな。じゃあ戻るか」

　ちょっと恥ずかしそうにしているアリシアの膝から起き上がったゼオルディスだが、立ち上がらずにアリシアの隣に座り直した。

「なあ、アリシア。これからも、こうやって俺に本を読んでくれないか？　金はやるから」

「いえ、お金は今回分だけで結構ですわ。それより、あの……王子殿下」

「ゼオ様」

　さり気なく言い直され、アリシアもカシュヴァーンがいないので素直に従う。

「ええと……ゼオ様。レイデン伯爵様や、カシュヴァーン様をいじめるのをやめて下さる？」

　個人的にはゼオルディスに恨みはない。でも、ティルナードやカシュヴァーンの心の傷をえぐるようなことはこれ以上しないでほしい。

　たまにノーラの心の傷をかきむしっているアリシアが真面目な顔で頼むと、ゼオルディスも真面目な顔になった。

「寂さびしくなくなったらな」

　ぽつりとつぶやいたその手が伸びて、アリシアの手に重なる。

「寂しいんだよ、俺は。寂しくて、羨うらやましくて、だからつい幸せそうな奴やつには意地悪をしてしまうんだ。分かってくれるか？」

　かすかに眉根を寄せ、眼と眼を合わせてささやかれたアリシアは、少し考えてからこう提案してみた。

「寂しいなら、ゼオ様も私たちの息子になりますか？」

　今も近くにいるはずのルアーク、人知れずレイデン地方に去ったジェダなどと同じように。リュクは早さつ速そく『家族の肖像』を描き直しね、と、本人が聞いたら泣きわめきそうなことが脳裏を過よぎった。

　……昨日廃園で別れたきりのカシュヴァーンの後ろ姿も、ひどく寂しそうだった。カシュヴァーン様も私の息子にして差し上げるべきかしらと、アリシアは無茶なことを考えた。

　だがそんなアリシアの申し出を聞いて、ゼオルディスは黙って手を引っ込めた。

　哀あわれを誘うわざとらしい表情は消え失せ、頰に降り注ぐ真昼の日差しが傷の影を深めている。

「──お前は俺の母さんか、それとも母様か」

　一瞬意味が分からずきょとんとしたアリシアは、あることに気づいて謝罪した。

「そうですわね、ゼオ様のお母様は王おう妃ひ様ですもの……申し訳ありません、私ったら」

　ゼオルディスの母親といえば、亡なき王妃ブランガーネだ。王妃に成り代わろうというのかと、責められたように感じて謝ったのだが、ゼオルディスは今度は笑い始めた。明るく、快活に。

「ああ、そうだそうだ。そうじゃないと困るからな！」

「ゼオ様？　あら、どうなさったの？」

　そのままゼオルディスが長椅子から立ち上がったので、アリシアは不思議そうにした。

「なあアリシア。この部屋は薄暗くて、窓が小さくて、なんだかじめじめしているな」

「え？　ええ、そうですわね、この屋敷は全体的にそういう作りですわ」

　先代のレジオールの陰いん湿しつな狂気が反映された領主の館やかたは、人も光も外気も寄せつけないような作りだ。元々湿しつ気けの多いアズベルグなのだから、窓を広げるなりして通気性をよくしないとせっかくの本にかびが生えてしまうかも、とはアリシアも思っていたのだが。

「強い日差しは本によくないですから、窓が小さいのも悪いことばかりではないですけど……」

　急な話題転換に面食らいながらも答えると、ゼオルディスは窓の向こう、かすかに覗のぞく廃園を見やりながら、「なるほど。この屋敷全体がそうとも言えるか」とひとりごちた。

「窓が小さい。暗くてじめついている。いつも静かで、あまり人ひと気けはない。同じような場所が、他にないか？」

　謎なぞかけのような言葉にアリシアが眼をぱちぱちさせていると、「図書館の幽ゆう霊れい」は振り向いて薄く微笑んだ。

「牢ろう獄ごくだよ」

「えっ？」

　驚いたアリシアを見て、ゼオルディスは笑った。明るく、快活に。

「それではな、アリシア。金は後で部屋に届けさせるよ」

　すっかりいつもの調子に戻ったゼオルディスは、軽く手など振って去っていってしまった。

「牢獄……」

　言われてみればそうかもしれないわ、と思いながら、アリシアは図書室の中を見回した。

　牢獄という響きも、アリシアの好きな物語にはよく出てくる。確かにこの部屋の窓は小さく、薄暗くてじめじめしていて、今はアリシア以外誰もいないが……カシュヴァーンが贈ってくれたこの場所に、その単語を使う気にはなれなかった。

　それにゼオルディスも、図書館も本も大好きなはずなのに。なぜ「牢獄」のたとえなど持ち出してくるのだろう。

「ミューゼ様も、マーベル様も、ナディール様もいらっしゃるけれど……ゼオ様は、やっぱりお母様を亡くされて寂しいのかしら……？」

　ゼオルディスがくれた『雨悪』を本棚に戻しながら、アリシアはそうひとりごちた。







　夕食の時間になってもまだカシュヴァーンは帰って来ず、ゼオルディスもアリシアに膝枕と朗読の代金を届けさせた以上の接触を持ってこなかった。

　だが、ゼオルディスは代金と一緒に一通の手紙を寄よ越こしてきた。内容を読んだアリシアは、早速ノーラを連れてルアークに居場所を特定してもらった人物に会いに行った。

「大工さん、ご機嫌よう。よかった、探していましたの」

　二階の廊ろう下かの端にて、嬉しそうなアリシアの呼びかけに当とう惑わくした顔をしているのは、例の時々アリシアに話しかけてくる大工である。図書室の工事もあらかた終わったのに、まだこの屋敷にいる。

「あの、ちょっとお願いがあるんですの。大工さんにできるかどうか分からないんですけど……実は私、カシュヴァーン様に指輪を贈りたいんです」

「ひいッ」

「指輪」のひと言に、大工は顔を覆って謝罪を始めた。

「も、申し訳ありません、申し訳ありません、強公爵閣下……！」

「あら、どうなさったの、なんでカシュヴァーン様に謝るの？　よろしいんですのよ、大工さんなんですから、指輪が作れないのは当たり前ですものね」

　アリシア自身、なぜゼオルディスがこの大工に指輪作りを頼めと書いて寄越したのか分からないのだ。指輪を贈ること自体はいい案だと思えたので、こうして来てみたのだが。

　廃園に入っていくカシュヴァーンの、寂しそうな背中が頭から消えない。

　少しでも彼が喜びそうなことなら、なんでもしてあげたいと思った。

「……奥様、もうやめましょう。あの王子殿下が、この方に言えとおっしゃったのでしょう？　きっとまた、よからぬことを考えているに違いないですわ。リュ……いえ、別の人間に作らせればいいではないですの。本人も乗り気でしたし」

　この屋敷の中で何か工芸品を作る、といえばリュクの仕事だ。

　アリシアもリュクに頼むべきではないかと先に打診しており、隠し部屋の暮らしに退屈しているリュクはすぐに乗ってきた。今頃どんな意い匠しようにするかを考えているはず。

　うんざり顔のノーラの忠告に、アリシアも困り顔になる。

「でも、カシュヴァーン様の指ってどれぐらいの太さなのかしら……突然の贈り物にしたほうが喜ぶ、とゼオ様も書いていらしたから、ご本人に測らせていただくのはよくないわよねえ……私の指よりは太いと思うんだけど……」

　かといって、ぶかぶかだったり入らなかったりしたら意味がないだろう。悩んでいる間に、大工は頭が冷えてきたようだ。

「あ、え、あ……っ、あ、奥様が、指輪を。旦那様が、ではなくて……？」

「え？　カシュヴァーン様が？」

「はひ、いえ、なんでもありませんッ。あっ、あああっ、そうだッ!!」

　天啓を受けたがごとく、大工は突然こんな頼み事をしてきた。

「ゆ、指輪は私がお作りします。ですから……あの、奥様の指を、測らせていただけませんか？」

「私の？　あら、私の指輪ではなくて、カシュヴァーン様にお贈りする物なのだけど」

「あっ、お、奥様の指を測れば、旦那様の指も分かりますので！　ご、ご夫婦ですからねッ！」

　すがりつかんばかりに大工が続けたので、アリシアも「そんなものかしら」と思いながら承しよう諾だくした。

「すぐに道具を持ってきますから！」

「助かった……!!」と口の中でつぶやきながら駆け出した大工は、「意匠については別に相談して決めたいのですけどー」というアリシアの声も耳に入らない様子だった。

「まったく、次から次へと変な人が来る屋敷ですこと……」

　その最たる方が奥様ですけどね、とぼやくノーラの声を聞きながら、アリシアはゼオルディスが寄越した手紙をもう一度開いてみた。カーシュに指輪を贈るといい、から始まり、具体的に誰にどう頼めばいいかと記載してある。

　短い文章の最後には、まったく聞き覚えのない女性の名前。

　ファネリー・バルスタット女男爵。

　これは王宮でのみ通用する魔法の呪じゆ文もん。二人だけの秘密だから、誰にも教えないでくれよというひと言で、王子からの手紙は結ばれていた。







　そしてゼオルディスたちがやって来てから、六日目の朝。

「カシュヴァーン様！」

　朝食の後、以前も使った小部屋でお茶を飲んでいるライセン夫妻のところに、血相を変えたトレイスがやって来た。

「おや、どうしたカーシュ、お呼びがかかったか？　心配するな、アリシアとは俺が遊んでおいてやるから」

　にやっとしながら言ったのは、夫妻の向かい側で優雅にティーカップを傾けているゼオルディスである。その背後に立ったフロリアンが、また始まったと露骨に嫌な顔をした。

「……今度はなんだ。お前に判断できることなら任まかせると言ったはずだぞ」

　ため息をつきながら立ち上がったカシュヴァーンの耳に、トレイスが素早く耳打ちする。途端にカシュヴァーンの顔も引き締まった。

「なんだと？」

　カシュヴァーンはちらりと室内に視線を走らせ、そして窓の外を見た。アリシアもつられて窓の外を見ると、そこには異様な光景が広がっていた。

　赤、青、黄、紫。

　ライセンの屋敷を囲んだ黒い森は、雪でも降らない限り他の色に恵まれることはないはず。しかし今窓の向こうでは、様々な色彩の塊が蠢うごめいている。

「……悪いが少し席を外はずします、王子殿下。すぐに戻りますので」

　言うなりカシュヴァーンはトレイスを連れて出て行ったが、間を置かずゼオルディスも席を立った。

「俺たちも見に行ってみよう、アリシア。お前も興味があるだろうし、どうせすぐに分かることだ」

　ゼオルディスの言うとおり、色彩の群れは明らかにこの屋敷を目指して進んできている。アリシアもわずかにためらったが、結局好奇心に負けた。







　アリシアたちが一階の広間に入って来ても、カシュヴァーンもトレイスも何も言わなかった。二人とも、眼前の光景に釘くぎづけになっていたためだ。

　開け放はなたれた広間の扉の向こう、本来無彩色のはずの黒い森を、様々な色が進んでくる。

　だがそれらが集まり生じたのは、王宮で見られたような秩ちつ序じよだって洗練された美ではない。毒々しい赤い仮面、沈しずんだ青で作られた旧式の従じゆう僕ぼくの制服、陰いん気きな紫に塗られた馬車がいっせいにこちらにやって来る様は、白昼現出した悪夢の行進としか思えない。

「……まああっすてき！　なんてなんて素晴らしいの!!」

　アリシアはひとりきゃっきゃとはしゃいでいるが、騒さわぎに気づいて広間に集まってきた人々は一様にあ然としていた。ゼオルディスさえ、眼をぱちぱちさせているばかり。

　しかしひときわ派手な、屋根から様々な鳥の形の飾りをぶら下げた赤紫の馬車が近づいてきて、中から降り立った人物を見た途端、得心した様子になった。

「──ああ、グラネウスおじさまですか！　はは、おじさまらしいお供たちですね。『雨悪』の件ではお世話になりました」

　ゼオルディスに「おじさま」と呼ばれた人物は、五十代と思おぼしき初老の男性だった。白髪しらが交じりのくすんだ金髪はきつく巻かれており、その髪を払いながらゆっくりと歩いてくる。

　彼の出いで立ちは、奇異のひと言に尽きた。飾り釦ぼたんだらけの裾すその長い紫し黒こくの上着や、黒い長ちよう靴かはまだいいとして、南国を思わせる派手な鳥の羽根をめったやたらに差した大きな帽子がとにかく目立つ。なまじきれいに口髭ひげを整えた、彫りの深い渋い顔立ちであるだけに奇妙さが引き立つのだ。

「まあ、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵様？　あの地方伯の？」

「左様……」

　派手を通り越し、悪趣味の域に達している服装に身を固めたグラネウスは、アリシアの言葉に超然とした表情でうなずいた。突き刺さるライセン家の人々の視線など、まるで気にする様子がない。

















　名字の形式が一部シルディーン王家の人々と同じであることからも分かるように、ガーゼット家は地方伯の中でも特別な家柄だ。王宮があるエルナンド地方に接した領地を持つ彼らは、元は古い王弟の血を引く王家の傍ぼう流りゆう一族なのである。

「どうし……、あっ」

　なおも質問を重ねようとしたアリシアとグラネウスの間に、カシュヴァーンが滑り込んだ。

「お会いするのは初めてですね、ガーゼット侯爵。本日は我が家にどのようなご用事で？」

　当然の問いに、グラネウスは黙って斜め後ろに眼をやった。金と銀の房飾りで飾り立てた青白い顔の従僕が、そっと差し出したのは。

「まあ……『雨悪』！」

　アリシアの弾はずんだ声と同時に、「またあの本……！」というノーラの悲鳴が背後でした。奇妙な一団の様子を見に来たばかりに、またしても心の傷が開いてしまったようだ。

「強公爵夫人が、この本をお探しと使いの者に聞いたのでね。だがもしかすると、ゼオがすでに同じ本を渡してしまったのかな？」

　大小様々な指輪のはまった指で『雨悪』を取り上げながら、グラネウスが言った。微笑すると意外にその表情は柔らかく、態度も紳士的だ。

「ええ……あら、王子殿下が下さった本もガーゼット侯爵様が探して下さったの？」

「左様。贈り物にしたいと聞いてはいたが、どなたに贈るかまでは聞いていなかったのでね。しかし、それならばなおさら、ついでに用意しておいてよかった」

　グラネウスの合図で、先の従者が別の数冊の本を差し出す。それを見て、アリシアは眼鏡の奥の瞳をきらきらさせた。

「まあっ『七なな練れん』、『練れん八ぱち』まで!!　すごいわ、あの貴重な本が……!!」

　図書目録入りさせることを夢見ていた奇書を差し出され、大だい興こう奮ふんするアリシアの姿をノーラが恨めしそうに見ている。心の傷が増えることを懸け念ねんしているのだろう。

「……これは、どうもありがとうございます、侯爵」

　カシュヴァーンもひとまず礼を述べる。どうやらグラネウスは、アリシアのためにとカシュヴァーンが走らせた使者に応えて手ずから本を運んできてくれたらしい。

「礼には及ばんよ。それに、謝らなければならないこともある。実は作者のほうは見つけられなくてね」

「まあ……残念ですわ」

　ガーゼット地方にいると噂される『雨悪』の作者も、グラネウスは探してくれていたようだ。わざわざ足を運んでくれたのは謝罪の意味もあるのか、とアリシアが納得しかけた矢先、

「それが理由ですか？　噓くさいなあ」

　明るい笑みを浮かべたゼオルディスが、横合いから割り込んできた。

「政治も人付き合いも嫌いで、めったに人前に出て来ないと評判のおじさまが、一体どうされたんです？　何があなたの足をここに運ばせたのか、本当のところを知りたいですね」

　カーシュはな、お前のためだけに本を探しているんじゃないんだよ。

　意味ありげなゼオルディスのつぶやきをアリシアは思い出した。ではカシュヴァーンは、グラネウスに本にまつわること以外の何かを求めたのだろうか。そしてグラネウスはその求めに応じた……？

「そのとおり。実は私は、以前からアズベルグ地方に来てみたかったのだよ」

　遠慮のないゼオルディスの詮せん索さくに、グラネウスはあっさりうなずいた。深い青の瞳が広間の中、明らかに聖職者と分かるナディールを見つけて微笑む。

「魚を食べたくてね。この地では食べられると聞いたのだが、真実かね」

〈翼の祈り〉の教えでは、生前の善行が足りず、至高き国へ行けなかった者は水みな底そこの国に沈むとされる。恐ろしい怪物がうろついているとされるその国は海の底にあると言い伝えられており、敬虔な信者たちは海に棲すまうものを口にしようとしない。

　しかしアズベルグ地方は貧まずしい地だ。特に冬場は毎年餓が死し者しやが出るような有様なので、カシュヴァーンは領民たちに魚を食べることを推奨していた。平気で海を渡るとされるラグラドール人の国と近いため、魚介類なら比較的容易に手に入るのである。

「まあ、ガーゼット侯爵様は魚をお食べになりたくていらしたの？」

　豊かなフェイトリン地方に生まれながら、貧しさゆえに魚どころか毒草にまで手を出していたアリシアは、意外な気持ちでグラネウスを見た。

　アズベルグ地方にはいまだ〈翼の祈り〉の敬虔な信者が多いため、特に高齢者には魚を食べるぐらいならと餓死の道を選ぶ者も多い。カシュヴァーンの気遣いが彼の暴君としての悪名を高めているぐらいなのだ。

　グラネウスはシルディーン王家に連つらなる家柄。つまりは聖女アーシェルを庇ひ護ごした功績により、王権を授さずかった者たちの子孫である。そんな彼が、魚を食べたがるとは……

　実はガーゼット家も傾いているのかしら、と失礼なことを考えたアリシアの物思いを、ゼオルディスの爆笑がさえぎる。

「──さすが悪あく食じき大たい公こう、噂に違わぬ美食家でいらっしゃる！　いや、人ひと食くい大公とお呼びするべきかな？」

「王子!!」

　アリシアよりもっと失礼な発言に、フロリアンが気け色しきばむ。

「まあ、ひとく……もが」

　なんとも魅力的な呼び名にアリシアは激しく好奇心を刺激されたが、妻の危険な動きを察知したカシュヴァーンに口元を覆われてしまった。

「……王子、ガーゼット侯爵までいらしたのですから、我々はそろそろおいとまするべきではないですか」

　主の次の発言を封ふうじるよう、素早く口にされた提案にゼオルディスは楽しそうに笑う。

「へえ、お前もたまには機転を利きかせるじゃないか、フロリアン？　でもいいのか？　ミューゼの体調はまだ万全とは言えないぞ」

「婚約者殿の体調が不安なら、以前にも申し上げましたとおり、マーベル嬢だけ引き続きお預かりしますよ」

　フロリアンを援えん護ごしたのはカシュヴァーンである。

「なんだ、カーシュまで。ふうん、だが、まあいいか。確かに思ったよりも長居してしまったしなあ」

　ラグラドール行き自体は本当のことなのだろう。意外にあっさりフロリアンの意見を容いれたが、婚約者の扱いについては別の意見があるようだ。

「でもミューゼのことなら心配いらないぞ。あれは意外に図太い女だからな」

「……王子」

「ああ、悪かったなフロリアン。お前の中ではいつまでも、たったひとりの妹は穢けがれ無く美しいままだものなあ？」

　にこりと笑うゼオルディスの手が、銀の肩当てに乗る。

　次の瞬間派手な金属音が鳴り響いた。フロリアンが主君の手を振り払ったのだ。

　近侍にあるまじき態度に本人ははっとした顔になったが、ゼオルディスの笑顔は変わらない。いつもどおり明るく、快活だ。

「相変わらずの潔けつ癖ぺき症しようだな。お前に触れたがっている女は大勢いるというのに」

　フロリアンは黙って眼を逸らした。苦い顔をすると、目め尻じりの泣きぼくろが妙に目立つ。

「それにミューゼには、未来の王妃として俺の政務を支えてもらう必要があるんだ。ただでさえ身分の低さからいわれなき陰かげ口ぐちを叩かれることも多いのだし、俺のことが好きなのなら実力で黙らせてもらわないとな？　引きずってでも連れて行く」

「王子……！」

　散々な言いように、フロリアンが激発しかけたが、ゼオルディスは彼の怒りを軽くいなした。

「不安なら、お前が抱きかかえて運べばいいさ」

「……そうさせていただきます」

　感情を押し殺した声でつぶやいたフロリアンを尻目に、ゼオルディスはグラネウスに向かって気取った一礼をする。

「こういう訳です、おじさま。いろいろお話をうかがいたいのですが、これにて失礼させていただきます」

「分かった。道中気をつけなさい」

　格好の割にまともなグラネウスの言葉に見送られ、ゼオルディスとフロリアン、そしてナディールも屋敷の奥へと戻っていく。

「さて、ライセン強公爵。私もお邪じや魔ましても構わないかね？」

「……もちろんです」

　カシュヴァーンの承諾を得て、グラネウスが歩き出す。奇妙なお供たちも、ぞろぞろと屋敷内に入っていくのを見ながらアリシアは興奮して夫に話しかけた。

「まあ、ゼ……ええと、王子殿下が行ってしまわれるのは寂しいですけど、すてきな方々がたくさんいらっしゃいましたわね!!」

「……ちょっとたくさん来すぎだけどな」

　苦笑いするカシュヴァーンの横で、部屋割りをどうしようかとトレイスが頭を抱かかえていた。








　第三章　人を喰った悪食大公







　トレイスの日記に「悪夢のような六日間だった」と記しるされた王子一行の逗とう留りゆうは、ようやく終わった。

　だがある意味悪夢的な日常は、その日を境に始まったと言えるだろう。

「まあ、ガーゼット侯爵様は孔く雀じやくを食べたことがおありですのね！　私は本でしか見たことがありませんわ!!」

　ライセンの屋敷の会食の間にて、朝食を食べ終えたばかりのアリシアは声を弾はずませた。

「左様。なかなかに珍めずらしい食べ物ではあるが、私はもう興味がないな」

　本日はそびえ立つ塔のような錯さつ覚かくを覚えるほど高い帽子に、棘とげの生えた蔓つると黒い小さな鳥かごを無数にぶら下げたグラネウスが、悠ゆう然ぜんとうなずく。この屋敷の内装がこれほど似合う方もいないわ、と思いながら、アリシアは聞き返した。

「あら、どうしてですの？」

「もう二度も食べてしまったのでね。鳥を食べることは、このあたりの国ではさかんなことでもあるし」

　至いと高たかき国へ飛び立つ翼つばさを持つ者として、特に白い鳥を好んで食するのは〈翼の祈り〉を国教とする国ではよくあることだ。しかし美食家として有名で、最近はげてもの食いに行き着いたと噂うわさのグラネウスは、「よくあること」であるゆえに興味を惹ひかれないのだろう。

「まあ、さすがガーゼット侯爵家の方……お金持ちでいらっしゃるのね」

　アリシアはうっとりとつぶやく。そこへガーゼット家の、古い硬こう貨かをあちこちにあしらった制服姿の従じゆう僕ぼくが近づいてきたので、グラネウスはゆっくりと立ち上がった。

「それでは一足先に失礼する、アリシア。また後で、この素晴らしい屋敷の中を案内してくれるかね？」

　すっかりアリシアと意気投合したグラネウスは、いつしか「アリシア」と彼女に親しく呼びかけるまでになっている。

「ええ、もちろん。では後のちほど」

　にこやかに微ほほ笑えむアリシアに笑みを返し、立ち上がったグラネウスが向かう先は二階の客室だ。空あき室しつだらけだった客室は今や満杯に近く、そこを埋うめるのはガーゼット家の使用人たちとグラネウスの衣装である。

　優雅な趣味人であるグラネウスの関心は、食だけには留とどまらない。彼が率ひきいてきた数多くの馬車の中身はほとんどが服と帽子で、そのすべてがグラネウス以外誰も着ないような奇き抜ばつなものだ。

　グラネウスは折に触れ、着替えのために客室に引っ込み、そのたびごとに独特の感性で作られた別の衣装を身にまとって現れる。その上一度着た服を二度着ることはほとんどない、という贅ぜい沢たくぶりに、アリシアの好奇心はうずきっぱなしだった。

「今度はどんなお衣装でいらっしゃるのかしら、ガーゼット侯爵様。不ぶ気き味みで豪華なんて、本当にいい趣味をしていらっしゃるわ……恐怖小説もたくさんお持ちのようだし……」

　グラネウスが気を利きかせてくれたおかげで、半なかば諦あきらめていた奇書がたくさん手に入ったのだ。うきうきつぶやくアリシアの横で、ノーラが複雑なため息をつく。

「……それにしてもあの生き地じにあの縫ほう製せい技術で、なんで出来上がりがあれですの……？　食べる物の趣味といい着る物の趣味といい、正しく悪あく食じき大たい公こうという感じですわね……」

　ゼオルディスに話したとおり、グラネウスは本気で魚が食べたくてアズベルグ地方にやって来たらしい。料理人のダンが腕うでを振るった魚料理にも最初は満足そうだったが、「食材は珍しいが、味つけと見た目は普通だな。もっと趣向を凝こらしたものにできんかね」との評にダンは頭を抱かかえていた。

「ガーゼット侯爵様、気に入った服があれば下さるということよ、ノーラ。あの方のお衣装を元にしたら、すてきなドレスができそうね」

「それはもしかして、針はり子ことしての私に挑ちよう戦せんしていますの、奥様……？　ふふふ、面おも白しろいではありませんの、死神姫に相応ふさわしいドレスをご用意しましょうか……？」

　裁さい縫ほうの腕には自信のあるノーラは、アリシアの提案を挑発とみなしたようだ。何やら呪じゆ詛そめいたつぶやきを漏もらした時、会食の間に誰かが入ってきた。







「もう食事は終わったようだな、アリシア」

「まあ、カシュヴァーン様お帰りなさい！」

　やって来たのは、トレイスをともなったカシュヴァーンである。夫が夕べから戻って来ていなかったことを知っていたアリシアはほっとしたが、見上げた顔には疲労の翳かげりが落ちていた。

「大丈夫ですか？　お顔の色が……すぐお食事を」

「いや、あまり食欲がないので、飯めしは適当で構わん。お前こそ平気か？」

　伸びてきたカシュヴァーンの手が、アリシアの頭に乗せられる。

　そのしぐさはいつもどおり優しかったが、瞳ひとみの奥に冷たい炎がくすぶっているのが分かった。

「……ヨーンという方は、まだ見つかりませんの？」

　アリシアがつぶやいた名に呼応して、亜あ麻ま色いろの髪を滑すべる手が止まる。カシュヴァーンはそのまま手を引っ込めてしまった。

「──ああ、まだだ。あいつがここを出て行ったのは、もう十年近く前の話だからな……おまけに俺はガーゼット地方についてほとんど情報を持っていない。今は足取りを追うための下準備をしている段階だ」

　抑よく制せいの利いた静かな声が、かえって内なる葛かつ藤とうを表していた。かたわらのトレイスも、疲れた顔に珍しく不快感をたたえている。

　ヨーンなる人物は、まだ先代の領りよう主しゆが存ぞん命めいだったころにこの屋敷に仕つかえていた使用人だという。アリシアも、カシュヴァーンに代替わりしてからの使用人であるノーラも知らない男だが、とにかく怠たい惰だで臆おく病びよう、そのくせ口が軽く、楽をすることばかり考えている奴やつだったとカシュヴァーンは吐はき捨てた。

　ヨーンは先代のレジオールの狂気に怯おびえ、こんなところにいたら殺されると言って、いつの間にか逃げ出したとのことだ。そういった使用人は大勢いたが、ヨーンは日頃「あの頭のおかしい旦だん那な様なら、さぼっていても分からねえよ」と平気で吹ふい聴ちようしていたので、残された者たちはむしろせいせいしたとか。

「……正直に申し上げて、とうにどこかで客死したものとばかり思っておりました。ですが……人には意外な才能があるものなのですね」

　口く調ちようは控ひかえめながら、トレイスの言葉もかなり辛しん辣らつだ。亡なき姉にしつこく言い寄っていたヨーンについての心証は相当悪いらしい。

「まあな。おかげでアリシアが楽しめたんだ、それはいいだろう……だが」

　カシュヴァーンの声が低くなる。黒い瞳がぞっとするような冷れい酷こくさを帯びた。

「この屋敷の話を、よりによってあいつが金かね儲もうけに使ったことだけは、絶対に許さん」

　──そんなヨーンこそが『雨あめ悪あく』『七なな練れん』『練れん八ぱち』の作者であり、伝奇集の一いつ篇ぺんとして収録された『ハルバーストの薔ば薇ら屋敷』の作者であると語ったのは、本日二度目の着替え中のグラネウスである。

　グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵は、本気でアズベルグ地方に魚を食べに来た。だが、彼の目的はそれだけではないのだと、先日アリシアはカシュヴァーンに教えられた。

　正確にはアリシアが「カシュヴァーン様は、ガーゼット侯爵様に本を探す以外の用事がおありでしたのよね？」と尋たずねたためだ。

　当初カシュヴァーンは妻が自分の思おも惑わくを見抜いていたのか、と面食らった様子だったが、それがゼオルディスの入れ知恵だと悟るとひどく忌いま々いましそうな顔になった。ちょうど今のように。

「あの、ええと、でも……ガ、ガーゼット侯爵様は、ヨーンを探せとおっしゃっているのですよね……？　そうしたら、ち、力を、貸して下さるって」

　近頃だいぶ収まっていたカシュヴァーンのかんしゃくの虫が騒さわいでいるのを感じ、アリシアはおずおずとそう聞いた。ノーラも片づけを理由にそそくさと去っていく。

　妻が珍しい本を欲しがっている。それを隠かくれ蓑みのにカシュヴァーンが国内に使者を走らせ、ひそかに行っていたのは情報収集と味方探し。

〈翼の祈り〉教団の動きは激しくなり、王家にも不ふ穏おんな気配がある。特にあの王子ゼオルディスの強きよう烈れつな個性は、弱体化する一方のシルディーン王家に威い光こうを取り戻させるかもしれない。

　カシュヴァーン自身には、セイグラムに散々煽あおられるような王への野心はない。下げ克こく上じようの風潮が収まりきらず、いまだ不安定な国内が王家により平定されることはむしろ彼の願いだ。

　しかしゼオルディスが宰さい相しようイーダルの望む〈強い王〉になり、王国の真なる統一に乗り出す。その時何が起こるかを考えると、せめて降りかかる火の粉こを払える程度の味方を作っておきたいのは当然だろう。

「ああ……そうだな、ぜひお力を借りたいところだ。なにせガーゼット侯爵には王位継けい承しよう権けんがある。侯爵ご自身も、優ゆう雅がな趣味人として生きていくためには、国内があまり騒がしくなるのは好まないという話だからな。ある程度利害は一致している」

　昔王家から分かたれたガーゼット家の血を引くグラネウスには、生まれつき次代の王の資格があるのだ。本来ならかなり優先順位が低いはずなのだが、現王ランドレイにゼオルディス以外の王子がいないことを考えると、グラネウスが王になる可能性は十分ある。

　ゼオルディスを王とするのをよしとしないなら、別の人物を立てなければなるまい。その候こう補ほ者しやになってくれないかと、カシュヴァーンはアリシアの本探しを建たて前まえとしてグラネウスに接近し、秘ひ密みつ裏りに打診した。

　打診を受けたグラネウスが出した条件が、「行方ゆくえの知れないヨーンを探し出すこと」だったのである。それにより、カシュヴァーンの力を測りたいとのことだった。

「ヨーンを、ひとまず生きて捕らえるつもりはある。だが捕まえた後どうするか、そこまでは聞いていない。そもそも〈翼の祈り〉にさらわれたかもしれないとのことだ、俺が手を下すまでもないかもしれんが……」

　さっきまでアリシアの髪を撫なでていた己おのれの手を、カシュヴァーンはじっと見つめて乾いた笑みを浮かべた。

　表おもて向むきのカシュヴァーンの要望に応えようと、『雨悪』の作者をグラネウスが探し始めた直後、ヨーンは消息を絶たったのだという。

　カシュヴァーンが自分を探していると気づき、怯えて姿を隠したのかもしれない。しかしその周辺には〈翼の祈り〉教団が動いた形跡があり、以前から不信心で有名なカシュヴァーンを敵視している彼らが、何か勘かん違ちがいをした可能性があるとのことだった。

「……まったく、あの王子殿下に関わったばかりに、次から次へと嫌なことを思い出す羽目になった」

　ゼオルディスがいる間は抑おさえられていた彼への反感が、本人がいなくなったことで噴ふき出したようだ。八つ当たりめいた言葉には温度がなく、怒いかりの根深さを思わせた。

「ふん、しかしつくづく食えない御お方かただ……自分だって、どうせラグラドール人を取り込むためにあの国に行ったんだろうに。余計なことをアリシアに吹き込んで……」

　虚うつろなつぶやきに身じろいだアリシアに気づいたのか、カシュヴァーンはわずかに表情を和やわらげた。

「そんなことより、アリシア。ずいぶんなついているようだが、あのガーゼット侯爵には十分気をつけろ。……お前も分かっているな、死神」

「もっちろん」

　呼びかけに応こたえ、姿を見せたのはルアークだ。ゼオルディスたちがいなくなったので、彼もこうして顔を出すようになった。

「あら、ガーゼット侯爵様は、とてもいい方ですわよ？　確かにちょっと変わった方ですし、変わった二つ名をお持ちではありますけど」

「……その変わった二つ名がついた原因についても、十分話してやっただろうが」

　毎度緊きん張ちよう感かんに欠ける妻にカシュヴァーンが呆あきれた顔をし、ルアークも同意した。

「カシュヴァーンおにいちゃんの言うとおりだよアリシア。人を嫌いにならないのはアリシアの美点だけど、ちょっぴり警けい戒かいするぐらいはしてほしいな」

　おどけた物言いだが、緑の瞳は油断なくあたりをうかがっている。

「それにあの人が来てから、時々屋敷の中で妙みような気配を感じるようになってね……おっと、着替えが終わったみたいだよ」

　ルアークがふっと姿を消し、ほどなくグラネウスが会食の間に入ってきた。

　今度は帽子をかぶらず、長い髪をわざと枯れさせた花と黒いリボンで結び、極端に襟えりの高い黒い上着を着ている。上着には金糸で荒野の風景が縫ぬい取られていた。

「まあ、今回のお衣装もすてきですわ！」

　はしゃぐアリシアの声ににこりと微笑んだグラネウスが、カシュヴァーンに気づいて挨あい拶さつする。

「おはようライセン強公爵。どうだね、ヨーンは見つかりそうかね？」

「……いえ、まだです。ガーゼット侯爵閣下の貴重なお時間を、今少しいただくことになりそうですが」

「構わんよ、私はこの屋敷の暮らしが実に気に入った。一風変わった内装、一風変わった食材、そして……一風変わった奥方」

　アリシアを見るグラネウスの表情はまるで孫娘を見るように優しいが、カシュヴァーンとトレイスの表情はわずかに引きつっている。

「悪食大公」だけでなく、グラネウスについたあだ名は「人ひと食くい大公」。

　その由来はかつて妻であったロクサーナという女性が若い愛人に本気になったことに怒り、彼女を殺して食べてしまった。あるいは初めからロクサーナを食べることを目的に彼女を娶めとり、愛人を作ったことを契けい機きに計画を実行したという、まことしやかな噂だった。







　グラネウスに屋敷の案内をしながら、アリシアとノーラは二階の廊ろう下かを歩く。

　その背後には、主人同様珍ちん奇きな格好をしたガーゼット家の従僕が二人ついて来ている。彼らもグラネウスほどではないが、一日一度は着替えるので、アリシアは眼の保養に事欠かない。

「アリシア、今日はどこを案内してくれるのかね」

「そうですわね、本日は図書室を。工事が終わったばかりですのよ。いただいた本も、もう並べてありますの」

　嬉うれしそうなアリシアの提案を聞いて、ノーラは早さつ速そく気分が悪そうにした。だがグラネウスが「おお、工事が終わったのかね」と話に乗ってきたので、口出しもできず渋しぶ々しぶと従う。

　昼なお薄暗い廊下を進み、やって来た図書室は、ようやく工事が終わったので大だい工くの姿はない。代わりにそこには、ナディールがいなくなったので隠し部屋から出て来たリュクがいた。

　手元の紙を覗のぞき込んでは、真剣な顔つきでペンを走らせているリュクは来訪者にまるで気づいていない。集中したその横顔は、真理に挑いどむ哲学者もかくやとばかりに引き締まっている。

「失礼するよ。ほう、ここもなかなか。本ほん棚だなの隙すき間まに怪物の像……不和による和、素晴らしい。我が家にもこういった図書室を作ろうか」

　悪趣味な内装を継承した図書室の作りに、グラネウスはひとり感心している。彼の従僕たちは最も早はや慣れっこなのか、そういう訓練でもしているのか、まったく表情を動かさない。

「……地方伯の方々って、みなさん本当に変わっていらっしゃいますわよね……」

　アリシアといい、ディネロといいと、頭の中に知り合いの地方伯を並べていったノーラは、最後に地方伯レイデン家の当主を思い出して「例外もいますわ！」と自みずから突っ込んだ。

「──あっ、うわ、アリシア!?　と、あっ、ガーゼット侯爵……!?」

　ようやく来訪者に気づいたリュクが慌あわてた声を出す。

「ご機嫌よう、リュク」

「ああ、ご、ご機嫌よう……じゃなくて！　ごめん、すぐ出て行くから!!」

　手元の紙を摑つかみ、リュクは席を立とうとしたが、グラネウスは「構わんよ」と鷹おう揚ように微笑んだ。寛容な態度に安心したか、途端にリュクは図ずう々ずうしいことを言い出す。

「え、あ、そうですか……えへへっ、それにしても本当に面白い格好をした方ですねえ！」

「リュクッ!!」

　お客様になんということを、とノーラが血相を変えるが、グラネウスに気にした風はない。

「それは私にとっては最高の褒ほめ言葉だ。君もなかなか、面白い格好をしているな」

「へへ、ありがとうございます！　初めまして、俺は絵師のリュクです!!」

　しばらくの間セイラにふられていじけていたリュクだったが、ようやく隠し部屋生活から自由になったおかげだろう。開放感あふれる笑顔には、彼本来の天てん真しん爛らん漫まんさが戻っていた。

「あ、そうだ。ガーゼット侯爵閣下は、指輪もたくさんしていらっしゃいますよね。どうですか、この中で、贈られるならどれが嬉しいとかあります？　もしお気に召めした物があったら、俺が作って」

「リュク、いい加減になさい……！」

　小さな声でノーラが突っ込むが、リュクは趣味人グラネウスに興きよう味み津しん々しんの様子だ。あわよくば気に入られて、という下心もあるのか、手にしていた紙をグラネウスに向かって広げてみせた。

「あらリュク、たくさん考えてくれたのね。どれもとってもお金持ちっぽくてすてき！」

　カシュヴァーンに贈おくる指輪の図案を試し行こう錯さく誤ごしていたのだろう。十数個の指輪の意い匠しようがそこには描かれている。

　アリシアの瞳と同じ色のサファイアを埋め込んだり、アズベルグ地方に伝わる守り石を題材にしたりと趣向は様々だ。いずれもリュクお得意の、精せい緻ちな描き込みが光っているが、

「端正だが……なんというか、普通だな」

　一いち瞥べつしてのグラネウスの評価は素そっ気けなかった。

「いずれも美しくはあるが、画かく一いつ的てきな美しさだな。この手の指輪は数多い。残念だが、私が欲しいと思うような物はないね」

「……え……？　あ、え、そ、そうですか……」

　呆あつ気けなく一刀両断され、見る間にリュクの表情がしおれていく。

　芸術の分野におけるリュクの才能は、カシュヴァーンでさえ認めざるを得ない。やる気にむらがありすぎるのと出来上がりの遅さを含め、他のすべての欠点を補えるものであるだけに、そこを否定されるとどうしようもない。

「あら、そうですか？　残念ですわ。どれもとっても」

「ア、アリシア、いいよ、なんか俺余計にみじめになる……」

　しょんぼりしたリュクが、広げた紙をたたもうとした時だ。

「おや、これも君が？」

　不意にグラネウスの指が、並んだ意匠のひとつに当てられた。

「あ、いえ……あは、それはトレイスさんですよ」

　今はカシュヴァーンとヨーン捜そう索さくについて相談をしているはずの絵の弟で子しの名を出し、リュクは小さく笑った。

　というのもトレイスは絵は好きだが悲しいほど才能がなく、何を描いても本人以外に見分けがつかない赤い丸にしてしまうのである。リュクはグラネウスの批ひ評ひようの矛ほこ先さきが逸それると思い、安あん堵どしたのだろう。

　だが、グラネウスの反応はまったく違った。

「素晴らしい！」

　え、とリュクもノーラも短く聞き返したが、グラネウスは本気でトレイス作の指輪の意匠を絶ぜつ賛さんしている。

「まず、形がまったく指輪ではない。おまけにすべてが赤いとは！　なんと斬ざん新しんな。はめられない指輪、この矛む盾じゆんがすばらしい!!」

「まあ、それは面白いですわね。ねえリュク、これならカシュヴァーン様も喜んで下さるかしら！」

「やっぱり変わった方たち……」とげんなりしているノーラの横をすり抜け、リュクが部屋の外に駆かけ出した。

「……うわあああああん！　俺はやっぱりうじ虫野郎だああああ!!」

　指輪が描かれた紙を放り出し、リュクは半泣きで去っていった。







「まあリュクったら、うじ虫だって一いつ生しよう懸けん命めい生きてもがもが」

「ちょっ、奥様……もう、本当に申し訳ありません……」

　にこにこしているアリシアの口をふさぎながら、ノーラが引きつった顔でグラネウスに謝罪した。

「構わんよ。この屋敷は、いつもにぎやかでいいことだ」

　嫌味な風でもなくグラネウスは微笑むが、ノーラは首を竦すくめて「本当に本当に申し訳ありません……」とつぶやいた。以前ディネロに似たようなことを言われたのを思い出したらしい。

　そしてアリシアも、今のグラネウスにあの時のディネロと同じ印象を受けていた。

「ガーゼット侯爵様も、お寂さびしいのですか？」

　直ちよく截さいな質問に、グラネウスも二人の従僕も一瞬眼を見張る。

「……私が寂しそうに見えたかね？」

「そうですわね……少しだけ」

　答えながら、アリシアは今度はゼオルディスのことを思い出した。ここで膝ひざ枕まくらをしながら『雨悪』を読んであげた、その後で。

「ゼオ様も……寂しいとおっしゃっていらしたわ」

　ゼオルディスの名を聞いて、グラネウスの瞳がかすかに細くなる。

「ゼオが、君にそんなことを言ったのかね」

「ええ、この間、ここで『雨悪』を読んで差し上げたんです」

「『雨悪』を読んであげた？」

　さらに意外そうなグラネウスのつぶやきに、あの時のことを思い出したアリシアは一気に気分が高こう揚ようしてきた。反対にノーラの顔色が悪くなっている。

「ええ、そうなんですの。そこの長なが椅い子すに座って、ゼオ様は私の膝に頭を乗せていらして……そうね、やはりお母様が亡くなってお寂しいのね……」

　本を読み聞かせてくれる母親の膝に頭をもたせかけ、甘える子供。絵に描いたように幸せな母子像を思い描き、アリシアまでちょっと寂しくなってしまったが、ゼオルディスに読み聞かせた内容を思い出すと再び気分が盛り上がってきた。

「時間がなくて、中盤までしか読めなくて残念でしたけど、『雨悪』は中盤の盛り上がりも素晴らしいですものね！　『もう限界だ！　私は跳はね起き』もが」

　グラネウスを眼の前にしていることも忘れたような速度で、ノーラがアリシアの朗ろう読どくをやめさせた。

　だが今度は、グラネウスの口からその続きが流れ出た。

「……『緞どん帳ちようを払いのけて窓の外を見た。するとそこには、見たことのない青白い何かが、互いに互いを押し潰つぶすようにして群れ集つどっているではないか!!　ぶよぶよとした塊かたまり同士が押し合うたびに、濁にごった体液が吹き出し、べったりと窓を汚す……』」

「ふぎゃあああああッ!!」

　相手がグラネウスでは口をふさぐわけにもいかず、ノーラは自分の耳をふさいで絶ぜつ叫きようする。肩で呼吸をしているその背を撫でてやりながら、アリシアは意外な思いでグラネウスを見た。

「まあ、ガーゼット侯爵様も、とても『雨悪』をお好きでいらっしゃるのね！」

『雨悪』および数々の奇書を探してくれるぐらいだから、好きなのだろうとは思っていたが、そらでこれだけ読み上げられるほどとは。瞳を輝かせるアリシアに、グラネウスは優雅に微笑んだ。

「はは、まあね。しかし膝枕……それに『雨悪』を贈った、か……ゼオにとって、君は特別な女性なのだね」

「え？　いいえ。だってゼオ様は、ミューゼ様と婚約していらっしゃるんですもの。特別なのはミューゼ様だと思いますわ」

　結婚もしないうちから子作りに勤いそしむ仲なのだ。自分とカシュヴァーンもまだ子作りをしていないことを考えると、ゼオルディスが「特別」に「好き」なのはミューゼのはず。

「……そうだったな。しかし、それでもゼオにとって、君がある程度他の人間と違うのは事実だろう。あの子が自分を『ゼオ』と呼ばせるのは、そういう相手だけだよ」

「まあ、ではガーゼット侯爵様も、ゼオ様の『特別』なのですわね」

　にっこり笑ってアリシアがそう返すと、グラネウスも微笑した。

「……かもしれんな。私は、あの子がかわいそうな子だと知っているからね」

「かわいそう？」

　アリシアとノーラは同時に復唱してしまった。アリシアは単純に不思議に思い、ノーラはそんな馬鹿なという違いはあったが。

　しかしグラネウスは二人の疑問に答えず、突然話題を変えた。

「さて、昼食には何を食べさせてもらえるのかな。昨日の貝のスープはなかなかよかった。砂が入っているのが実に面白い」

　貝はあまり扱ったことのないダンがきちんと砂を吐かせられず、スープに少しだけ砂が入ってしまったのだ。

　ダンはそのまま首でも吊つりそうな勢いで謝ったが、グラネウスは「初めて砂を食べた」と満足そうだった。アリシアももちろん問題なくたいらげた。

「そうですわね、でも砂も出てきたとなると、他にガーゼット侯爵様が食べたことがないようなものは……」

「……奥様、守り石などと言い出すのはやめて下さいね？」

　ノーラに機先を制されたアリシアは、困ってしまって眉まゆ根ねを寄せた。

「守り石もだめとなると、難しいわ……だってガーゼット侯爵様は、奥様まで」

「ああああああッ!?」

　うわずった悲鳴を上げたノーラが、慌ててアリシアの口をふさぐがもう遅い。

「──気にすることはない。私にそういう噂があることは周知の事実だ」

　人食大公と呼ばれる男は、気分を害した風もなくそう言った。

「もが、も、申し訳ありませんわ、ガーゼット侯爵様」

　いったん解放されたアリシアも急ぎ謝罪するが、グラネウスはなおも同じ話題を続ける。

「先ほど私が寂しそうに見えたと、君は言ったな。私が独ひとり身みであることを指してのことかと思ったが、違うのかね」

「ええと、それは違いますわ。ただなんとなく、そう思っただけでもが」

　危険を察知したノーラが、再びアリシアの口をふさぐ。

「ガーゼット侯爵、あの、申し訳ありません、我が家の奥様は思いつきで突然おかしなことをおっしゃる時がありまして……悪気だけはない方なのですが、あまり分ふん別べつが、ほほ」

　冷や汗をかいているノーラの努力も虚むなしく、グラネウスの視線はアリシアから動かない。

「もしも私が、本当に人食大公だったらどうするかね」

　常と変わらぬ穏おだやかな声こわ音ねながら、話題との乖かい離りゆえにその穏やかさがかえって不気味だ。

「君はどんな味がするのか。そう思っているとしたら、どうするかね？」

　ノーラは硬こう直ちよくし、視線を中空にさまよわせ始めている。ルアークを呼ぶべきかどうか考えているのだ。

　しかしアリシアは、少しだけ考えた後こう答えた。

「ええと……私は肥ひ料りよう要いらずをたくさん食べているので、食べる時は気をつけて下さいね」

「あああ奥様ッ!?」

　ノーラは飛び上がらんばかりに絶叫し、ガーゼット家の従僕たちもぽかんとした人間らしい表情になっている。

　グラネウスも呆気に取られたような顔をしながら、聞き返してきた。

「肥料……要らず？　それは何かね」

「あら、ガーゼット侯爵様はご存じありません？　『ハルバーストの薔薇屋敷』に書いてありませんでしたかしら」

「いや……なかったように思うよ」

　やっぱり『ハルバーストの薔薇屋敷』も読んでいらっしゃるのね、と思いつつ、アリシアは説明する。

「屋敷にいらっしゃるまでの道中に生はえていませんでした？　これぐらいの低木で、縁ふちが赤紫の、厚ぼったい葉っぱがたくさんついていますの。すごく甘くておいしそうな匂においがするんですのよ」

　アズベルグ地方の名物のひとつ、『肥料要らず』。

　アリシアが説明したとおりの見た目のこの植物は、葉に強力な毒素を溜ため込んでいる。甘い香りで獲え物ものを誘さそい、うっかり口にした生き物を養分として肥こえ太るのだ。

『肥料要らず』の毒性は人にも獣けものにも効きくので、この植物を使って垣根などを作ると獣避よけの効果がある。アズベルグ地方に住まう者はめったに口にしないが、それでも食欲を誘う匂いに油断した犠ぎ牲せい者しやを毎年出す危険な毒草だ。

　そこまで話したところで、アリシアはいいことを思いついた。

「あ、そうですわ、ガーゼット侯爵様！」







「ガーゼット侯爵閣下はご無事か!?」

　夜半過ぎ、グラネウスの客室に駆け込んできたカシュヴァーンに、アリシアは申し訳なさそうに頭を下げた。

「は、はい、ご無事ですわ……たぶん」

　妻の言葉で余計に不安になったのか、カシュヴァーンはマントも脱がずに寝台に近寄った。そこにはグラネウスが、左右にきっちり白と黒に分かれた夜よ着ぎをまとって横たわっている。

　後からやって来たトレイスが抱えているのは、アズベルグ地方に伝わる民間療りよう法ほうに関する本だ。ノーラは先ほどから、めったに唱となえぬ〈翼の祈り〉教の聖句をぶつぶつつぶやいている。手元の水差しのせいかもしれないが。

「……生きてはいらっしゃるようだな」

　グラネウスの両眼は閉ざされたままで、その肌は青白いが、弱々しいながらも呼吸は安定している。峠とうげは越えていると悟さとり、カシュヴァーンは大きな息を吐きながら近くにあった椅子に腰を下おろした。

「本当に申し訳ありませんカシュヴァーン様、とても喜んで下さったので、つい……初心者には危険な量を……」

　うなだれたアリシアが謝っているのは、夕食の席でグラネウスに『肥料要らず』のフルコースを振る舞った件についてである。

　フェイトリン地方にも自生している『肥料要らず』を、アリシアは昔よく食べていた。危険な毒草ではあるが、調理して少しずつ体を慣らしていけば食べられないわけではないし、実際味もおいしいのだ。人も獣も手を出さない葉なので、ただでいくらでも食べられるところもフェイトリン家の財政事情に優しかった。

『肥料要らず』の名前さえ知らなかったグラネウスは、アリシアの提案を非常に喜んだ。

　無論危険な毒があることはアリシア以上にノーラが強調したが、魚料理にも飽あきてきていたグラネウスは食べたいと言って聞かず……最終的に、寝込むことになったのだ。

「……分かっている。砂の入ったスープを喜ぶような御方だからな、そういう意味では『肥料要らず』のほうが食材としては立派だろう。しかし……」

　客人を、しかも王位継承権を持つ高位の貴族を毒殺しようとしたと疑われても仕方がないのだ。一命は取り留とめたとはいえ、初老のグラネウスがまだ眼を覚まさないことを考えると、安心はできない。

「う……」

　その時寝台のグラネウスが小さくうめいた。アリシアが急いで駆け寄る。

「ガーゼット侯爵様、お気づきになられましたの？」

　ぼんやりと瞳を開いたグラネウスの顔を覗き込んで呼びかけると、グラネウスは淡あわく、少年のようにはにかんだ表情で微笑んだ。

「ロクサーナ、そこにいたのかね」

　亡きガーゼット侯爵夫人の名を聞いてアリシアはびっくりし、カシュヴァーンは素早く己の妻の手を引く。ノーラとトレイスの表情も引きつり、二人は示し合わせたように寝台から後退した。

　カシュヴァーンの腕に抱き込まれたアリシアが見守る中、グラネウスは数度まばたきをした。どこかぼんやりとしていた表情は次第に普段のものに戻っていったが、同時に幸福な微笑は苦みを帯びていく。

「懐なつかしい、夢を見ていたよ」

　いまだカシュヴァーンの腕の中のアリシアを見やり、グラネウスはぽつりとつぶやいた。遅おくればせながら状況に気づいたアリシアは「おなかが痛」くなったが、カシュヴァーンは妻から体を離して深々と頭を下げる。

「ガーゼット侯爵閣下、大変失礼をいたしました。妻が愚おろかなことを」

「ガーゼット侯爵様、本当に申し訳ありません……、あ」

　夫に倣ならい、一緒になって頭を下げたアリシアを、カシュヴァーンが無言で軽く突き放す。黙だまっていろ、と視線で命じられ、アリシアはしょんぼりしながら後うしろに下がった。

「家内に私の眼が行き届かず、本当に申し訳ないことをいたしました。二度とこのようなことがありませんよう言い聞かせますので、どうかご容よう赦しや下さい」

　ジスカルド・オーデル侯爵や、国王ランドレイの御ご前ぜんでさえ「俺」で通してきたカシュヴァーンが、「私」と言った。グラネウスを王として担かつぐ意思表示であり、そんな彼を毒殺しかけたことを詫わびる気持ちの表れであろう。

　しかしカシュヴァーンを見つめるグラネウスの眼は冷たい。

「許さない、と言ったら？」

　無感情に発された言葉に、カシュヴァーンはかすかに苦い顔になった。トレイスもはっと息を飲み、ノーラは胸元で両手を握り締めている。

「貴公の奥方は、遠く王家の血を引くガーゼット家当主の命を危あやうくしたのだよ。反逆罪が適用されても仕方がないところだ」

　冷たい視線が自分に向かって移動してきたのを感じ、アリシアも身を竦すくませた。どうしましょう、でも黙っていろと、とおろおろする妻をちらりと見てから、カシュヴァーンはもう一度頭を下げる。

「……申し訳ない。お詫びのしようもありません」

　カシュヴァーンの心中を読んだか、アリシアの肩をトレイスがそっと押さえた。カシュヴァーン様に任まかせましょう、そう言いたげな表情を仰あおぎ見て、アリシアもきゅっと拳こぶしを握にぎり沈ちん黙もくを守る。

「ご覧のとおり、まだ年とし端はも行かぬ、幼い妻です。無分別なところも多々ありますが、すべては夫たる私の責。お怒りはごもっともですが、どうかアリシアには」

　懸命に謝罪するカシュヴァーンを見るグラネウスの口元が、不意に緩ゆるんだ。

「──そう生き真ま面じ目めに取られてはこちらの調子が狂うよ、アズベルグの暴君殿」

　カシュヴァーンのあだ名を呼ぶ唇くちびるには、いたずらの成功を喜ぶ子供のような笑みがある。

「私が奥方に無理を言って、『肥料要らず』を食べさせてもらったのだからね。責められるべきは私の分別のなさだろう」

「……、は……」

　からかわれたのだと悟り、カシュヴァーンは頭を下げながら一瞬げんなりした顔になった。王家の連中はどいつもこいつも、そう言いたげだ。

　だがトレイスやノーラは安堵の表情を見せた。アリシアも肩の力が抜けたのを感じ、ほうっと息を吐く。

「ふふ、しかし、世の中にはまだまだ変わった食べ物があるものだね……クルセージュのぼこぼこ茸たけを食べて以来だ、寝込んだりしたのは……変わった食材には耐たい性せいがあるつもりだったのだがね」

　毒のある食べ物を食べたのは、これが初めてではないのだろう。グラネウスが突然引き合いに出した怪あやしい食物に、アリシアはつい戒いましめを忘れた。

「まあ、ぼこぼ……あ、いえ、なんでもありませんわ」

　カシュヴァーンにじろりと睨にらまれ、アリシアは急いで黙った。グラネウスはそんな二人を微笑ましそうに見て、

「ところで先ほど、奥方に子作りはそんなに大変なのかと聞かれたのだが、そちらの教育はどうなっているのかね？」

　出し抜けに聞かれたカシュヴァーンが硬直する。ノーラもアリシアの質問を止められなかったことを反省するように、肩を竦めた。

『肥料要らず』に舌した鼓つづみを打ちながら、グラネウスはアリシアとの歓談を楽しんでいた。その途中でアリシアは、既き婚こん者しやだった彼に子作りについて尋ねたのだ。

　本当はアリシアと読書仲間であり、オーデル家に降こう嫁かした元王女、エルティーナ・オーデルに聞いてみたかったのだが、彼女との文通は最近途絶えている。前年の王宮での出来事が尾を引き、夫のジスカルドの監視が厳しくなったようだ。

「確かに見たとおり、まだ年端も行かぬ、幼い奥方だ。無理をさせているのではないだろうね？」

　正面切ってそんな風に、しかも今の状況でグラネウスに問われては、カシュヴァーンも容易にごまかせない。

「……は、いえ……、そういうことは……」

　しどろもどろに言葉を濁す夫を眺ながめ、アリシアはミューゼの憔しよう悴すいぶりを思い出す。昔母にも一度、子を産むのも大変だが子作りも最初は大変だと聞いたような気がするが、具体的な部分を教わる前に父母揃そろって亡くなってしまった。

　またちょっとしょんぼりしたアリシアを優しい眼で見つめ、グラネウスはさもあらんとうなずいた。

「そうだろうな、まあ口づけか膝枕ぐらいか。だいぶ年も離れているようだし、あまりがつがつせず、もうしばらくはゆったりとした触れ合いを楽しむのもいいだろう」

　日頃のおかしな趣味とは裏腹に、至し極ごくまっとうなことをグラネウスは述べた。だがカシュヴァーンはいぶかしげに、ひとつの単語を繰り返す。

「……膝枕？」

「おや、この間ゼオにしてあげたという話だったが……ああ、失礼、私は余計なことを言ったようだ」

　カシュヴァーンが思わずしかめ面つらになったことに気づき、グラネウスは楽しそうに笑った。

「貴公は年の割に素直だな。結構なことだ」

　分かりやすい反応をからかう声が、次第にひとりごとめいたものに変わっていく。

「……私は妻に嫌われていたからね。最後まで寝室も別々だった。子供でもいれば、私たちの関係も少しは違ったのかもしれんが……あるいは私がもっと若く、もっと素直であれば……」

　自分の実年齢についての反論を、カシュヴァーンは口の中に溜めたまま沈黙している。それだけのものが今のグラネウスの声音には含まれていた。

「だから申し訳ないが、子作りについてあまり私に聞かれても答えられんよ、アリシア」

「……ガーゼット侯爵様……」

　アリシアもまた、ひと言名を呼んだきり黙ってしまう。

「……少し眠る。悪いが、みな出てくれるかね」

　重い空気を振り切るようにそう言うと、グラネウスは寝台に横たわって眼を閉じた。

「何かあってはいけません。私だけお側に残りますので、カシュヴァーン様とアリシア様はもうお休み下さい。ノーラ、新しい水を汲くんで来てくれるか」

　気を利かせたトレイスの指示で、ノーラはまだちょっとびくびくしながら水差しを持って部屋を出た。アリシアもカシュヴァーンにともなわれ、同じく部屋を出た。







　もう時刻も時刻だ。このままお互い部屋に戻って休むのかと思ったが、部屋を出るなりカシュヴァーンはいきなりアリシアの手首を摑んだ。

「きゃっ、カシュヴァーン様!?」

　驚いたアリシアに、カシュヴァーンは何も答えてくれない。

　いくらグラネウスが許してくれたとはいえ、しでかしたことを考えれば怒られるのは当たり前だ。しょんぼりしながらアリシアは、そのままカシュヴァーンに連れられ夫の私室に入った。

　屋敷内で唯一、漆しつ黒こくと深しん紅くの呪じゆ縛ばくから解放されたこの部屋は、緑の緞帳が眼に優しい地味な作りである。しかし今は主あるじであるカシュヴァーン自身が放はなつ冷たい気配が、平凡な室内を寒々しいものに見せていた。

「ごめんなさい、あの、カシュヴァーン様……ガーゼット侯爵様に、ひどいことを……」

　燭しよく台だいに火を入れてはくれたものの、カシュヴァーンはいまだ言葉を発しない。無言の重圧に押され、アリシアは自発的に謝罪を始めた。

「ガーゼット地方にまで行かれて……お嫌いな方を一生懸命探してまで、力をお借りしたいと思っていらっしゃる方ですのに……台なしにしてしまうところで、本当に本当に申し訳ありません……」

　答えないカシュヴァーンの向こう、部屋の奥にある文ふ机づくえには、未整理の書状が山と積み上げられている。ヨーン探しに不案内な土地を奔ほん走そうしているカシュヴァーンの手が回らないためだ。

　それ以前から本探しのため、ひっきりなしに訪おとずれる使者たちとの面会に時間を取られているのに、アズベルグ内の統とう治ちが破は綻たんしないのには理由がある。ディネロとその部下たちが正式な辞令を受け、領主の仕事を手伝うようになったからだと、この間トレイスが教えてくれた。

　カシュヴァーンの留守中領主代行を何度かディネロに依頼したことはあったが、それを少し形を変え、恒こう常じよう的てきなものとしたのだ。昨年の暴動がディネロの領主代行中に起こったことを考えると、寛かん容ような措そ置ちであると言えるだろう。

　しかし、いくらディネロ本人が自分の家の存続を否定したとはいえ、地方伯を目下扱いするのかと反発を覚える者もいるようだ。だがカシュヴァーンはやたらとディネロのやり方に掣せい肘ちゆうを加えることもなく、ディネロもカシュヴァーンを無視したような振る舞いはせず、自らライセンの屋敷に積極的に足を運ぶことで上下関係を印象づけようとしているらしい。

　もっともディネロはよほどゼオルディスへの反発が強いのか、それともリドレックの病が重いのか、ゼオルディスが来て以来直接顔を見せに来ない。

「アズベルグ家のみなさんは大丈夫かしら……」

　別のことに思いを馳はせ始めた妻を見下ろし、黙っていたカシュヴァーンが口を開いた。

「お前、俺がなんで怒っているか分かっていないだろう」

　突き放したような冷たい口調ながら、どこかすねた響ひびきを持つ問いかけにアリシアは小首をかしげた。

「……ガーゼット侯爵様が、カシュヴァーン様を結構お年だと思っていらっしゃるから？」

「……それもないではないが、そんなことじゃない。あの方とは関係ないことだ」

　グラネウスは理由ではない。ではなんだろうと考えても、何ひとつ頭に浮かんでこない。

　途方に暮れたアリシアがじっと黙っていることに、カシュヴァーンは業ごうを煮にやしたようだ。

「──怒らせた理由も分からない上に、怒らせたままで放っておくつもりか」

「えっ？」

「どうしたら、俺の怒りが解けると思う？」

　怒りの理由はいまだ不明。しかしカシュヴァーンをこのまま放置しておくわけにもいかず、アリシアはおずおずと夫に近づいた。

　まず、大きな右手をきゅっと握ってみる。カシュヴァーンはかすかにまぶたを震ふるわせたが、それ以上は反応しない。

　そこでアリシアは、握った右手を軽く引っ張って、カシュヴァーンに身を屈かがめてもらった。手の届く位置にきた黒髪を、そうっと撫でてみる。

「……違います？」

　カシュヴァーンは答えない。これも違う、と理解したアリシアは、両手でカシュヴァーンの頰ほおを包み込んだ。

「あの、じゃあ……これ……？」

　揺れる燭台の火でどうにか唇の位置を目もく測そくし、自分のそれと重ね合わせる。一回目は鼻、二回目は唇の端をかすめるに終わってしまったが、三回目で無事に位置があった。

　ちゅっ、ちゅっと小さな音を立てながら、何度も口づけをしてみるけれど、カシュヴァーンはやはり黙っている。避さけもしないが、かといって口づけに応じる様子もないので、アリシアはこれも不発と悟った。

「ええと、その、す、好き……カーシュ様、す、き……」

　酒も入っていない状態で、「特別」な「好き」を連呼すると「おなかが痛」くて仕方がない。思わず眼を閉じてしまったので、恥じらいを含んで赤く染まった頰を眺め、カシュヴァーンがかすかに笑ったことには気づけなかった。

「あ、あの……では……明日の朝食、私の分もカシュヴァーン様に差し上げますわ……」

　いよいよ打つ手がなくなったアリシアが最大限の譲歩をすると、耐えかねたようにカシュヴァーンが笑い声を立てる。びっくりして眼を上げると、仕方がなさそうな表情をしている夫の顔があった。

「……それで俺の機嫌が直ると思っているのか。全く、お前は……」

「カ……、きゃあっ！」

　いきなり抱き上げられ、カシュヴァーンが向かったのは部屋の隅すみにある寝台だ。

　こういったくだりは、アリシアが読んだことがある恐怖小説でも何度か出てくる。女性は男性に寝台に下ろされ、その後は大体あっという間に次の日の朝になっているか、でなければ途中で何か怪奇現象が起こるかだ。

「何を……っ、えっ、あ、あら？」

　だがカシュヴァーンは、寝台の縁に座らせたアリシアの膝に頭を乗せた。

「俺がしてほしいことは、これだ」

















　ぶっきらぼうなひと言で、アリシアはようやく彼の求めを理解した。

「分かりました！　では、とりあえず覚えているところまで。『もう限界だ！　私は跳ね起き、窓の外を見た』……ええと、次は」

「おい、ちょっと待て、なんだそれは」

　いきなり情感たっぷりに語り始めたアリシアに、膝の上のカシュヴァーンが怪け訝げんな顔をする。

「え？　カシュヴァーン様も、私の膝の上で『雨悪』の朗読をお聞きになりたいのでしょう？　ゼオさ……、いえ、王子殿下みたいに」

「……そう、それだ、俺が怒っているのは」

　にわかにカシュヴァーンの声がとがった。

「なんで俺があのクソ王子より後なんだ！　腹が立つ!!」

　薄暗い室内と状況のためか、それともゼオルディスだのグラネウスだのヨーンだののことでよほど鬱うつ憤ぷんが溜まっていたのか。いつもよりカシュヴァーンの怒りの表明は、直接的で子供っぽい。

「あら、それは……申し訳ありません、気づきませんで。カシュヴァーン様がそれほど『雨悪』に興味がおありとは」

「違う！　これだ!!　膝枕だ!!」

　この期ごに及んで微妙に勘違いしている妻に、カシュヴァーンは大声で訂正した。そうも声を大にして言われると、アリシアも謝るしかない。

「あ、あら、それは本当に申し訳ないことを……」

「……ああ、そうだぞ。俺より先にあいつにしてはいけないことだったんだぞ。だからといってこれからはしていいという訳じゃないからな。くそ、俺だって本当は仕事なんかせずに、ずっとお前といちゃいちゃしていたいんだからな………」

「ま、まあ、それは……、ええと、本当にすいません……」

　戸と惑まどいながらも謝るアリシアの声を聞くうちに、カシュヴァーンは埒らちもないことを言っていると自覚したようだ。やけになったように声を張り上げ、

「ああ、分かっている、分かっている、俺はちゃんと分かっているんだからな！　あの王子ならお前を言いくるめるのも簡単だろうし、逆らうのもよくないと!!」

　ほとんど酔よっぱらっているような口調で、「分かっている」を繰り返すが、「分かっている」人間の取る態度ではない。

「あいつも言っていたとおり、妻には政治的な役割もある！　これからは俺も外部の人間と積極的に付き合わなければならないのだし、噂の死神姫に興味を持つ奴はもっと増えてくるだろう！」

　未来の王妃としての役目だと、ゼオルディスは体の弱いミューゼを連れてラグラドールに行った。そのゼオルディスに対抗するための味方作りには、妻としてアリシアもカシュヴァーンを手伝わねばなるまい。

「分かっているが腹は立つ！　お前もそれは分かれ!!」

「は、はい、分かりました！」

　背筋を伸ばしてアリシアは宣言したが、カシュヴァーンは「お前、絶対分かってないだろう……」と自分のことを棚上げして恨うらめしそうな声を出した。

「くそ、全く、何ひとつままならんことだ……俺は辺境でふんぞり返っている馬鹿な青二才の役で、一向に構わんというのに……」

　ぐちぐちと言いながら、カシュヴァーンは独ひとり占じめを宣言するようにアリシアの腰に手を回して抱き締めてくる。かなり体格差のある妻の膝に頭を乗せたその姿は、まるっきり図ずう体たいの大きい子供だ。

「そ、そうですの。膝枕は、カシュヴァーン様以外の方にしてはいけないんですのね……」

　学習したことを繰り返しながら、アリシアは膝の上の重みを見やった。今さらのようにじわじわと水位を増していく「おなかが痛い」のせいで、その顔はうっすらと赤い。

「そうだ。それと、子作りについては今後俺以外に絶対に聞くんじゃない。分かったな」

　グラネウスに子作りについて聞いたことも、怒りの種のひとつのようだ。やっぱりガーゼット侯爵様も関係があるのですね、とアリシアは素直に突っ込みかけたが、

「……お前、可愛かわいいんだから、自覚しろ。無闇な話をすると、余計に男の気を惹いてしまう」

　ぶすっとした声でそう続けられたので、真っ赤になって黙ってしまった。セイグラムでもいれば黙ってカシュヴァーンに眼鏡めがねを差し出してきたのだろうが、すでにレイデンに帰っているので甘い空気を邪じや魔まする者はいない。

　薄暗い室内に、ゆるやかな沈黙が流れていく。感じるのは膝の上の重みと、互いのかすかな息遣いのみ。

　アリシアと同じ方向を向いているカシュヴァーンの顔は見えず、見えるのは短い黒髪だけ。

　あの時のゼオルディスとは違う、けれど似ている。

「カシュヴァーン様も、お母様を亡くされてお寂しいの？」

　ぽろりとアリシアが漏らしたひと言に、その腰を抱く指に力がこもった。

「──あの王子は、そんなことをお前に言ったのか？」

　低い声にアリシアはぎくっとしたが、カシュヴァーンは嫉しつ妬と心しんから反応したわけではないようだ。

「……あいつの母親の話は危険だ。触れてはいけない。いいな、アリシア。気になるのは分かるが、もしもあいつのほうからそういう話をしてきても、絶対に乗ってはいけない」

「……はい」

　そういえばゼオルディスの、母親の話に対する反応はいつもと違っていた。「図書館」と「牢ろう獄ごく」のことを急に持ち出したのも、母親のことを話した直後だったような。

　また失敗したわ、でも気になるわとしょんぼりするアリシアの膝から、ゆっくりとカシュヴァーンが起き上がる。アリシアの隣となりに腰掛け、緞帳に閉ざされた窓の外へと眼をやりながら、

「俺は……母親がいなくて、寂しいと思ったことなどない。生まれた時からずっといないと、そう教えられていたしな」

　すでに薔薇園に埋められていたジーナ・ハルバーストを実の母親だと偽いつわられたまま、本当の母親であるマリアンヌ・ライセンに仕つかえられていたというカシュヴァーン。

　しかもマリアンヌはそれを嘆なげくでもなく、当然のこととして受け入れていたという。〈翼の祈り〉教の敬けい虔けんな信者であり、その教えを基礎とする身分制度に従順だった彼女にとって、上位者である領主の求めに応じるのは喜びだった。

「ですけど……カシュヴァーン様は、お母様の姓を名乗っておいでですわ」

　前領主レジオール・ハルバーストの名字を捨て、カシュヴァーンはライセンの姓を選んだ。

「私も……カシュヴァーン様と結婚して、カシュヴァーン様のお母様の姓になりました。ライセンの名を、残すことは……カシュヴァーン様のお望みではありませんの……？」

「……ハルバーストより、ましなだけさ」

　相変わらず窓のほうを向いたまま答えたカシュヴァーンが、いきなり振り向いた。

「きゃあッ!?」

　次の瞬間、寝台に押し倒されたアリシアは仰ぎよう天てんして裏返った声を出した。本と順番が違う、そう思って。

　しかし驚いているのはカシュヴァーンも同じだ。庇かばうようにアリシアの上に乗ったまま、緊張をはらんだ声で叫ぶ。

「死神、どうした!!」

　呼ばれていきなり寝台の枕元に出現したのは、死神少年ルアークである。その手には髪と同じ銀色のきらめきがあった。

「ごめん、例の怪しい気配が近くにいたんだけど、捕まえられなかった」

　巨大な針に似た得え物ものを構えたまま、ルアークは左右に視線を走らせている。

　グラネウスが来てから現れたという怪しい気配。その正体を摑み損そこねたと報告するルアークは、珍しくかすかに焦あせったような顔をしていた。

「今のは俺もはっきり分かった。やはりお前の元仲間か？　気配が似ている」

「……かもしれないね、まだ推測だけど」

　ルアークやジェダら元〈玩おも具ちやの兵隊〉は、組織の解体時に大半は処分されたはず。だが中には逃とう走そうした者、ラグラドールの傭よう兵へい団に入った者など様々な例外がいる。

「ルアークの仲間……ガーゼット侯爵様の差し金がねとお考えですの？」

　アリシアが聞くと、カシュヴァーンとルアークは顔を見合わせてなんとも言えない表情になった。

　グラネウスが来て以来、怪しい気配が屋敷の中に感じられる。この間ルアークはそう教えてくれた。

　カシュヴァーンの求めに応じ、アズベルグ地方にわざわざやって来てくれたグラネウス。しかし彼には以前からよからぬ噂があり、ゼオルディスとも親しい間柄であるようだ。

　そもそもガーゼット家はシルディーン王家と近い。王家の、特にゼオルディスを王にしたがっている宰相イーダルなどの息がかかっていない保証はどこにもない。

「ガーゼット地方のことを探さぐっていらっしゃるのも、ガーゼット侯爵様の……、あ」

　不意にカシュヴァーンが手を伸ばし、諭さとすように亜麻色の髪を撫でてきた。

「すべてはまだ未知数だ。このあたりの話も他言無用だぞ、アリシア。さあルアーク、アリシアを部屋に送って行け」

「え、でも、カシュヴァーン様が危険では」

　たった今、危険な暗殺者がすぐ近くに来ていたかもしれないという話なのだ。離れないほうがいいのでは、とアリシアは思い、ルアークも賛同した。

「そうだよおにいちゃん。俺としても、守る相手は一ヶ所に固まってくれてたほうがいいんだけどな。こないだからそう言ってるじゃん」

「……アリシアは、俺といるほうが危ないかもしれんだろう？」

　優しく髪を撫でながらつぶやかれ、アリシアは眼を見張った。

「最近いらいらしている自覚はあるんだ。余裕がない時にお前の相手をしていると、後悔する羽目になりそうな気がする」

　そんな風に言われると、アリシアもルアークも反論できない。

「自分の身は自分で守れる。俺ももう休むから、アリシアも休め。ルアーク、アリシアから眼を離すなよ」

　寝台から下ろされたアリシアは、額ひたいにぎこちない口づけをされてカシュヴァーンの部屋から送り出された。勝手に燭台をひとつ失しつ敬けいしたルアークがふざけて「俺には？」とねだると、カシュヴァーンは「五百年後にな」と素っ気なかったが、その素っ気なさもどこか作りものめいていた。







「はーやれやれ、相変わらずめんどくさいご主人様だなあ」

　アリシアと並んで歩きながら、燭台片手のルアークは大おお袈げ裟さにぼやいてみせた。

「……大丈夫かしら、カシュヴァーン様。強い方ではいらっしゃるけど」

「んー……たぶん、大丈夫かな。俺に気配を悟らせるってことは」

　一瞬考えるように天てん井じようを向いたルアークは、すぐに笑顔になって励はげましてくれた。

「あの人今んとこ、本気の俺以外に負けたことないじゃん。俺以上に強い奴なんかそうそういないからね」

　確かにカシュヴァーンは、傭兵団長バルロイを剣の師匠としているだけあって強い。ジェダと戦って打ち勝ったこともあるぐらいだ。

　そうね、と笑って答えながらアリシアは自室に戻った。ルアークはすぐに姿を消したが、近くにいてくれていることは分かっている。

「……早く、カシュヴァーン様の指輪を作ってもらわないと」

　グラネウスに「普通」と言われたことがよほど衝しよう撃げきだったのか、リュクはまた部屋に閉じこもっている。同じ部屋にあの金きん細ざい工く師しのような大工も泊まり込み、作業を進めているはずなのだが、意匠を担当しているリュクが精神的に引きこもっているのでなかなか完成しない。

「リュクったら、普通のうじ虫でも私は構わないのにね……カシュヴァーン様だって、それほど芸術に関心がおありではないのだし……」

　リュクの心の傷を広げかねないことを言いながら、アリシアは夜着へ着替え始めた。








　第四章　暴君の裁き







　グラネウスがやって来てから、気づけば半月ほどが経たった。その間アリシアは、グラネウスを毒殺しかけた日以来ほとんどカシュヴァーンと触れ合わずに過ごした。

「……やっぱりお戻りにならなかったわね、カシュヴァーン様」

　空からになった朝食の皿を片づけているノーラに、アリシアは小さな声で話しかける。

　上かみ座ざの主あるじの席は本日も空席。常に主のかたわらに在あるトレイスも不在。グラネウスがいるのでルアークも食事の席には出て来られない。リュクはまだ引きこもっている。

　今度はアリシアが寂さびしさを味わう番だということなのだろうか。ダンが趣向を凝こらした料理はおいしく、小さな獣けものの骨を積み上げて作ったような今日のグラネウスの帽子は気になって仕方がないが、寂せき寥りよう感かんは否いなめない。

「そうですわね。でも、以前はいつもこんなものだったではないですか。カシュヴァーン様はお忙しい方ですし。奥様のお誕生日までには、たぶん帰ってきて下さいますわよ」

　わざとのように愛想のないノーラの対応に、アリシアはふうっとため息を吐つく。

「そうね、ノーラなんか、私よりも長い間好きな人と会えていないんですものね……」

「いっ、今はレイデン伯はく爵しやくのことはどうでもいいでしょう!?」

　手にした皿を取り落としそうになっているノーラとアリシアのやり取りを見つめながら、グラネウスが「それでは私はいったん失礼するよ。アリシア、図書室で会おう」と言ってゆっくりと席を立った。また着替えに向かうのだ。

「ええ。『練れん八ぱち』の読み合わせ、楽しみにしていますわ」

　グラネウスが持ってきてくれた奇書の名を挙あげると、アリシアも少しだけ元気が出てきた。こうしてお馴な染じみの一日がまた繰り返されるかと思えたが、さて図書室へ向かおうかと思った時、遠く馬のいななきが聞こえてきた。

「……あら、カシュヴァーン様が帰っていらしたのかしら！」

　アリシアは急いで席を立ち、小走りに一階の広間に向かった。







　アリシアが広間に出た瞬間、表おもてに続く扉とびらが乱暴に開け放はなたれた。

　入ってきたのは案の定じようカシュヴァーンだ。背後では彼が門のあたりで乗り捨てた馬を、配下たちが懸命に押さえて厩きゆう舎しやのほうへ引っ張っていこうとしている。

「まあカシュヴァーン様、お帰りなさいませ！　どうなさったの、そんなにおなかが空すいていらっしゃるの？」

　馬を戻す時間も惜しい、という態度を空腹のためだと解釈したアリシアだが、カシュヴァーンは毎度の妻の思い違いに無反応である。疲労の色が濃こい冷たい顔には、見る者の足を竦すくませる凄すごみがあった。

　アリシアを追いかけてきたノーラはただならぬ状況を察し、ぎくりと立ち止まったが、アリシアはカシュヴァーンの背後に眼を奪われた。

「あら……そのぐるぐる巻きの方が、ヨーンですか？」

「──ああ、そうだ」

　表情を変えずにうなずいたカシュヴァーンがあごをしゃくると、二人の青年に両りよう脇わきを支えられた中年男が乱暴に床ゆかに投げ出された。体全体を太い縄なわで、まるで荷物のように厳重に縛しばり上げられている。

　苦しげに歪ゆがんだ顔は妙みようにつるりとしていて、三十代でも通りそうだ。ただしその頭部からはすでに大半の髪が失われており、後うしろ髪を懸けん命めいに前のほうへ持ってきた跡あとが物悲しい。

　今は気絶しているらしく、ぴくりとも動かないが、頰や口の端に殴なぐられた形跡がはっきりついていた。

「アリシア、ガーゼット侯爵閣かつ下かはどちらだ」

「き、着替えておいでですわ。もう少し……かかるかと」

　夫の放つ不ふ穏おんな空気を察し、アリシアはとっさにそう言い繕つくろった。実際グラネウスの着替えには結構時間がかかるのだが、カシュヴァーンはこう続けた。

「そうか。お邪じや魔まをして申し訳ないが、ただちにお呼びしてくれ」

「え、で、でも……」

「早くお呼びしてくれ。……そして侯爵閣下を呼んだら、お前は部屋に戻っていろ」

　ノーラではなくアリシアにグラネウスを呼ぶよう言いつける。それはカシュヴァーンなりの気き遣づかいなのだろう。

　だがそうまでしてアリシアを追い払おうとするということは、これからアリシアに見せたくないようなことをするつもりなのだ。

「カシュヴァーン様……その方を、殺すおつもりなのですか？」

「そいつはガーゼット侯爵閣下次第だな。あの方のご命令どおり、俺はこいつを捕つかまえた。それだけのことだ」

　淡たん々たんとした物言いには反論を許さない響ひびきがあった。視線をさまよわせたアリシアは、カシュヴァーンの後を追ってきたトレイスが配下の者たちに退出を命じ、静かに主の横に並んだのを見てほっとした。

　いつものように、カシュヴァーンを諫いさめてくれると思ったのだ。しかしトレイスは生来の穏おだやかな顔立ちの上に、ヨーンへの不快感を露あらわにして立っているだけ。

「どうしたアリシア、早く行け」

　反応しないアリシアに怒る風でもなく、カシュヴァーンがまた淡々と命じた。

　だがアリシアは動かない。……動けない。そこでカシュヴァーンは、同じように突っ立っているノーラを見た。

「ではノーラ、ガーゼット侯爵閣下をお呼びしろ」

「……は、はっ、はい！」

　指名を受けたノーラが、びくっと肩を跳はねさせてから小走りに駆かけ出す。

　ノーラの動きを追って視線を動かしたアリシアは、いつしかダンやセイラ、御ぎよ者しやのロセといった主だった使用人たちが広間の隅すみに姿を現しているのを見た。彼らの視線は床に転がされたヨーンに集中しており、いずれの顔にもトレイスと似たような不快そうな表情が浮かんでいる。

　現在ライセンの屋敷に仕つかえているのは、ほとんどが先代レジオールの暴ぼう虐ぎやくにも負けず、暴君と悪あく名みよう高いカシュヴァーンの側に残ってくれた者たちだ。その連帯感と結束力は強く、だからこそヨーンのような形で逃げ出した者を許せないのだろう。

　いつもにぎやかでいいと、ディネロやグラネウスを羨うらやましがらせた屋敷の空気は冷たく張りつめ、よそよそしい。

　今ここは、アリシアが知る「ライセンの石屋敷」ではない。アリシアが嫁とついでくる前の……「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」。

　物語としての「ハルバーストの薔薇屋敷」は大好きだ。けれどあの、閉へい塞そく感かんと血と薔薇の匂においに満ちた物語が、アリシアの家ともなったこの場所でもう一度繰り返されるのは──……

「カ、カシュヴァーン様……、あの」

　しかし、おずおずとしたアリシアの呼びかけを故意に無視して、カシュヴァーンは長ちよう靴かの先でヨーンの脇腹を蹴け飛とばした。

「おい、いい加減気絶したふりはやめろ。十年ぶりに主あるじの館やかたに帰って来られたんだぞ、少しは喜べばどうだ？」

「いで、痛いッ！　うっ、あ……、うわあああああっ!!」

　気絶はふりではなかったようだが、突き刺さった痛みに眼を覚ましたヨーンはあたりを見回すなり絶ぜつ叫きようした。

「ハルバーストの……うわ、あ、も、戻ってしまった、のかっ」

　ヨーンの記憶の中のこの場所は、今も「ハルバーストの薔薇屋敷」なのだ。

　十年以上も前に逃げ出して以来なのだから無理もないが、父の姓を聞いてカシュヴァーンは笑った。ゼオルディスのそれにも通じるところがある笑顔だった。

「なんだ、本当に気絶していたのか？　相変わらず惰だ弱じやくだな。たかが二、三発殴ったぐらいで」

「ひいいっ!!」

　妙に明るい声に反応し、ぐるぐる巻きのままカシュヴァーンを仰あおぎ見てヨーンは真っ青になった。

　立ち上がろうとして失敗し、頭を下げようとして思いきり額ひたいを床にぶつける。ごん、という痛そうな音が静かな広間の中に響いたが、ヨーンは必死に謝罪を始めた。

「ハルバースト公爵、旦だん那な様、申し訳ありません、申し訳ありません！　ここここのヨーン、決して、決して逃げ出したわけじゃねえんです。ちょ、ちょっと郷きよう里りに戻りたくなって、それで……!!」

　気絶から覚めたばかりのヨーンにとって、ここは「ハルバーストの薔薇屋敷」。──そして、カシュヴァーンは、その父であるレジオール・ハルバースト。

　カシュヴァーンの片かた眉まゆがぴくりと跳ね、隣となりのトレイスもさすがに狼ろう狽ばいした表情になる。

「カーシュ様、いけません、まだガーゼット侯爵がいらしておりません」

　公私の区別をつけるため、普段トレイスは「カーシュ」の愛称を使わない。だが漂ただよう雰ふん囲い気きに影響されてか、思わず口を滑すべらせたその呼び名が、むしろカシュヴァーンの背中を押したようだ。

「カシュヴァーン様、だめ！」

　はっとアリシアが声を上げるのと同時に、カシュヴァーンが腰の剣をすらりと抜き放った。冴さえ冴ざえと輝く刃がヨーンに向けられる。

「……『雲くも隠がくれしていたヨーンを見つけることはできました。しかし時すでに遅し、彼は帰らぬ人でした』」

　暴君の二つ名に相応ふさわしいしぐさには不釣合いな、まるで本を読み上げるような台詞せりふがカシュヴァーンの唇くちびるから流れ出た。

「『力不足で申し訳ありませんが、不慣れな土地でその足取りを追い、亡なき骸がらにまで辿たどり着いた私の努力は認めていただきたい』──どうだ？　こんな筋書は。読書好きの皆様にはいささかつまらん物語だろうが、現実は大抵こんなものだしな」

　薄笑うその顔に見え隠れする狂気。隠し部屋にかけられたレジオールの肖しよう像ぞう画がに一層よく似て見える。

　ぐるぐる巻きのヨーンは芋いも虫むしのようにもがき、必死にカシュヴァーンから距離を取ろうとし始めた。

「ひい、ひっ、たっ、助け、助けてくれーっ!!　すまねえ、カーシュぼっちゃん、眼が覚めた、もう大丈夫だ、もう間違えねえからッ!!」

「……その気き色しよくの悪い呼び方をやめろとも、散々言ったはずだが？」

　すっかり眼は覚めたヨーンなのだが、肝かん心じんの「カーシュぼっちゃん」の機嫌をさらに害してしまったようだ。慌あわてたヨーンは、今度はトレイスにすがった。

「ト、トレイス、助け、助けてくれッ。リリアのことは謝る！　だが考えてみろよッ、あの時俺と逃げてりゃあいつだって殺されずにすんだんだぜ!?」

「……姉の名を、気安く呼ぶなとも言ったはずです」

　生前この屋敷にメイドとして仕え、現在は廃はい園えんに眠る姉の名を出されて、トレイスの表情も氷結する。

「アリシア、これから先を見たくないのなら、部屋に戻れ」

　トレイスは頼れない。そう判断したアリシアが何事か言いかけた時、先んじてカシュヴァーンが再び命令した。

「こいつはお前が好きな物語を書いてくれた人間だ。情なさけをかけたい気持ちも分かるが、才能と人格は別問題だからな。誕生日には他の本の作者を呼んでやる」

「カ、カーシュ……、ぐえっ」

　ヨーンに対してはカシュヴァーンは、たるんだ腹を踏みつけることでその口を封ふうじた。

「それは……それもまあ、ありますけど」

　ヨーンが殺されたら『雨あめ悪あく』の続編が読めない。ひそやかな欲望はいったん脇に置き、アリシアはたどたどしく言葉を紡つむぐ。

「でも、その方が、本を書いて下さらなかったら……私と、カシュヴァーン様はきっと……あの、お、お互いのことを知るまで、時間がかかりましたわ……」

「ハルバーストの薔薇屋敷」の話を読んでいたから、アリシアはこの屋敷のことやここで起こった悲劇について知っていた。

　最初はこの屋敷のことだとは分からなかったし、知っていたからこそ好奇心を刺激されてカシュヴァーンを怒らせたりもした。しかし本に書かれていなかったことまでカシュヴァーンが教えてくれるようになるには、もっと時間が必要だっただろう。

「ああ、なんか知らんがそうだよお嬢ちゃん！　もっと言っ……、ぐえっ!!」

「俺の妻に気安く声をかけるな」

　アリシアについてあまり情報を持っていないらしく、訳が分からないまま応援したヨーンの腹をカシュヴァーンがもう一度踏みつけた。

「それにその……このお屋敷で、これ以上血を流すのは……カシュヴァーン様のために、よくないと、私……」

　夫を見上げながら、懸命にそう言ったアリシアの背後で、突然何かが倒れる音がした。







「きゃっ!?」

　まず物音に驚いたアリシアは、間かん髪はついれず近づいてきたカシュヴァーンに腕うでの中に抱き込まれてもっと驚いてしまった。途中ぐえっ、という声がしたところをみると、またヨーンの腹を踏んだのだろう。

「ルアーク！」

　片手にアリシアを抱かかえ、片手に剣を構えたカシュヴァーンが鋭く死神の名を叫ぶ。ずれた眼鏡めがねを直しながら広間の中央部を見たアリシアは、そこに折り重なった二つの人影を見た。

　馬乗りになっているのはルアークだ。そしてその下には、彼と同い年ぐらいの見知らぬ少年がいる。

「とうとう捕まえた、っと」

「く、くそっ……！」

　何度かルアークが口にしていた怪あやしい気配の発生源。それがこの少年ということらしいが、アリシアは少年の風ふう貌ぼうに眼を奪われた。

「まあ、その方は……ラグラドール人？」

　短い黒髪に黒い瞳ひとみ。瘦やせた体にルアークと同じ、ぴったりした袖そでなしの黒い上着とズボンを身に着けているが、覗のぞく肌の色は浅黒い。

　シルディーン人の白い肌と比べるとさらに目立つ皮ひ膚ふの色は、傭よう兵へい国家ラグラドールの民たみの特徴だ。

　だがアリシアの問いかけに、少年は顔色を変えて怒鳴り返してきた。

「俺を〈汚お泥でいの民〉なんかと一緒にするな！」

　叫んだ勢いでルアークを弾はじき飛ばした少年は、素早く立ち上がって得え物ものを構える。

　同じく立ち上がったルアークの、針のような特殊武器と違い、彼の武器は見た目はやや大振りなだけの普通のナイフだった。しかし元〈玩具の兵隊〉であるのなら、その刃には肥ひ料りよう要いらずを精製した毒が塗ってあるはず。

「……そうか、貴様は〈灰色〉か」

　少年の容姿とラグラドール人と呼ばれた時の反応から、カシュヴァーンは彼の正体に気づいたようだ。その表情は苦にが々にがしい。

「〈灰色〉……まあ、では、シルディーン人とラグラドール人の……」

　遠い記憶をアリシアも探さぐった。

〈灰色〉とは、シルディーン人とラグラドール人との間に生まれた子供の俗ぞく称しようだ。シルディーン人の「白」、ラグラドール人の「黒」が混じって「灰色」になるという意味である。

　だがラグラドール人自体が、その強さとがめつさ、何より特徴的な肌の色から〈汚泥の民〉などと呼ばれ差別を受けているのである。〈灰色〉はラグラドール人と同等、時にそれ以上の差別対象となる。

　なぜならシルディーン人もラグラドール人も、通常は互いに情じようを交かわすことはない。従って〈灰色〉は娼しよう婦ふの中でも客を選べない者、もしくは非合意の性行為により生まれることが多いからだ。子の肌の色により非難されることを恐れた父母に、殺害されてしまう例も珍めずらしくない。

「……そ、こいつはギゼ。俺の元お仲間、ってことになるかな？」

　ぎらぎらと光る眼で自分を睨にらんでいるギゼのことを、ルアークは簡かん潔けつに紹介した。

「ふうん、しかしギゼ、か。道理で俺にも気配が分かったなあ……待てよ、ってゆーことは……」

　自分で捕まえておいて、ルアークは今さらのようなひとりごとを言っている。

　軽かろんじられたと思ったのか、ギゼが声こわ高だかに叫んだ。

「何が元仲間だ、笑わせるなよ一番様が！　誰のことも仲間だと思ったことなんかないくせに!!」

　一番様、という呼び名にルアークがぴくっと表情を動かした。それ見たことかと、ギゼは糾きゆう弾だんを続ける。

「お前が大事なのは、あの役立たずの兄貴だけだ！　あんな能なしを生かしておくために、何人犠ぎ牲せいにしたと思ってる!?　死神呼ばわりされてるらしいが、確かにお前は死神だ！　同族殺しのな!!」

「ギゼ、そんな……もが」

　口を挟もうとしたアリシアをカシュヴァーンが押さえる。無用にギゼの気を引くような真似をさせたくないのだろうが、アリシアは無言のルアークの胸中が気になって仕方がない。

〈玩具の兵隊〉は暗殺者の精鋭部隊。その質を保たもつため、成員たちは順位づけされ、下位の者は殺されていったという話はアリシアも聞いていた。

　足を悪くしたルアークの兄・サイードなどは、本来ならその時点で処分されていてもおかしくなかった。だがギゼが言うように部隊内で「一番」だったルアークの願いにより、彼は生かされていたのだ。……その負おい目のせいで、余計に弟を憎にくみながら。

「──あーんな寄せ集め部隊で、まともな仲間意識持ってる奴やつなんていないと思うけどなあ。大体二番様のほうだって、相当数の死体の上に立ってる自覚はあるわけ？」

　今度はルアークが「二番様」と呼び返した。ギゼの表情が、先のルアークとは比較にならないほど大きく動く。

「まあいいや。もうない組織のことで今さら罵ののしり合いしても虚むなしいだけだしね」

　ギゼの反応を観察しながら、ルアークはそれ以上言わず話題を変えた。

「単刀直入に聞こうか。ねーギゼ、ギゼの雇やとい主は誰？　そこの派手な侯爵様？　それとも傷物王子様？」

　緑の瞳がちらと振り仰いだ二階へ続く階段の上に、着替えを終えたグラネウスとその従じゆう僕ぼくが出てきた。黒から青へと、裾すそにいくに従って変化する上着に縫ぬいつけられた無数の小さな宝石は、夜空と星を示しているのだろうか。

　あら今日もすてき、とアリシアはのんきな感想を抱いだいたが、グラネウスを呼びにいっていたノーラは顔面蒼そう白はくだ。まさかさっきよりひどい事態になっているとは思わなかったのだろう。

　しかしギゼは一瞬グラネウスを見ただけで無反応。無関係ではないからこそ、とも取れるが、ルアークはそれが答えと見てか質問を変えた。

「じゃ、もひとつ。この件に……いや、去年の国王陛へい下か暗殺未み遂すいの一件から、『先生』が関わってるんじゃない？」

『先生』という単語が出た瞬間、アリシアにも分かるほどギゼが露ろ骨こつに顔色を変えた。次の瞬間しまった、とこれまた露骨に表情に出したのを見て、ルアークは肩を竦める。

「なんで分かったって？　簡単だよ。だって俺より強い奴なんて、世の中には限られてる。まして〈玩具の兵隊〉絡がらみに絞しぼればね」

「ルアーク、『先……、もが」

　アリシアは『先生』の意味するところを知りたく思ったが、まだカシュヴァーンに口元を押さえられているのでもがもが言うしかできない。それを尻しり目めに、ルアークは話を進めていく。

「王宮内に俺もいたのに、まるで気配を悟さとらせることなく王様の部屋に入り込んだ暗殺者。錬れん金きん術じゆつ師しに化けて王様の信頼を得て、ごていねいに服毒自殺までしてくれたけど、途中までの手際の良さと最後のお粗末さがちぐはぐすぎる。怪しいとは思ってたんだ」

　思えば昨年のあの事件の決着について、ルアークはずっとすっきりしない様子だった。ジェダと話したがっていたのはこのことだったのね、とアリシアは気づいた。

「死体は偽にせ者もの、あの暗殺者はギゼの変装だった、と考えることもできるけど、悪いけどギゼにしちゃ腕が立ちすぎだったんだよね。もしかすると、とは思ってたけど、『先生』だったんならうなずける」

　聞けば聞くほどアリシアは『先生』に対する興味が湧わいてくるのだが、カシュヴァーンに押さえられているので仕方なくおとなしくしている。一方のカシュヴァーンは『先生』のことをルアークに聞いているらしく、いつにも増して厳しい表情だ。

「察するところ、ここへはあの王子様にくっついて、ギゼも『先生』と一緒に来た。で、『先生』だけラグラドールへお供した、ギゼは残って派手な侯爵様のこととかその辺を探れと言われた……そんなところかな？」

　ルアークの推理は大体当たっているのだろう。ギゼは憎々しげに彼を睨むばかり。

「……ふーん、しかしま、そう簡単に死にはしないだろうと思ってたけど、やっぱり『先生』は生きてたんだ。しかも王家側についちゃったとはねー。けど王子様がナディールさんを連れて来たとこ見ると、王家と教団の急進派は手を組んだと見ていいのかな？　結局あの暗殺未遂の一件で処しよ罰ばつを受けたのは、〈翼の祈り〉の穏おん健けん派はの人たちだって話だしね、おにいちゃん？」

「……そのようだな」

　おどけたルアークの呼びかけに、カシュヴァーンは険けわしい表情のまま相あい槌づちを打つ。放置されているヨーンを目線だけで振り返ると、

「これ以上の細かい話は、後でじっくり時間を取ってやりたいと思うが。なにせ俺は忙しいんでな」

「りょーかーい」

　主の意い図とを汲くんだルアークが構えを取り直す。

　ヨーンをどうするかもまだ明確になっていないのだし、まずはギゼを取り押さえるのが先決。話は後からいくらでも聞ける。

「……俺を捕まえようっていうのか。そんなに簡単に俺が捕まると……お前より弱いと言いたいのか？」

　周囲に眼を配りながら、ギゼが低く問うた。

「そりゃそうさ。だからこそ俺が一番、ギゼは二番。正直ギゼだって分かってたなら、俺もここまで警けい戒かいしなくてもよかったかなって」

「うるさい黙れッ！」

　やけに挑ちよう発はつ的てきなルアークの物言いに、ギゼは面おも白しろいほど顕けん著ちよに反応する。

「うるさいうるさいうるさいッ！　いつまでも自分が一番だと思いやがって……『先生』も、いつまでも俺とお前を比べる……!!」

　手負いの獣のようにうなったギゼの姿が、突然アリシアの視界から消えた。

　だがその姿はすぐに、二階へ続く階段の途中に現れた。グラネウスたちへと向かおうとしていたギゼの前に、同時に動いたルアークが立ちふさがる格好で。

「だめだって」

「……くそっ！」

　がっと床を蹴る音を立て、ギゼがまた姿を消す。

　と思ったら、いきなり自分を抱くカシュヴァーンの腕が強くなり、アリシアは慌てた。悲鳴を上げかけたところに、間近で刃が嚙かみ合う嫌な音が鳴り響く。

　ギゼが目標を変え、カシュヴァーンに襲いかかってきたのだ。アリシアという荷物を抱えていることを考えれば、ルアークよりは与くみしやすいと思ったのだろう。

　しかしカシュヴァーンはかすかに顔をしかめつつも、ギゼのナイフを剣身で滑らせ受け流す。

「……さすがの腕だが、俺の『息子』ほどじゃない!!」

　ナイフの攻撃をふせぎながら、カシュヴァーンは足払いを仕掛けた。ギゼはすかさず飛び退のいて交わしたが、その間にカシュヴァーンは体勢を整えており、ルアークも側に移動してくる──……

「トレイス、下がれ!!」

　カシュヴァーンが険しい声で叫んだ。

　カシュヴァーンの相手も容易ではないと見たギゼが、トレイスに目標を移したようだ。アリシアは思わず、トレイスにもっと肥料要らずを食べさせておけばよかったと後こう悔かいした。

　トレイスの肉体能力は平均的としか言いようがない。ギゼのナイフを受けることは確定かと思われたが、

「は、はいっ！」

　トレイスは、後ろにひっくり返りそうになったものの、とにかく暗殺者のナイフをかわして近くの柱の陰かげに逃げ込んだ。ルアークが嬉しそうに軽口を叩たたく。

「さっすがトレイスさん、ちょっとだけでも俺の弟で子し！」

「は、はは、ジェダが、勝てそうになかったらとにかく最初の一撃を避よけて、後は逃げろと教えてくれたので……」

「あはは、なーるほど。ジェダさんに代わっておいてよかったよ」

　のどかな会話を交わしたのも束つかの間まのこと。空振りしたナイフを投げ捨て、ギゼが身を低くする。

「ひっ、あっ、俺っ……!?」

　どうやら最初から、トレイスへの攻撃は囮おとりだったようだ。ぐるぐる巻きで放置されていたヨーンの首根っこを引っ摑つかみ、ギゼは外へと続く扉の側に移動した。







「あら、ヨーンが！」

　ギゼに羽は交がい締じめにされたヨーンを見て、アリシアはきょとんとした。

「助けてくれえお嬢ちゃん!!」

　懲こりずにアリシアに呼びかけてきたヨーンと、彼を人ひち質じちとしたギゼの両方をカシュヴァーンは鼻で笑った。

「おい、まさかそいつを盾たてにして逃げる気か？　ギゼ。お前も聞いていたんじゃないのか。俺はついさっき、そいつを処刑しようとしていたんだぞ」

「そんな殺せつ生しような！　カ……、カシュヴァーン様、このヨーン、心を入れ替えます、真ま面じ目めに働きますからっ！」

　貧まずしい頭髪を振り乱し、助けを求めるヨーンより、ギゼはひと回り細い。にもかかわらず首に回された腕に力が入ると、ヨーンはたちまち顔を赤黒く染めて息を詰めた。

　だがギゼもギゼで、後先を考えて取った行動ではなかったらしく、言葉に力がない。

「……う、うるさい……こいつをどうするか、まだ決めていないんだろうが……」

　いまだ階段の上に立ち、こちらを睥へい睨げいしているグラネウスは確かにヨーンをどうしろとも言っていない。とっくに逃げ出したノーラや他の使用人のように去ることもなく、じっと状況を見守っている。

「それに逃げ延びたところで、『先生』の存在を漏もらしたギゼをあの人がどう扱うと思う？　……もう〈玩具の兵隊〉なんてないんだから、いい加減眼を覚ませば？」

　普段の五割り増し嫌味なルアークの発言を打ち消すように、ギゼは怒鳴った。

「うるさい、うるさいうるさいッ!!　俺は強くなれる、お前より『先生』の役に立てるッ!!」

　ルアークに対しても、『先生』に対しても、ギゼはいちいち大きく反応する。ヨーンを抱え、じりじりと後退していくその指先で何かが鈍にぶくきらめいたのにアリシアは気づいた。

「あら……ギゼも指輪をしているのね。結婚指輪ではないようだけど」

　肌の色に擬ぎ態たいした状態なので分かりづらいが、銅製の太い指輪がギゼの右手の人差し指にはまっている。

「指輪……そうか、そいつも武器か」

　たまに目端の利きく妻の言葉に若じやつ干かん動揺しながらも、カシュヴァーンは指輪の正体に勘かんづいたようだ。暗殺者が不要な物を身に着けることはないとの判断である。

「指輪に偽ぎ装そうした毒針ってとこかな。それも『先生』が使えって？」

　わざとのようにルアークが尋たずねると、ギゼはまたしても「うるさいお前には関係ない！」と怒鳴った。一方毒針が首筋に迫せまっていると悟ったヨーンは、涙声で助けを求め始める。

「も、申し訳ありません、この屋敷の話を外に漏らしたのは、その、本当に申し訳ありません……！　た、大して儲もうかってないし、全部使っちまったんですぐには無理ですけど、儲けた分と同額をいつかカシュヴァーン様に差し上げますから、お助け下さい!!」

「カシュヴァーン様……」

　微び妙みようにしみったれた絶叫にも答えない夫の名を、アリシアはそっと呼んでみた。

　だがカシュヴァーンは動かない。そこでアリシアは、いまだ逃げる気配もないグラネウスに向かって問いかけてみた。

「あの……ガーゼット侯爵様、ヨーンをどうすればよろしいの？　どうすれば、カシュヴァーン様のお力になって下さるの……？」

「た、助けて下さるべきですよ！　そうですよね高貴な御お方かた!!」

　グラネウスについてもよく分かっていない様子ながら、ヨーンが援えん助じよを求めて声を張り上げた。

　しかし不用意なひと言が、かえってギゼの焦あせりを募つのらせたようだ。毒針のはまった指に力がこもり、ヨーンはたちまち口をつぐむ。

「もう諦あきらめなよ、ギゼ。ギゼは腕はいいけど、性格的に暗殺者には向いてない。それが分かっていて『先生』がお前を使うのは、お前が失敗したら切り捨てるつもりだからさ」

　そう言うとルアークは、隣で厳しい表情をしているカシュヴァーンをちらりと見上げ、

「俺のご主人様は、人材の配置の仕方を分かってる。ギゼにそのつもりがあるのなら、このままここに残らない？」

　刹せつ那な、ギゼは迷まようように視線を泳がせた。

　けれどカシュヴァーンのほうを向いた途端、心の中に深く根を下ろした問題を思い出したようだ。

「……ラグラドール人と親しく付き合うような奴の下につけるかッ!!」

　叫んだギゼの腕に再び力がこもる。

　同時にアリシアはカシュヴァーンが離れ、ルアークが起こした風が頰ほおを撫なでたのを感じた。ヨーンが潰つぶれた悲鳴を上げ、アリシアは思わず眼を閉じる。

「きゃあっ……!?」

　乱暴に扉が開く音に驚いて、アリシアはそうっと眼を開けた。

　外へと続く扉が開け放たれ、その前でカシュヴァーンとルアークが無言で外を睨んでいる。

　二人の足下ではヨーンが、あうあうと意味不明なうめきを漏らしながら横たわっていた。ギゼの姿はいずこかへ消えていた。







「まあ、ヨーン大丈夫？　ええと、今から肥料要らずを食べたので間に合うかしら」

　耐たい性せいをつけてあげようとするアリシアの台詞に、カシュヴァーンが苦笑する。

「今肥料要らずを食わせると、お前がそいつを殺してしまうぞ。……おい、ヨーン、いつまで転がっている。とっとと立て」

　いまだぐるぐる巻きのヨーンが自力で立てるはずもないのに、カシュヴァーンは冷たく言って靴くつ先さきでヨーンを蹴飛ばした。

「いでっ！　あっ、あっ俺生きてっ……!?」

　すでに至いと高たかき国へでも昇ったつもりだったのか、口の中で聖句を唱となえ始めていたヨーンは痛みによって自身の幸運に気づいた。アリシアなどならいざ知らず、精製した肥料要らずの毒を受けていればとっくに絶命しているはずである。

「カーシュぼっちゃん……!!　あ、ああ、ありがとうございます、ありがとうございます……!!　まったく、助けて下さるならもったいぶらずに助けて下さればいいのに！　とはいえ、本当にありがとうございますカーシュぼっ、あいてえッ!!」

　ぺらぺらまくし立てたヨーンは、またしてもカシュヴァーンに肩先を蹴飛ばされて黙った。

「あ、間に合ったんだ、よかったねえヨーンさん。がんばって突っついてはみたけど、ギゼの腕だからなあ、命拾いしたね」

　足元を見ながらにこやかに言ったルアークの眼が、また扉の外に戻った。

「……しかしさすがだな、結局人質なしで逃げちゃった。あの王子様も、今後はラグラドール人と付き合うつもりなんだろうにねえ……ま、どういう付き合い方をするかは分からないけど」

　ひとりごちるその顔を見て、カシュヴァーンはルアークがやけに饒じよう舌ぜつだった理由に気づいたようだ。

「お前にしては妙に絡むと思ったが……ギゼは、結構できるようだな」

　先ほどギゼの一撃を受けた際はルアークに劣おとる、などと挑発したカシュヴァーンだが、ギゼは彼ら二人の前から無傷で逃げおおせたのだ。二人がヨーンに気をとられたことを割り引いても、かなりの手て練だれである。

「単純な技術だけなら、ギゼのほうが実は俺より上かもよ。でもあいつは、精神面が弱いっていうか、不安定だからね。黙ってさっさとやれば簡単にこなせることも、突っつかれると崩くずれちゃう」

　ギゼの動どう揺ようを誘さそうため、「一番」「二番」と強調していたルアークだったが、実際の評価は異なるらしい。そもそもギゼの評価がそこまで低ければ、『先生』の潜伏を疑うまでもなく捕まえられていたはずである。

「ま、暗殺者なんて、仕事中口きく機会はそんなにないんだけど、ギゼは結構引きずっちゃうからなあ」

「特にお前に関わることだと、か？」

　剣をしまい、次いで驚いている外の警備兵たちへの説明をトレイスに任まかせたカシュヴァーンが口を挟んだ。

「お前も案外引きずるだろうが、ルアーク。ギゼを傷つけるのは構わんが、自分が流している血も計算に入れておけよ」

「……相変わらずのいいおにいちゃんぶり、むかつくったらないね」

　久々の憎まれ口を叩いたルアークが、足元のヨーンを苦もなく引きずり上げた。ヨーンはルアークが相当な実力者であると悟ったらしく、おとなしく沈黙を守っている。

「ひとまずギゼのことは置いといて、この人をどうするのかおうかがいを立てるべきなんじゃない？」

　ルアークの視線の動きに合わせ、振り向いたアリシアはグラネウスが階段を下りて歩み寄ってきたことに気づいた。初対面の銀髪の少年を興味深そうに見つめながら、

「見事な手並みだな。君が噂うわさの死神かね」

「おっと、俺って意外に有名人。初めましてガーゼット侯爵閣下、ルアークでぇす」

　おどけて自己紹介するルアークと、グラネウスを見つめるカシュヴァーンの表情がわずかに引き締まる。それに気づかずアリシアは、微ほほ笑えみながらつけ足した。

「ルアークは私たちの息子ですのよ」

「息子？」

　そこまでの事情は知らなかったらしく、グラネウスはまじまじとアリシアとルアークを見比べ、最後に咎とがめるような視線をカシュヴァーンに向けた。

「ライセン強公爵……貴公は、ゼオより手が早いのだな。よもやアリシアとは結婚前から」

「……もっともな誤解ですが、違います閣下。養子のようなものだとお考え下さい」

　意味のない咳せき払ばらいなどしてから、カシュヴァーンは鋭い眼つきになって話を変えた。

「それにしても、ルアークのことまでご存じとは意外ですね。一体こいつのことをどこから？」

　ルアークの存在は一部の関係者以外は知らない。こうして姿を現したのも、ついに尻しつ尾ぽを見せたギゼを捕まえるため、やむなくだ。

　だがグラネウスの反応は、ある程度以上にルアークのことを知ち悉しつしているとしか思えない。

「それよりもだ。貴公はヨーンをどうするつもりなのかね」

　剣けん吞のんなカシュヴァーンの質問を、グラネウスは穏やかに受け流した。カシュヴァーンの眼がますます鋭くなる。

「……連れてこい、とおっしゃったのは閣下ではないですか」

「そう、私は連れてこいと言った。その後どうしろとは言っておらぬよ。だから改めて問おう。貴公は彼をどう処断する？」

　試すようなその言葉に、カシュヴァーンは黙ってヨーンを見た。途端にヨーンは震ふるえ上がって哀あい願がんを始める。

「カ……ぼっちゃ、いやあの、ご、ご冗談を、せ、せっかく見つけて下さったのに、わ、わざわざここまで連れ戻しておいて、しかも一回助けておいて、殺すなんて、そんな……ねえ？」

　脂あぶら汗あせを流しながら、ヨーンは媚こびた視線を送るが、カシュヴァーンもヨーンを捕まえているルアークも何も言わない。

「あの……ガーゼット侯爵様は、ヨーンをどうなさりたくて連れて来させましたの……？　『雨悪』の続編がお読みになりたいとか、そういうおつもりでは……？　せめて一作書き終えるまでは生かしておいても」

　アリシアが提案してみても、グラネウスの態度は素そっ気けなかった。

「アリシア、私は君の夫の判断を聞いているのだよ」

　それ以上言えず、心配そうにしながらもアリシアが黙ると、いよいよ味方なしと悟ったヨーンは精一杯哀あわれを誘う表情を作った。

「お、お願いします、お願いします、ライセン……そうだ、強公爵閣下！　お、俺なんか殺してもなんにもなりませんよ……!!　寛かん大だいな、寛大な処置を求めます、お、お父上とは違うとおっしゃるのなら、そうするべきです!!」

　調子のよさはリュクにも似たところがあるヨーンだが、今も引きこもっているらしいあの絵師と違って彼の言動は図ずう々ずうしいの域を超えていた。本人に嫌味を言っているつもりはなさそうなところが余計に癇かんに障さわる。

「どうする？　おにいちゃん、この人始末しようか？」

　セイグラムに取り入ろうとするジェダを真似てルアークがふざけたが、眼が笑っていない。肥料要らずの甘い匂いを放つ長針を眼前にかざされ、ヨーンが情けない悲鳴を上げた。

　無様な光景を冷ひややかに眺ながめていたカシュヴァーンは、やがて妙に優しい顔で笑った。

「──そう、俺はとても寛大な男なんだ、ヨーン」

　声も優しい。しかし先のルアーク同様、眼が笑っていない。

















「寛大ついでに、もう一度お前を雇ってやろう。同どう僚りようになるのは、お前を縛り上げてここまで連れてきた奴らだから、顔合わせの必要はないな。早さつ速そく明日から働いてもらう」

　そこまで聞いて、明るい表情になりかけていたヨーンが絶叫する。

「あ、あいつら、自警団だって、カカカカーシュぼっちゃんの忠実な部下だって……!!」

「そう、忠実な、俺の可愛かわいい部下たちさ。どこかの誰かさんと違って、どれだけ俺の評判が悪かろうが逃げ出したりせず、何事かあれば命がけで戦ってくれるような奴らばかりだ」

　シルディーンの旧貴族たちには受けが悪いカシュヴァーンだが、農民層からの評判は案外悪くない。特に年齢の近い若者たちは旧体制への反抗的な態度に共感を覚えるらしく、自発的に自警団を作っているぐらいだ。

　時には熱意が横滑りし、カシュヴァーンの名を出して無む闇やみに暴れたりすることもあるのが少々厄やつ介かいだが、昨年の親ディネロ派暴発の際は領主の留守を守るべく率そつ先せんして戦ってくれた。外部の味方作りと平行し、カシュヴァーンが地盤固めをしたいと彼らに協力を仰いでいるため、士気はますます高くなっている。

　そこへヨーンは放り込まれる。代替わりの際に逃げ出した裏切り者として。

「ああいう連中と触れ合えば、お前のたるんだ精神も肉体もきっとみるみる引き締まるだろう。ちょっとばかり荒っぽいところがある連中だし、長い眼で見れば緩慢に処刑されるのと変わらないかもしれんが、俺はお前を信じるぞヨーン。すべての試練に耐えきって、立派な部下になってくれるよな？　十年前とは違うのだから」

　ヨーンの無自覚な嫌味をきれいに投げ返したカシュヴァーンは、二の句が継つげない彼を眺めて腰の剣に手をかける。

「不服か？　なら仕方がない。至高き国か水みな底そこの国かへ、ひと息に」

「わ、分かりました、分かりましたっ!!」

　やけくそで同意したヨーンに尊大にうなずいたカシュヴァーンは、ちょうど戻ってきたトレイスに指示を出した。前々から打ち合わせはしてあったのか、すぐに心得たトレイスは警備兵を呼んでルアークからヨーンを引き取らせる。

「うあ、あ、あの、カ、カシュヴァーン、様……どうしても……？」

　なおもぐずぐずしているヨーンを見つめるカシュヴァーンの眼が、一気に冷たくなった。見せかけの優しさを脱ぎ捨て、「アズベルグの暴君」は冷れい酷こくに宣言する。

「そもそも俺は、死後の世界など信じてはいない。貴様が至高き国へ行けるとも思えんが、水底の国の怪物よりも現世の怪物のほうがよほど怖こわい。貴様もすぐにそれを知るようになるだろう」

　亡き父を、そして自みずからを指す「怪物」という単語に相応しい眼光を浴あび、ヨーンが硬直する。隣のトレイスまで一瞬動きを止めたのに気づき、カシュヴァーンは小さく息を吐いた。

「……どんな汚い血だろうが、ここで血が流れるのはもうたくさんだ。俺が寛大でい続けられるよう努力しろ。二度目はないぞ」

「ト、トレイスにできるなら、俺も執しつ事じ……あいてえぇっ!!」

　さらなる寛大さを求めるヨーンの足を、トレイスが思いきり踏みつけた。トレイスもだんだんカシュヴァーン様に似てきたわ、とアリシアは思った。

「あら、でもよかったわねヨーン。これから忙しいだろうけど、時間がある時にいろいろとお話を聞きたいわ。『雨悪』の続編もいいけど、『練八』の続編も読んでみたいのだけどどう？　題名は『こうなりゃ九回生きるぞ錬金術師』、略して『こう九きゆう練れん』でどうかしら」

　ちゃっかり提案してみるアリシアの髪を撫でてやりながら、カシュヴァーンが皮肉っぽくつぶやく。

「まったく、あんな本を書いておいて、命があるだけありがたく思え」

　夫婦それぞれの言葉を聞いて、連れて行かれかけていたヨーンがいぶかる。

「あ、の……なんか、さっきから変だと思っていたんですが……本って、なんの話で……？」

「え？　ヨーンはたくさん本を書いているんでしょう？」

「ハルバーストの薔薇屋敷」をはじめとした数々の著作があるではないか、とアリシアも不思議そうに聞き返したが、ヨーンは大きく首を振る。

「とんでもない！　そこまで読み書きができりゃ、もっとましな仕事に就ついてましたよ!!　俺はただ、ここでの話を面白がった奴に話しただけで……!!」

「なんだと？」

　カシュヴァーンも眉をひそめた。

「話しただけ？　誰にだ」

「ちょいと身なりはよかったですが、どこの誰とも知らねえです。一回しか会わなかったし……」

　アズベルグ地方から逃げ出したヨーンは、追っ手を恐れて各地を転々とするうちにガーゼット地方にまで逃げ延びた。安酒屋で酔よいつぶれていた時、たまたま近くにいた見知らぬ男と意気投合して出身地の話をしたら、珍しい話を聞きたがっている人がいると紹介されたのだという。

　礼金をもらえるとのことだったので、路銀が尽きかけていたヨーンは飛びついた。翌晩同じ酒場にて、どこかの物好きな貴族か話の種探しの吟ぎん遊ゆう詩人だろうかと思いながら「ハルバーストの薔薇屋敷」の話をし、その場で金を受け取ってそれきりということだ。

「では、あの本の作者はそいつだと言うのか。念のため聞くが、雨……なんだったか、そういう本もお前が書いたんじゃないんだな？」

「雨だか晴れだか知りませんが、俺は本なんか書いたことないですって！　あっカシュヴァーン様、もしかして俺があの話を本にしてばらまいたと思ってお怒りなんで!?　だったら誤解です、では俺はこれで無罪放免あいてぇっ!!」

　カシュヴァーンとトレイスに片方ずつ足を踏まれたヨーンが悲鳴を上げる。

　やっぱりトレイスはカシュヴァーン様やセイグラムに似てきたわ、と考えたアリシアの頭の中に、不意にいくつかの事項が連続して並んだ。




　貴重品のはずの『雨悪』を、短期間に二冊も用意できた。

『七なな練れん』も『練八』も持ってきてくれた。

『雨悪』の文章をそらで読み上げられた。

『ハルバーストの薔薇屋敷』の内容を覚えている。

　何より、まるで関連性がないはずの『練金』シリーズ『雨悪』『ハルバーストの薔薇屋敷』が、すべて同一の作者の手によるものと知っていた。




「もしかして、本をお書きになったのはヨーンではなく、ガーゼット侯爵様？」

　思いつくままアリシアが口にしたひと言に、黙って状況を見守っていたグラネウスがかすかに反応を示す。

「えっ、まあっ、本当に!?　では『こう九練』をぜひもが」

「──なるほど」

　妻の口をふさぎつつ、ひとり得とく心しんした様子のカシュヴァーンは、まず手を振って兵士たちにヨーンを連れて行かせた。広間内に関係者だけが残ったところで、改めてグラネウスに向けられた瞳は鋭い。

「そしてヨーンに俺が奴を探していると教え、逃とう走そうを手助けしていたのもガーゼット侯爵、あなたですよね？」

「えっ？」

　アリシアは驚いてカシュヴァーンを見上げた。しかし発言者はもちろん、トレイスにもルアークにも動揺した様子はない。

　そしてグラネウスもまた、動揺している様子はなかった。

「左様」

　呆あつ気けなくカシュヴァーンの指摘を肯こう定ていする声には、出来のいい生徒を褒ほめる教師のような満足感が表れていた。

「本当に仲のいい、そして勘のいい夫婦だね。どちらも正解だよ。ヨーンからこの家の話を聞いたのは私自身ではなく、私が金で雇った者だがね」

　同じようにアリシアをも褒めたグラネウスに、カシュヴァーンは質問を重ねた。

「では先ほどの、ギゼという暗殺者。あいつも閣下が雇ったのですか」

「それは違うな。彼については、ルアークといったね。君の推理のとおりだろう。ただし元〈玩具の兵隊〉に、王家の側についた者はいないはず。だからギゼと……『先生』かね？　彼らは、あのナディールという男の部下と見ていいだろうな」

　すらすらと答えるのを聞いて、カシュヴァーンは眉み間けんにしわを寄せる。右手が剣の柄つかを握にぎった。

「──侯爵閣下は『自分は世捨て人に近く、王位にも政治にも興味がない。だが面倒ごとが起こると気ままに暮らせないので、ヨーンを捕まえられたら力になってもいい』。そういうお話でしたが、ずいぶん王家の裏事情にお詳しいようですね」

　組織が解体された後の元〈玩具の兵隊〉の状況については、成員だったルアークでさえはっきりした情報を持っていないのだ。ルアークがへえ、と意外そうな声を上げるのを聞きながら、アリシアは今にも剣を抜きそうな夫の腕にすがる。

「カシュヴァーン様、けんかはよくありませんわ。ガーゼット侯爵様にはお力をお借りしたいのでしょう？　お斬きりになるなら、せめてもう少し後で」

「下がっていろアリシア。お前の言うとおりではあるが、この方がいくつかの噓うそを俺たちについていることは事実だ。その理由が分からないうちは、油断はできん」

　さり気なく失礼なことを言うアリシアを背に回し、剣吞につぶやくカシュヴァーンの眼はグラネウスから動かない。

「そう怖い顔をしないでおくれ、これも処世術というものだ。私が王位に興味がないのは本当のことだよ。若い頃散々、その件でイーダルにいじめられたのでね。……とはいえ、まるで政治に無関心でいれば、知らぬ間に災難が降りかかってくることもあるのでね……」

　宰さい相しようの名を挙げて苦笑いしたグラネウスの指先が、おもむろに夜空を擬ぎした上着の隠しに滑り込む。

　カシュヴァーンとルアークがかすかに動いたのは、無論なんらかの武器を出すのではないかと考えたのだ。しかし指輪だらけの指が取り出したのは、甘い香りを染み込ませた薄紫色の封筒。

「まあ、そのお手紙は……エルティーナ様からの？」

　眼は悪いが鼻はいいアリシアは、カシュヴァーン越しに漂ってきた匂いに敏感に反応した。

　最近手元に届かないが、上品な色と甘い香りが特徴のこの封筒はエルティーナ・オーデルお気に入りの品だ。開封されているため封ふう蠟ろうがなくなっているが、そこには格調高い一輪の百ゆ合りの紋もん章しようがあったはず。

「ガーゼット侯爵様も、エルティーナ様と文通していらっしゃるの？」

「左様。君とほど頻ひん繁ぱんではないが、私とエルは昔から結構仲がいいのだよ。王位を巡めぐるごたごたに巻き込まれ、嫌な思いをした同士という連帯感があるのでね」

　意外な交友関係を明らかにしたグラネウスは、さすがに驚き顔のカシュヴァーンに微笑んだ。

「ライセン強公爵、実は私はエルに頼まれていたのだ。貴公とアリシアに味方をしてほしいとね」

　それを聞いて、ルアークが黙って手元から得物を消した。カシュヴァーンも剣から手を離すが、鋭い光は変わらず瞳の底にたゆたっている。

「……説明はしていただけますね、ガーゼット侯爵閣下」

「無論だ、最初から話そう。少し長い話になるが、聞いてくれるかね？」

「もちろんですわ!!」

　勢い込んでアリシアが答えると、グラネウスは楽しそうに、少しだけ寂しそうに笑った。

「……アリシア、お前は」

　部屋に戻れと言いかけたカシュヴァーンをグラネウスが制する。

「アリシアにも関係のある話だ。彼女を守りたい気持ちも分かるが、いつまでもひとりだけ、何も教えてもらえないのではかわいそうだろう。一緒に聞いてもらうとしよう」

　カシュヴァーンは正直に嫌そうな顔をしたが、グラネウスの機嫌を損そこねるまいと思ったのだろう。

「……聞くだけにするんだぞ、アリシア。それとこれから先の話は、絶対に絶対に他言無用だからな」

　いつでも口をふさげるようにと、さり気なく肩に手を置いた夫に「おなかが痛い」思いをしながらも、アリシアはこっくりうなずいた。そんな夫婦の様を、グラネウスはやはり楽しそうで寂しそうな瞳で見ていた。







　事の始まりはもう三十年以上も前のことに遡さかのぼると、グラネウスは口火を切った。

「今もそうだが、当時のシルディーン王家も世継ぎに恵まれていなかった」

　うちの家系は子供ができにくい。廃園にてゼオルディスがそう言ったのをアリシアは思い出した。カシュヴァーンも同じことを思い出しているらしく、「あのクソ王子」とぼそっと毒づいた。

「ランドレイという王子がひとりだけいたが、諸君らもご存じのようにあれは臆おく病びようで頼りなくてね。下げ克こく上じようの風潮を押さえつけ、〈翼の祈り〉教団をも支配下に置き、絶対王政の実現を目もく論ろむイーダルには不本意なことだっただろう」

　カシュヴァーンの青い反応を穏やかに見つめつつ、グラネウスは話を進めていく。

「しかしイーダルは、王家の血筋にこだわっていた。先王の子であるランドレイを王にすると言って譲ゆずらなかった。だが私はランドレイと同年代で、遠く王位継承権を持っている。私自身には昔からあまり権力志向はないが、王家を絶たやしてはならぬと一応の帝王学は学ばされていた。その結果、ランドレイよりはよかろうと、野心ある者たちが私を担かつごうとすることが何度かあってね……おかげでイーダルには、ずっと眼の仇かたきにされていた」

　ランドレイに何事かあれば次代の王がいなくなる。国家の存続のために保険をかけておくのは当たり前だが、複数の王位継承権保持者が、彼らの背後についた臣下の争いを招まねく。アリシアの好きな本でもよくある展開だ。

「もっともイーダルは、ランドレイに満足していたわけではない。むしろ自分が王に選んでやったのだから、とばかりに厳しく締めつけ、そのくせ己おのれの希望に沿わぬ力量であることを嘆なげき、かえってランドレイを卑ひ屈くつにさせてしまったようだが……」

　嘆たん息そくしたグラネウスは、ここは端折はしよってよしと判断したようだ。やるせない表情を消し、平坦な口く調ちように戻った。

「王位継承争いに辟へき易えきした私は、政治に興味はないと宣言して人付き合いを絶った。結婚もせず、子も作らなかった。下へ手たに王位継承権を持つ者を増やして、後こう生せいに争いの種を残したくなかったのでね」

「まあ、ディネロ様みたもが」

　いまだライセンの屋敷に来ないディネロ。彼の昨年の宣言を連想したアリシアの口を、カシュヴァーンがすばやく押さえる。

　慣れのうかがえるやり取りに目元だけ微笑んで、グラネウスは話を続けた。

「元から好きだった趣味の世界に没ぼつ頭とうし、気ままに生きるのは私の性しようにも合っていたのだよ。人はやれ悪趣味だの、義務を放棄して気楽なものだと噂したが、知るかと思っていた。……私が義務を放ほう棄きしたからこそ、流れずにすんだ血もあるのだからね」

　奇き矯きような趣味はグラネウスの生来の嗜し好こうではあったのだろうが、そこに一種の厭えん世せい観かんが加わったとき、彼は「悪あく食じき大たい公こう」への道を踏み出した。見た目からして浮うき世よ離ばなれしたグラネウスを見て、イーダルはあれでは競争相手にならぬとほくそ笑んだに違いない。

「やがてめでたくランドレイは王になり、しばらくしてエルティーナという娘が生まれた。イーダルは女王は気に入らなかったようだが、直系の子ということでエルにも一応帝王学を学ばせた。その後も長く男児が生まれなかったので、エルが女王、もしくは彼女の夫が王になるという噂が流れたこともあった。しかし……このあたりのことは、エルにも聞いているかな？」

「……ええ」

　アリシアの口をふさいだまま、カシュヴァーンが慎しん重ちようにうなずく。

　一時は女王としての道を無理やり歩まされかけたエルティーナは、ゼオルディスの誕生により野心家のジスカルドと結婚させられたという。

「エルもかわいそうな子だ。父親とイーダルの都合に振り回され、政治の道具に使われ続けた。……夫を愛しているのが救いと言えば救いかね」

　たとえ玉座に登るための踏み台として扱われても、エルティーナはジスカルドを愛しているのだ。だがそれゆえに生まれる葛かつ藤とうもまた、グラネウスは十二分に理解しているようだった。

「そして、ゼオ……ゼオルディスの登場だ。イーダルはあの子を何がなんでも次の王にする気なのだ、ランドレイの時に果たせなかった〈強い王〉を作るために。しかし……君たちも分かっていよう。ゼオがどんな人間か」

　カシュヴァーンは答えなかったが、王子の名が出た瞬間の眉間のしわがその胸のうちを表現していた。代わりに、

「……そこでオーデル侯爵夫人は、ご自分では俺たちと連絡を取れないので、あなたのほうに直接依頼したというわけですか」

　アリシアとの文通すら規制されているらしき状況だ。カシュヴァーンに手紙を送るなどまず無理だろう。

「左様。エルは聡明で、政治的な嗅きゆう覚かくに優すぐれている。私のような立場の人間が貴公らに味方すれば、少なくとも王位継承権の面ではゼオと釣り合いが取れるからね。イーダルがどう工作しようが、あの子がいきなり政治の場に出てきたのは誰の眼にも明らかだ。長く人前に出てこなかった私と、人望のなさも名の知られていなさでもいい勝負だろう。そもそも我が国の王自体、人の関心を引かなくなって久しいのだがね……」

　シルディーン国内では、各地方の領主があたかも小国の王のように振る舞う状況が続いている。王家の権威は全くない訳ではないが、王宮から遠い地方ほど制御を受け付けず、ひどい時には王命による徴ちよう税ぜいや徴ちよう兵へいを断ったりするのだとか。

　ジスカルド様はそれを変えたいとおっしゃっていたわ、とアリシアは思い出した。と同時に、夜の庭園で彼に追いかけ回された挙げ句、唇を奪われた時の記憶も──……

「アリシア？」

　ぶるっと震えた妻を、カシュヴァーンが怪け訝げんそうに見やる。話の邪魔をしてはいけないと、アリシアは「な、なんでもありませんの」とごまかした。

　グラネウスもわずかに瞳を細めたが、すぐに話を再開する。

「だが、ライセン強公爵。貴公に味方するということは、今一度政治の表舞台に舞い戻ることだと私も理解している。だから私は、貴公がどういう人間か知りたかった。そこでヨーンをだしに、様々な角度から貴公を分析してみることにしたのだよ」

　様々な角度、というところでグラネウスはなぜかアリシアを見た。反射的ににこっとしたアリシアに、グラネウスもにこっとし、カシュヴァーンはむっとする。

「一応言っておくが、ゼオとほぼ同時期に私がここに来たのは単なる偶然だ。とはいえ必然的なことではあるだろう、なにせゼオは貴公とアリシアに、大変興味を持っているようだから……」

　信じてもらえないかもしれないが、と結んだグラネウスに、カシュヴァーンは無表情に尋ねた。

「──それで、いかがなのです。一連の出来事をとおして、私はあなたの臣下としての合格点に達していましたか？」

　一人称を「私」にしての問いかけに、グラネウスも心持ち背筋を伸ばす。

「そうだな。まずヨーンを捕まえたこと及び、私が背後にいたことに気づいたのも見事。ガーゼット地方と貴公にはまるで縁えんがないはずだが、不慣れな土地でよくこれだけの情報を得られたものだ。ラグラドール人は情報の扱いにも優れていると聞くが、彼らの働きかね？」

「支払いを怠おこたらないうちは、彼らは非常に優秀です」

　ラグラドール人に肩入れした様子のない答えに、グラネウスはひとつうなずき話題を転じる。

「だがヨーンの扱いに関しては意外だった。とんでもない暴君だと聞いていたが」

「あいつの命を取るのはたやすいですが、私もいつまでもただの暴君ではいられません。たまには人気取りも必要でしょう」

　ただの暴君ではいられない。これも昨年、ディネロが言っていた言葉。

　ディネロ様とリドレックは大丈夫かしら、と思いながら、アリシアは無意識に夫の上着の裾を握り締めた。

　カシュヴァーンとグラネウスの一見淡々としたやり取りには、アリシアまで落ち着かなくさせる緊きん張ちようが含ふくまれていたのだ。ルアークもトレイスも少し心配そうにしているし、ギゼが去ったので戻ってきたノーラその他の使用人たちもはらはらした顔をしている。

「結構。人気取りの必要性が分かっていないよりはいいだろう」

　これも深追いしなかったが、グラネウスはいきなりきわどい質問をしてきた。

「未来の王として担ぐだけなら、血筋的には貴公の被ひ後こう見けん人にんであるレイデン伯爵、オーデル侯爵、もしくはアズベルグ公爵でもいいのではないかね。高名な地方伯が王位を継いだ例が過去にないわけではない。さもなくば自らが王になる、という手もあるが、なぜ私に声をかけたのだね？」

　折に触れセイグラムが口にする玉座へのいざない。

　初めて耳にした話題ではないはずなのに、アリシアはどきっとしてしまった。

「……レイデン伯爵はまだ年少で、王は荷が重すぎます。オーデル侯爵と私はあまり仲がよろしくないので、あの方を担ぐことは無理です。アズベルグ公爵は昨年以降私の下で働いている状態ですので、今さら王にすることは体面上できません。私自身には、王の器うつわはありません」

「貴公は噓をついている」

　よどみないカシュヴァーンの答えを、グラネウスが一いつ蹴しゆうする。

「しょせん貴公は、我が国の王などすべてただの飾りだと思っている。といってもゼオに〈強い王〉として頭ず上じように君くん臨りんされてはかなわないので、別の王は必要だが、争いの結果害される可能性は高い」

　語る声は穏やかだが、その内容は非常に物ぶつ騒そうだ。

「だから担ぐならたやすく使い捨てができる相手、そうしても良心が痛まない相手がいいのだろう？　レイデン伯爵とアズベルグ公爵は貴公らと親交が深いし、オーデル侯爵はエルの夫だものな。……だからこそエルも、私に声をかけてきたのだろうが」

　つまり、カシュヴァーンもエルティーナも、グラネウスに生命の危険が……それこそ暗殺者が差し向けられる可能性があることを理解した上で、助力を仰いだということになる。

　アリシアは困こん惑わくしながらカシュヴァーンを見上げたが、カシュヴァーンはなんら悪びれることなく首しゆ肯こうした。

「そこまで分かっておいでであれば、余計なことを申し上げる必要はなさそうですね。もっと年少の継承者がいればなお都合がよかったのですが」

　グラネウスもまた、静かに同調する。

「イーダルもそういう者がいれば、ゼオを無理やり王子として担ぎ出すこともなかったろうに。……もっともそのような若い芽は、ランドレイに摘まれてしまっただろうが」

　ため息をついたグラネウスがまたアリシアを見た。その眼には何やら企たくらみの気配がある。

「ところで女王アリシア、という線はどうかね。地方伯フェイトリンの令れい嬢じようだ、貴公よりは相応しいかもしれんが」

「──ご冗談を」

　短くカシュヴァーンは切り返したが、その表情にはわずかながら焦あせりが見え隠れしていた。暴君の青い反応をグラネウスは好もしそうに見やり、つぶやく。

「貴公は本当に、妻を愛しているのだな。そしてアリシアも貴公を……」

　嬉しそうに、少し寂しそうに言った後、グラネウスはおもむろに姿勢を正した。

　邪教の館と見み紛まがう黒い館を背景に、豪ごう奢しやな金髪が鈍く光っていた。夜空を体現した衣装に包まれたその姿には、年齢を重ねたからこそ放つことが可能な重厚な威い厳げんがあふれている。

　イーダルがグラネウスを危険視したのも無理はない。いつもおどおどしたランドレイと比べるまでもなく、王様というよりちょっと魔王様っぽいけどとってもすてき、とアリシアはうっとりしてしまった。

「よろしい。貴公の望みどおり、今一度王となる道を歩もうではないか。その代わりライセン、今ここで私にひざまずき、忠ちゆう誠せいを誓ちかいたまえ」

　軽くあごを上げたグラネウスは、傲ごう然ぜんとそう命じた。








　第五章　讃えよ、我が主







　まるでこの館やかたの主あるじであるがごとく、グラネウスは広間の中心部に立っている。

　彼より「ひざまずけ」との命令を受けたカシュヴァーンの動向を、アリシア以下ライセンの屋敷に住まう人々すべてが固唾かたずを吞のんで見守っていた。

　カシュヴァーンは「アズベルグの暴君」と呼ばれ、国王にも聖職者にも高名な地方伯たちにも一貫して不ふ遜そんな態度を崩くずさなかった男である。それが自分の館にて、妻や使用人の眼の前で膝ひざを屈するよう要求される──己おのれの選んだこととはいえ、屈くつ辱じよくを感じていないはずがない。

　だがカシュヴァーンはためらわなかった。少なくとも、ためらいを表おもてに出さなかった。

「カシュヴァーン様……」

　摑つかんでいた上着の裾すそが、アリシアの手から離れていく。カシュヴァーンはグラネウスに歩み寄り、恭うやうやしく膝を折った。

「我が王。この私、カシュヴァーン・ライセン強公爵は、グラネウス・フィラル・ド・ガーゼット侯爵閣かつ下かに忠ちゆう誠せいを誓ちかいます」

　よくとおる声が、朗ろう々ろうと広間の中に響ひびき渡る。グラネウスは悠ゆう然ぜんとその声を受け止めている。

　王とその前にひざまずく臣しん下か。何冊か読んだことのある、騎士道物語のような光景を不思議な感動を覚えながら見つめていたアリシアは、そっとドレスの両端をつまんだ。

　様々な思おも惑わくが絡み合ってはいるが、グラネウスはカシュヴァーンが忠誠を誓うと決めた相手。

　ならば妻たる自分も。

「……ほう」

　床にドレスの裾を丸く広げながら、夫と同じくひざまずいたアリシアを見てグラネウスが瞳を細める。

「じゃ、俺も」

「……私も」

　ルアークもトレイスも、アリシアの両りよう脇わきに膝を突き頭こうべを垂たれた。

　階段の上にいたノーラも小走りに駆かけてきて、アリシアの背後で同じようにした。

　少し離れた場所にいたセイラ、ダンやロセといった使用人たちも次々とグラネウスにひざまずく。いつの間にか広間の端に顔を出していたリュクやあの金きん細ざい工く師しのような大だい工くも、訳も分らぬままだろうがとにかくその場に膝を突いた。

「──結構。みな、顔を上げなさい」

　ひざまずいた人々のただ中でひとり静かに立っていたグラネウスは、おもむろにそう命じた。無言で顔を上げたカシュヴァーンに微笑みかけ、

「ライセン。いや、カシュヴァーンと呼ばせてもらおうか。カシュヴァーン、貴公はよき夫であり、よき『父』であり、よき主であるのだな」

「……彼らがよき妻であり、よき『息子』であり、よき使用人たちであるだけのことです」

　かすかに背後を振り返りながらの謙けん遜そんには、隠しきれない感謝の念が含まれていた。

「相あい分わかった。貴公が必要とする王として、できる限りのことをすると私も誓おう」

　誓いを返したグラネウスは、カシュヴァーンに立つよううながした。

「ところでカシュヴァーン。貴公も知っているとおり、人は変わる。良くも悪くも」

　言わんとしていることを感じ取ってか、片かた眉まゆを上げたカシュヴァーンを見上げてグラネウスは尋たずねた。

「ゼオ……ゼオルディスがもしも良き王となった暁あかつきには、あれにひざまずけるかね」

「……良き王となって下さるのならば」

　真っ向否定した訳ではない。しかしその答え方には明らかな棘とげがある。

　尋ねたグラネウスも、カシュヴァーンの答えは分かっていたのだろう。それ以上追及することもなく、「そうかね」とだけうなずいた。

　姿勢を戻し、二人のやり取りを聞いていたアリシアの脳のう裏りに、歪ゆがんだ明るい笑みを浮かべた王子の顔が浮かぶ。

　ゼオルディスを「かわいそうな子」と評したグラネウス。

　なのにカシュヴァーンの望む王となることを受け入れたばかりか、ゼオルディスが良き王となったらとの仮定に対する、不遜な答えを咎めようともしない。

　寂さびしいんだよ、とつぶやいたゼオルディス。

　カシュヴァーンと似ているようで違う、違うけれど似ている彼には母はおらず、近きん侍じのフロリアンは主のことを嫌っているようだ。

「……アリシア、こら、下がっていろ」

　そっと進み出てきた妻に、カシュヴァーンがしかめ面つらをする。だがグラネウスはアリシアを見て微ほほ笑えんだ。

「いいではないか、カシュヴァーン。アリシア、どうしたのかね？」

　少しためらったが、アリシアは思いきって聞いてみた。

「あの、王子殿下はカシュヴァーン様に意地悪をなさるから、カシュヴァーン様があの方をお嫌いになるのも仕方がないかもしれませんけど……ガーゼット侯爵様は、ゼ……王子殿下を、かわいそうだとおっしゃいましたわ。本を調達して差し上げたり、交流がおありのようですのに……そうお思いなら、お助けしなくてよろしいの？」

　先のカシュヴァーンとのやり取りはまるで、ゼオルディスとの繫つながりを断ち切る宣言のようにも聞こえた。

「……そう、ゼオはかわいそうな子だ。だがきっとあの子は、私が差し伸べた手は取らないだろう」

　一瞬驚いたように沈ちん黙もくを挟んだものの、グラネウスは迷まよいなくそう答えた。

「救いを求めぬ者は、誰にも救うことはできんよ。だがあるいは、アリシア……いや、いいのだ」

　カシュヴァーンの眼が険けわしくなったのに気づいてか、グラネウスは中途で言葉を飲み込んだ。

「──ところで閣下。私からもひとつ、おうかがいしておきたいことがございます」

　と、今度はカシュヴァーンが質問者に回った。つい先ほど忠誠を誓ったばかりの相手をまっすぐ見据えながら、片手でアリシアの肩を押して下がらせる。

「ガーゼット侯爵閣下には、奥方を食べておしまいになったという噂うわさがある。……以前、我が妻に対しても、そういったお話をされたことは聞き及んでおります」

　あら、私しゃべったかしらと一瞬思ったアリシアに、ルアークが片眼をつぶってみせる。図書室でのやり取りは彼が報告していたらしい。

「カシュヴァーン様!?」

　ぎょっとしたように声を上げたのはトレイスだ。せっかくうまくまとまりかけていたものを、との非難がその表情に現れているが、カシュヴァーンは意に介さない。

「ご存じのとおり、我が妻は大変好奇心が強く、特にそういった物ぶつ騒そうな話を好みます。おかげさまで閣下とも親しくさせていただいているようですし、著作には楽しませていただいているようだ。しかしながら、閣下がアリシアに食欲を抱いていらっしゃるのなら……失礼ですが、妻とお会いいただく際は必ず他の者を同席させることをお許し願いたい」

　これだけは先に確認しておかねばならない。

　口く調ちようのみていねいながら、不ぶ躾しつけな質問には有無を言わせぬ気迫が満ちている。

「あら、でもガーゼット侯爵様はかなり『肥ひ料りよう要いらず』をお食べになったから私を食べてもが」

　つい口を滑すべらせたアリシアの口をルアークがふさいだところで、グラネウスはまた楽しそうに、少し寂しそうに笑った。

「貴公は本当に失礼だな。そして、本当に妻を愛しているのだな」

　静かに瞳ひとみを閉じたグラネウスは、大きく息を吐はいた。

「いいだろう。私もこの屋敷のことを、本にまでしてしまったのだ……私とロクサーナの話も、貴公らにせねばなるまい」

　そう前置きをして、「人ひと食くい大たい公こう」は話を始めた。







「先ほども話したとおり、私は政治には興味がない、結婚もしないし子も作らぬと宣言した。だが、ガーゼット家そのものを完全に絶たやしてしまう訳にはいかないとイーダルも考えたのだろう。十五年ほど前、二十も年下の娘との縁えん談だんを勝手にまとめてしまった」

「……ロクサーナ・エディス嬢ですか」

　カシュヴァーンが口にした名に、グラネウスはうなずく。

「左様。しかし彼女は、当時すでに王おう妃ひを亡なくしていたランドレイの後妻に入ることを狙っていた。名門エディス家に生まれた女性なら当然見る夢だが、イーダルが夫として選んだのは私だった。王家の力を強化したいイーダルとしては、エディス家の力を下へ手たに大きくしたくない、かといって縁談を断りきることもできなかったというのがその理由だろうが……当然、ロクサーナとその親族は不満だった」

　エディス家といえば、アリシアも知っている名門貴族である。もっとも下げ克こく上じようの波には抗あらがえず、近年じわじわと没ぼつ落らくの兆きざしを見せ始めているようだが、それだけにロクサーナは夢を見たのだろう。

　ちなみにアリシアの両親も一度目の結婚の前、冗談交まじりに「王妃様も亡くなって久しいのだし、いっそ」などと言っていたことがあった。さすがに高望みすぎると思ったのか、打診することすらなかったようだが。

「私自身も、無理やり押しつけられた花嫁であるという気持ちがぬぐえなかった。まして娘のような年齢の、当初から私を『王ではない』という理由で小馬鹿にするような女性だ。いきなり妻としての愛情を抱いだくことは難しかった」

　カシュヴァーンとアリシア、あるいはジスカルドとエルティーナと同じように、グラネウスとロクサーナもまた典型的な政略結婚であったようだ。

　そう思った瞬間、アリシアの頭の中にまたしてもジスカルドに口づけをされた記憶が蘇よみがえってきた。同時に、贈り物の図書室の中でゼオルディスが顔を近づけてきたことも。

「アリシア、どうしたの？」

　小さく身み震ぶるいをしたアリシアに、ルアークが声をかけてくる。

「な、なんでもないわ」

　そう答えながらアリシアは、努つとめて意識をグラネウスの話に傾ける。

「とはいえ私は、ロクサーナの態度を腹立たしく思っていた訳ではない。むしろ彼女もイーダルの犠牲者だ、気の毒にと感じていた。……今思えばそれがいけなかったのだな」

　皮肉な笑みがグラネウスの口の端に上のぼる。孤独の翳かげりがその顔をさらに年老いたものに見せ、アリシアはどきっとしてしまった。

「私はロクサーナの嫌味にいっさい口答えせず、欲しがる物はなんでも買い与えた。せめてもの償つぐないをするような気持ちでね。だがロクサーナの要求は激しくなるばかり、私への風当たりも強くなる一方だった。何人も若い愛人を作り、夜な夜なあちこちの舞ぶ踏とう会かいや晩ばん餐さん会かいに出向いては、高こう慢まんな態度で人々の失笑をかっていることを私は知っていた。しかしそれを黙もく認にんすることが、よき夫の態度であると信じていた……」

「……彼女への負おい目があったからですね」

　家の期待を背負いながら、王ではない男の元に嫁とついできたロクサーナへの罪ざい悪あく感かんがあったのだろう。何か共感するところがあるのか、カシュヴァーンはちらりとアリシアを見て相あい槌づちを打った。

「……私自身も己の趣味の世界に没ぼつ頭とうし、妻がどこで何をしているかを把は握あくしていないような日々が続いた。そんなある日、突然ロクサーナが行方ゆくえ知れずになったのだ。当時の一番お気に入りの愛人と一緒に、『本当の愛を知ってしまった』とひと言だけ書き残してね……」

「……まあ」

　小さなため息を漏もらしたアリシアに、グラネウスは苦く笑ってみせる。

「しかし彼女は、半月も経たたないうちにひどく傷ついて帰ってきた。……愛人のほうは、ロクサーナの金だけが目当てだったのだ。ひそかに持ち出していた現金や宝石を奪い取られ、屋敷に帰ってきた妻を、私はとりあえず慰なぐさめねばと思った。だがロクサーナは『あなたなんかに私の気持ちは分からない！　ずっと放り出していたくせに!!』と泣き叫び、そのあたりの物をめちゃくちゃに壊こわして暴れた……」

　当時のことを思い出しているのだろう。グラネウスの眼が、過去を覗のぞき込む者のそれになる。

「……我ながら悪趣味なことだと思うが、生の感情を剝むき出しにしたロクサーナのことを、私は初めて心から愛いとおしいと思ったのだよ。あるいは娘に対するような想いだったのかもしれないが……彼女を守りたい、そう思った。ロクサーナも、本ほん音ねをぶつけたことで気がすんだのだろう。少しずつではあるが、私に心を開いてくれるようになった」

　すれ違い続けていた仮面夫婦が、愛人とその裏切りという試練を経てぎこちなく互いへの想いを育て始める。

　そこで終われば美しいハッピーエンド。だがグラネウスの物語にはまだ続きがあった。

「……ところがある日、遊ぶ金を使い果たしたロクサーナの愛人が戻ってきて、やり直したいと彼女を誘さそった」

　ぬぐいきれない後こう悔かいがにじんだ声は苦い。

「ロクサーナは心動かされ、またしても愛人のところに行ってしまった。私は慌あわてて兵を揃そろえ、後を追った」

　我知らず、アリシアは両手を胸の前で握にぎり締めていた。カシュヴァーンは続く話を予測してか、眉をひそめて眼を閉じている。

「だが相手の男は、今度はロクサーナと逃げるつもりすらなかった。よくない仲間たちと共きょう謀ぼうし、彼女が持ち出してきた金品を奪い取り……やっと追いついた私の眼の前で、笑いながら妻を殺した」

　この話を、他人の前でするのは初めてなのだろう。グラネウスは冷たい汗の浮いた額ひたいに貼りついた前髪を軽く払い、自じ嘲ちよう的てきな笑みを浮かべた。

「……私は、自分のことを争いを好まない優ゆう雅がな趣味人だとずっと思っていた。剣の稽けい古こは多少はしていたが、実戦経験など全くなかったしな。しかしあの時の私は……まるでけだものだった。止める兵士たちを振り切り、何度も……」

　何度も、という言葉に合わせ、握り締められた拳こぶしが空くうを切る。何かを振り下ろす行為の意味は、アリシアにも聞かなくても分かった。

「男たちを始末した後、私は事の詳細について誰にも何もしゃべらなかった。ロクサーナがいなくなったことや、彼女の愛人も行方不明になったことを知った者たちは、『悪あく食じき大公がついに妻を殺して食べた』『元々食べるために買った妻だった、だから愛人を作っても無関心だった』と噂した」

　グラネウスの口元にまたしても自嘲的な笑みが浮かんだ。

「ちょうどどこかの領主がランドレイの呼び出しを公然とはねつけたとかで、王の弱腰ぶりが揶や揄ゆされる時期とも重なったのでね。イーダルは別の話の種を提供しようと、いろいろと手を回してくれたようだ」

「ガーゼット侯爵様……」

　小さなアリシアの呼びかけに、グラネウスはいつものように優雅な微笑みを返した。

「言うまでもないことだと思うが、この話は他言無用で頼むよ、みな。私の妻の名誉を汚けがさないでくれたまえ」

「もちろんです。……大変失礼をいたしました、我が王」

　カシュヴァーンが胸に手を当て、深く一礼する。短い謝罪と改めての「我が王」という尊称から、グラネウスは彼の想いを感じ取ったようだった。

「カシュヴァーン。私からも、ひとつ追加だ」

　やがて顔を上げたカシュヴァーンとアリシアとを交互に見ながら、グラネウスがもうひとつ命じた。

「妻を……アリシアを泣かせるな。いかなる時も彼女を愛し、守ると誓いたまえ。そうすることが、貴公の幸福にも繫がる」

　命令を受けたカシュヴァーンは、静かにうなずくと優しい眼でアリシアを見つめた。

「心得ております。アリシアは、私などにはもったいない素晴らしい妻です。もう何度も、彼女の愛に助けられてきたのですから……今度は私が、彼女を幸せにします」

　体のどこかが触れたわけでもないのに、アリシアは体温が急上昇したのを感じた。

　同時に湧わき起こる「おなかが痛い」にあたふたしながらも、静かなグラネウスの表情を見ると、ゼオルディスのこととは別に感じていた不安が大きくなった。

「あ……の、それでしたら、私もガーゼット侯爵様とカシュヴァーン様にお願いが」

　名を挙あげられた二人が驚くのに構わず、アリシアは図ずう々ずうしく願い出た。

「私は……ガーゼット侯爵様に、死んでほしくないですわ。『雨あめ悪あく』の続編も読ませていただきたいし、まだ拝見していないお衣装がおありのようですし、それに……その」

　飾りの王としてグラネウスが矢や面おもてに立てば、ゼオルディス一派の注意は当然彼に向かう。先ほど話していたように、暗殺者に害される可能性さえある。

　誰かがしなければならない役目ではあるし、グラネウスもカシュヴァーンもすべてを理解した上で主従の誓いを立てたのだ。今さら口を挟むべきではないのかもしれないが、まるで遺ゆい言ごんのような言葉の数々を聞いていると黙っていられなかった。

「私、いつかカシュヴァーン様の子を産んで、ルアークを『おにいちゃん』にしてあげる予定ですの。ですから……ガーゼット侯爵様は、私たちの子のおじいさまになって下さらない？」

　いきなりの提案に、カシュヴァーンもルアークもびっくりしているが、グラネウスは驚きながらも感慨深そうにうなずいた。

「……まあ確かに、主君とは臣下に対し父親のようにも振る舞うものだが……ふふ、私をおじいちゃんにしてくれるのかね。こいつはいい」

　目め尻じりに笑いじわを刻きざみながら、しみじみと息を吐く。

「子ができなかったのに、孫ができてしまうとは……長生きはするものだな」

「初夜も迎むかえず子供が二人できた人もいるよね。ね、カシュヴァーンおにいちゃん？」

「……ぬかせ」

　ルアークの茶々にカシュヴァーンはぶすっとした顔で答えたが、アリシアの提案については何も言わなかった。ただ片手で、無む造ぞう作さに妻の頭をひと撫なでした。

「アリシア、私も死にたくて王の座を目指すのではない。そもそもすべては私とカシュヴァーンの杞き憂ゆうという可能性もある。先ほども言ったとおり、人は変わる。ゼオも……王の座に座れば、あるいは変わるかもしれないのだから」

　やがて笑みを収めたグラネウスは厳おごそかに、自分に言い聞かせるかのようにつぶやいた。

「……少し話し疲れたな、お茶にしよう。私の考えでは、『肥料要らず』を茶葉として使えば珍めずらしい飲み物になるのではないかと思うのだが……どうかね？」

　斬ざん新しんな提案にアリシアはぱっと顔を明るくし、ノーラがひっと息を吞のむ。

「あら、それは試したことがなかったですわ！　ダン、早さつ速そく」

「……閣下、せめて量を考えてお飲みになって下さい。アリシアもだぞ」

　背後で「私はお付き合いしません」と眼で訴うつたえているノーラを見やりつつ、カシュヴァーンはそっと二人の悪食に釘くぎを刺した。







　それからも二日ほどグラネウスはライセンの屋敷に逗とう留りゆうした。『肥料要らず』のお茶にはノーラの代わりに耐たい性せいのあるルアークが付き合い、彼が対象をぼかしながら話す「仕事」の逸いつ話わにグラネウスは「創そう作さく意欲を刺激される」と満足げだった。

　しかしさすがに領地を長く空あけすぎたため、王家に不ふ審しんがられるかもしれないからと、グラネウスはいったんガーゼット地方に戻ることになった。

「お名残なごり惜しいわ……」

　朝食後、一階の広間の片かた隅すみに立ったアリシアは、次々と運び出される大量の荷物を眺ながめて嘆たん息そくする。もう帰るだけだというのに黙もく々もくと立ち働く従じゆう僕ぼくたちは見たことのない衣装に着替えており、首尾一貫した美学に出るのはため息ばかりだ。

「あ、あの従僕、角つのをつけているわ、すてき！　私にも角が生はえているという噂があるから、今度ああいう飾りをつけてみようかしら、ノーラ？」

　うきうき尋ねたアリシアに、かたわらのノーラも大きな息を吐く。

「……見た目はとにかく、生き地じや縫ほう製せい技術はそれは素晴らしいお衣装ばかりでしたしね……何着かいただきましたから、いずれ奥様のドレスに仕立てて差し上げますわよ。でも角はだめです！　三つ目の眼もだめですからね!!」

　どうでもいい話をしているところに、こそこそと近づいてきたのは例の自称大工だ。

「お、奥様」

「あら、大工さん、ご機嫌よう」

　片手に大きな荷物を抱かかえ、帰り支じ度たくを整えた大工は、アリシアにそっと小箱を手渡した。

「例の物です」

「あっ……、まあ、嬉うれしいわ、できたのね！　あと『例の物』という響きはいいわね!!」

　小箱の中身はもちろん、カシュヴァーンに渡すために頼んでいた指輪である。意い匠しようについては結局、リュクが新しく考え直した物が選ばれた。

　嬉しそうに微笑んだアリシアが礼を述べようとすると、大工はさっさと別れの挨あい拶さつを始めた。

「その、な、長い間お世話になりました。本当に長かった……では私はこれでッ！」

　言うなり、整然と立ち働くガーゼット家の使用人たちをかき分けるようにして大工は屋敷を出て行ってしまった。

「あら……まだお礼も言っていないのに」

　代金は先に払っていたからいいけど、とつぶやくアリシアの横で、ノーラはひとり同情的な表情を浮かべている。

　そこへグラネウスと、トレイスをともなったカシュヴァーンがやって来たので、アリシアは急いで小箱をドレスの隠しにしまって挨拶をした。

「ガーゼット侯爵様、カシュヴァーン様、トレイス、ご機嫌よう。侯爵様はもうお帰りになりますの？」

「ああ、もう大体支度はできたのでね。私も名残惜しいが、ひとまず戻るとしよう」

　本日は近くの森から摘んできた『肥料要らず』の葉と、乾かした魚の骨をあしらった帽子をかぶったグラネウスは優美に微笑んだ。

　まだ寒いとはいえ湿しつ気けの多いアズベルグ地方である。甘い香りとかすかな生なま臭ぐささが入り交じり、カシュヴァーンやトレイスはさり気なく鼻を押さえたりしているが、アリシアはなんだかおなかが空すいてきた。

「次に会う時までには、新作を書きあげておきたいものだね。ここでの暮らしで、たくさん新しい創作の種も拾えたことだし」

　黒い屋敷内を見回しながらのひと言に、アリシアはたちまちはしゃぎ始める。

「楽しみですわ！　次作はどのようなものにされる予定ですの？　あっ私、『こう九練』も読みたいですけど、もちろん『雨悪』の続きも気になりますし、完全な新作も期待しておりますわ!!　とにかくすごく不ぶ気き味みで、怖こわくて、はらはらどきどきして、恐怖のあまり食事が喉のどをとおらなくなって一食浮くようなお話がよろしいです……」

　結果的に誕生日よりも早く好きな本の作家と会えた訳である。すっかり舞い上がっているアリシアの横で、実際『雨悪』を読んで食欲が失せたノーラは、漂ただよう匂においも相まって早くも一食浮きそうな顔色だ。

「分かった、アリシア。すごく不気味で、怖くて、はらはらどきどきして、食事も喉をとおらないほどで……」

　アリシアの要望を復唱したグラネウスは、ちらりとカシュヴァーンを見て穏おだやかに微笑んだ。

「そして最後には恐ろしい怪物とお姫様が幸せになれる、そんな話を書くとしよう。君たち夫婦を見ていると、久しぶりにそういう話を書きたくなった」

「え？」

　グラネウスの著作に、そんな話があっただろうか。王家のごたごたに巻き込まれ続けていたせいか、彼の書く物語の主人公は平民層か世捨て人が多く、怪物はよく出てくるがお姫様が出てくることは稀まれなのだが……

　熱心な読者の抱いた違和感に気づいたらしく、グラネウスはお茶目なしぐさで片眼をつぶってみせた。

「実は『夢の王子様』も私が書いたのだ。いや、出版を頼んでいる連中がたまには売れる本を書いてくれと泣くのでね……エルには内緒だよ」

「……ロベル嬢にも内緒にしておきましょう」

『夢の王子様』の熱心な読者であるシイル・ロベルの名を挙げ、カシュヴァーンは微苦笑した。

　その時突然アリシアの横にルアークが出現した。さすがに慣れてきたのかノーラもトレイスも驚かなかったが、グラネウスは「相変わらず素晴らしい身体能力だ。だがせっかくの死神の名にはもっと相応ふさわしい衣装が……」などとぶつぶつ言っている。

「あら、どうしたのルアーク？」

「レイデン地方からお客さんが来たみたい」

　大荷物を運び出すため、開け放はなたれたままの扉とびらの外を見ながらルアークが予言めいた言葉を発した。程なくガーゼット家の使用人たちの間をくぐり抜け、やって来たのはセイグラムだった。







「あら、まあセイグラム、ご機嫌よう。どうしたの？」

「強公爵閣下にお伝えしたいことが、いくつかございまして」

　グラネウスを警けい戒かいしているのか、アリシアに細部を話す必要はないと思っているのか、セイグラムの説明は簡かん潔けつだ。ついでにやけにきょろきょろしているノーラに対しても冷たくつけ加える。

「ノーラ、ティルナード様は屋敷で養よう生じよう中だ。そう簡単にお会いできる方だと思うな、わきまえろ」

「だ、誰がレイデン伯爵に会いたいなんて言いました!?」

　豊かな胸を震わせて否定するノーラを無視して、セイグラムはカシュヴァーンの耳元に何事かささやいた。

「……なに？　分かった。セイグラム、ガーゼット侯爵閣下なら大丈夫だ。その手紙を見せてみろ」

　セイグラムは、ひそかにグラネウスの身辺を洗っていたのだろう。今のところ害意はないと見てか、命じられるまま一通の書面をカシュヴァーンに差し出した。

　薄手の上等の封ふう筒とうと、赤紫の封ふう蠟ろう。封蠟に押されている個人を示す紋もん章しようは大輪の薔ば薇ら。

　薔薇嫌いのカシュヴァーンが早速うんざりした顔をしているが、アリシアはこの封蠟を最近見た覚えがあった。

「あら、それは……もしかして、王子殿下からの？　帰りにまたいらっしゃ……あっ、ええと」

　先日膝枕の代金と一緒にゼオルディスが寄よ越こしてきた手紙にも、この封蠟があった。また来るのかとアリシアは嬉しくなってしまったが、自分以外の全員が苦い顔をしているのを見て慌てて黙だまった。

「……それはない。あの方は、帰りはディネロのところに立ち寄るのだそうだ」

　さっさと封蠟を砕くだき、中身に素早く視線を走らせたカシュヴァーンが、しかめ面で教えてくれた。

「ほう、あのアズベルグ公爵のところへかね」

　グラネウスもディネロのことは知っているらしく、興味を示したが、アリシアは戸と惑まどってしまった。

「ディネロ様のところへ？　あら……でも」

　カシュヴァーンに領内の統とう治ちについて使者は送ってきているようだが、ディネロ本人はゼオルディスが来て以来ずっと姿を見せない。リドレックの加減がよくなったという話も聞かない。

　何よりあのディネロが、珍しくゼオルディスに対して強い嫌けん悪お感かんを露あらわにしたのだ。それなのに、ゼオルディスは彼のところに行くと言うのか。

「何か理由がつけられるなら、俺も来た時断った。こればかりは、ディネロの判断に任まかせるしかなさそうだ。無論様子は探さぐらせるが」

　忌いま々いましそうに吐き捨てたカシュヴァーンが、不意にゼオルディスからの手紙を見つめて動かなくなったことにアリシアは気づいた。

「あら、どうなさったの？」

「──ラグラドールには、何かある。探ってみるといい……そう書いてある」

　途端広間に集つどう一同の表情が揺れる。

「カシュヴァーン様……王子殿下は、一体ラグラドールで何をなさっているのですか」

　トレイスが代表して尋ねたが、カシュヴァーンの答えは「知らん」だった。

「ここに書いてあるのは、今読んだ一文がすべてだ。『ラグラドールには、何かある。探ってみるといい』。後はディネロのことも含ふくめ、くだらんことが死ぬほど書いてあるが、最後にいきなりそれだけ書いて終わっている」

「まあ、王子殿下のお手紙って……もが」

　以前もらったゼオルディスからの手紙も、突然出てきた「魔法の言葉」で終わっていた。つい口に出しかけたアリシアだったが、あれは他の者には教えてはいけないと書いてあったと思い出し、手ずから口をふさぐ。

　アリシアの妙みような反応にカシュヴァーンは一瞬怪け訝げんな眼をしたが、大体いつも妙な反応をする妻を追及しても詮せんないと思ってか、違う人間に視線をやって、

「セイグラム」

「かしこまりました、強公爵閣下。少々お時間をいただくことになりますでしょうが、情報収集はお任せください」

　心得顔でうなずくセイグラムは、独自の情報網でこれまでもカシュヴァーンたちを助けてくれた。

　とはいえ今回は、その情報網の一端を担になうラグラドール人たちが相手。手を焼くことになるに違いないが、セイグラムの表情はいつもと同じく涼すずしげである。

「ついでにセイグラムさん、後でジェダさんに手紙を頼まれてくれる？」

　横から口を挟んだのはルアークだ。ギゼのこと、『先生』のことを含め、ジェダに伝えておきたいことがあるのだろう。

「分かった。だがその前に、ジェダからもお前宛の手紙を預かっている。重いので先に渡しておく」

　言いながらセイグラムが出した手紙の束が、『雨悪』と同等とはいかずとも半分程度には厚みがあったのでルアークは眼を丸くした。

「……いっぱい書けばいいってもんじゃないだろうにねえ」

　ちょっと恥ずかしそうにしながらルアークが手紙の束を受け取ると、不意にグラネウスが口を開いた。

「ゼオと一緒にいた、あの〈翼つばさの祈り〉教団の聖職者……ナディール、といったかね」

「ええ、そうですわ。あの、聖職者にしてはちょっとお金持ちっぽい方。でも第二階かい梯ていの方だし、実際にお金持ちなのかもしれませんわね」

「金持ち、はは、確かに」

　アリシアの素直な言葉に、グラネウスは複雑な表情で同意する。

「カシュヴァーン。あのナディール……という男が主体なのか、急進派が主体なのか分からんが、彼らは最近新しい商売を考えているようだ」

「商売？」

　国教である〈翼の祈り〉教団の行いを示すにしては、過激な物言いだ。カシュヴァーンは二重の意味で驚いたようだが、グラネウスはさらに衝しよう撃げき的てきな話をした。

「最近私を含めたシルディーン旧貴族たちに、彼らは秘ひ密みつ裏りに接近してきて、こんな話を持ちかけてくる。至いと高たかき国の暮らしにも位くらいというものがある。より高位の、つまりはより高額の翼を買えば、死後の国でも高貴な地位を約束される……」

「……まあ」

　アリシアは両手を薄い胸に当てて息を吐いた。

「普通の翼だって、とってもお高いですのに……でも、ガーゼット侯爵様ならお買い上げできますかしら」

　お父様とお母様には買って差し上げられないわね、と一瞬思ったアリシアのひとりごとに、カシュヴァーンが低く答える。

「──閣下にそんな物は買えんさ」

　敬けい虔けんな信者であるトレイスも苦い顔をしているが、不信心で有名なカシュヴァーンの表情には不快感しかない。

「人並みの羞しゆう恥ち心しんを持っていれば、そんな物に金を払えるか。そもそも翼とは生前の善行により賜たまわる、という話じゃないのか？　それを金で、しかも死後の地位を得るために買う、だと……？」

「左様。馬鹿げた話だ。買うほうも売るほうも、どうかしている」

　グラネウスはまずそう断言したが、次に天を見上げて嘆息した。

「だが……人は弱いものだな。……ロクサーナが死後の世界で、安楽に暮らせるというのなら、と……私もその話を聞いた時、一度だけ考えてしまった」

「……死後の世界を人ひと質じちに取るのが、奴やつらのやり方です」

　怒りと、何かそれ以外の成分が含まれたカシュヴァーンのつぶやきを聞いて、グラネウスもやや口調を変えて語りかける。

「貴公の母君も、大変に信しん仰こう心しんの強い方だったという話だな」

　グラネウスは、カシュヴァーンが母親の死後彼女のための翼を買おうとして、教団に断られたことを知っているのだろう。カシュヴァーンは答えず、グラネウスもそれ以上聞かなかった。

　そして二人のやり取りを聞いていたアリシアは、ふと思いついたことを口にした。

「ガーゼット侯爵様も、〈翼の祈り〉教団の方の行いを『商売』とおっしゃるのですわね。もしかして神様をお嫌いですの？」

「奥様ッ!?」

　いまだ妙な匂いをあたりに振りまいていようが、相手は王家の血を引く地方伯。なんということを聞くのかとノーラが声をうわずらせるが、グラネウスは大胆な問いに静かな微笑で応じた。

「……〈翼の祈り〉を深く信じている者は、水を恐れ、海に近づかない。そのためシルディーン王国を始めとしたかの教えを国教とする国は、海を渡れず、陸続きではない国とは交流ができない。新しい技術も文化も宗教も、入ってこない……」

「そうですわね、ですから魚もあまりもが」

　いい加減にしろとばかりにノーラがアリシアの口をふさいだが、魚を食べること自体、いくら悪食で有名とはいえ〈翼の祈り〉の信者らしからぬことだ。

「西のクルセージュなどはそれをよしとせず、聖職者を政治の場から追い出してしまったそうだ。我が国でそこまでのことができるかどうかは分からぬが……海を恐れぬラグラドール人あたりを仲ちゆう介かい役やくにすれば、あるいは、とも思う。とはいえ、ラグラドール人と親しく付き合うこと自体、難しいことではあるがね」

　それは、グラネウスがひそやかに育てていた考えだったのだろう。あるいはこういった思想こそが、イーダルが彼を排はい除じよした原因だったのかもしれない。

　半なかば独白するように語り終えた後、グラネウスはカシュヴァーンを見た。

「……ここでもやはりラグラドール人か。カシュヴァーン、ゼオの言うことだ、何か裏はあるのだろうが……今後のことも含め、調べてみたほうがいいだろう。及ばずながら私も力を貸す」

「かしこまりました、我が王」

　ただの神様嫌いを超えた認識を持っているらしきグラネウスに、カシュヴァーンは深々と一礼をした。続いてセイグラムに目配せすると、セイグラムもまたグラネウスに頭を下げる。

「王家周辺の動きについては、ガーゼット侯爵閣下のお力をお借りすればいろいろと面おも白しろい話が聞けそうですね。今後ともよろしくお願いします」

　ルアークも何やら考えている風だったが、その眼が突然広間の片隅、使用人用の区画に続く方角に向けられた。

「まだ侯爵様に挨拶したい人がいるみたいだよ？」







　程なくばたばたと忙せわしない足取りで駆けてきたのはリュクだった。

「あー、よかった、間に合ったぁ!!」

「あら、リュク！　どうしたの？」

　今日の朝食の席にもいなかったリュクの登場に、アリシアは驚きながらも声をかける。以前「家族の肖しよう像ぞう」を描いていた時同様、普段身だしなみに気を遣つかっているはずのリュクの着衣はだらしなく崩れ、全体的に薄汚れていた。

　しかしまるでレオニア様みたい、などとリュクと仲の良かった聖職者を思い出しているアリシアにも、リュクはちらりと笑みを返しただけだ。その足はまっすぐグラネウスに向かう。

「ガーゼット侯爵閣下、これを受け取っていただけませんか？」

　いきなりリュクが差し出したのは、粗末な布に包まれた赤い球体。誰もがこれがなんなのか分からず、一様に妙な顔をしたが、アリシアだけがその正体を看かん破ぱした。

「あら、それはトレイスの描いた指輪ね！」

　先日図書室で見た、トレイスの描いた指輪？　だ。指輪といってもどう見てもただの赤い球たまだが、グラネウスはいたく感動している。

「おお……これは。素晴らしい！　あの微妙な色合いの赤を、ここまで表現できるとは!!」

「いや、私が考えた物はちゃんと普通の指輪の形をしていて、色も金と銀なんですが……？　それはただの赤い丸ではないですか」

　トレイス本人が控ひかえめに突っ込んだが、控えめすぎてリュクの感情のこもったひとり語りにかき消されてしまった。

「俺、今回の件をとおして、創作に携たずさわる者として一皮剝けた気がするんです……！　正直今までの俺は、ちょっとばかり才能があるからって自惚うぬぼれていました」

　きらきらと光る眼で、リュクはトレイスとグラネウスを見つめた。

「けれどトレイスさんの、心から表現が好きっていう気持ちと、その素直な気持ちを素直に評価して下さる侯爵閣下に出会って分かりました……！　創作の道の奥深さが、豊かさが……!!　一見アレなものでも、人の心を動かすものって確かにありますよね……!!」

　カシュヴァーンとルアークとノーラがものすごく何か言いたそうな顔をしている。

　だがグラネウスは、リュクの素直すぎるほど素直な台詞せりふに感かん銘めいを受けたようだ。

「リュク……私も謝罪しよう。君はとても素直で、感受性豊かな芸術家だ。『普通』などと言って悪かった。トレイスの異常な才能を認めることができる、それこそが君の非凡さの証あかし……」

「……私の才能って、異常なんですか？　私の絵こそいたって普通だと思うのですが……」

　トレイスがちょっと引っかかっているが、彼の突っ込みは今度はグラネウスの宣言にかき消されてしまう。

「では、私の新作には、君とトレイスに挿さし絵えを依頼しようではないか！」

「ええっ!?」

　これにはリュクもトレイスも驚き、アリシアもはしゃいだ声を上げた。

「まあ、よかったわねリュク、トレイス！」

　リュクもグラネウスがたくさんの本を書いていることは聞いているらしく、いきなりトレイスの手を取った。

「トレイスさん、今までひそかに才能ないとか思っててごめんなさい！　ガーゼット侯爵閣下の本には、俺と合作の挿絵を描こう！　きっとすごいものができるよ!!」

「確かにあなたたち二人が合作をしたらすごいでしょうね……」

　ノーラがそっとつぶやき、トレイスも困こん惑わくした様子だ。

「リュ、リュク、今ちょっと聞き流せない部分があった気がするが……、だが……、し、信じられない。よろしいのですか、ガーゼット侯爵閣下……？」

　困惑しながらも、やはりトレイスは嬉しそうだった。何を描いても赤い丸にしてしまうトレイスの絵は、本人の情熱とは裏腹に高い評価を受けたことがないので当然ではあるが。

「新たな才能の開花に立ち会える、ひとりの創作家としてこれほど嬉しいことはない……」

　やけに格調高いグラネウスのひと言に、トレイスの眼も潤うるむ。

「ガーゼット侯爵閣下……！　我が主が選んだ王にして、我が芸術の神……!!」

「うわーん！　トレイスさん、どうしよう俺涙が出てきたよぅ!!」

　美と創作を愛する三人は、感かん極きわまったか互いに抱き合った。あたりに漂う生臭い匂いなど、最も早はや彼らの意識にはない。

　感動を共有している三人を眺めていると、アリシアも不思議な戦せん慄りつを覚えた。今ここから歴史が始まる……そんな気がする。

「恐怖小説界に革命が起こりますわ……なんてすてきなの」

「……確かに、革命的な本になりそうだよね」

　笑いをこらえながらルアークが相槌を打てば、カシュヴァーンもあさっての方向に眼を向ける。

「トレイスはともかく、リュクはうまいんだから『普通』に絵を描けよ……」

　皮肉を考える気力も失せたのか、『普通』すぎる突っ込みは興こう奮ふんした三人組の耳には届かなかった。








　終章







　グラネウスが領りよう地ちに戻ってから数日後。カシュヴァーンが帰ってきたことをルアークに教えてもらったアリシアは、ひとり夫の私室を訪れた。

「アリシア？　どうした、こんな時間に」

　すぐに迎むかえ入れてくれたカシュヴァーンは疲れた顔をしていた。グラネウスと内密にやり取りをしつつ、セイグラムにラグラドールのことを探さぐらせ、かつ領内の統とう治ちは滞とどこおりなく行わなければならないのだから、疲ひ労ろうが溜たまるのは仕方のないことだ。

　内心申し訳なく思いながら、アリシアは地味な室内に足を踏み入れる。

「あの、お疲れのところ、申し訳ありません。少しだけよろしい？　ご都合が悪ければ、また日を改めて」

「構わんさ。俺もちょうど、お前と二人きりになりたいと思っていたところだ」

　いきなりの先制攻撃に、アリシアは「おなかが痛」くなって頰ほおを染めた。妻をからかうことで心の余裕を取り戻したカシュヴァーンは、笑いながらいったん文ふ机づくえに向かう。

「……あのな、アリシア。お前に贈おくる予定の、その……図書室と本のことなのだが」

　しかし、文机の引き出しを探りながらしゃべる声は奇妙に歯切れが悪い。

「王子殿下にばらされてしまったが……つまり、だから……悪かった」

「え？　……ああ」

　唐突な謝罪の理由に思い当たり、アリシアは首を振った。

「いいえカシュヴァーン様、『どろどろどろどろ』が手に入らなかったのはお気になさらないで。あれはガーゼット侯爵様の著作ではありませんでしたし、入手が難しいことは私も」

「……いや、違う。それも謝るが、そういうことではなくて……」

　ああくそ、とうめいたカシュヴァーンが取り出したのは何やら見覚えのある小箱。

　アリシアは反射的にドレスの隠かくしを探ってしまったが、自称大だい工くから渡された小箱はちゃんとそこにあった。

「……せっかくのお前の誕生日を利用して、情報収集をしていたこと……それを謝る。悪かった」

「え？　いいえ、私、カシュヴァーン様のお役に立てるのなら」

「……お前がそう言うだろうことは分かっていた。だから……」

　アリシアの側に戻ってきたカシュヴァーンは、小箱を開いて中身をアリシアに見せた。

　濃こい紫の布を張った台座の上に、鎮ちん座ざしている金色の指輪。かなりの年代物のようで、金属部分にかすかなすり傷があるが、それがかえって古美術としての味になっていた。

　中央部には大粒の丸くカットされたダイヤモンドが、年月に屈しない毅き然ぜんとした輝きを放はなっている。宝石がこのダイヤだけなら威い圧あつ的な印象すら受ける意い匠しようだが、周りに小粒のルビーが数個添えられており、可愛かわいらしい雰ふん囲い気きを演出していた。

「まあ……その指輪は、リュクの作品とはちょっと傾向が違いますわね……？」

「リュク？」

　なんであいつが、という顔をしたカシュヴァーンに、アリシアは急いで「なんでもありませんの」とごまかした。

「去年の俺の誕生日に、ディネロが俺にこれをくれた。……俺からアリシアに贈ってほしい、と」

「あら、ディネロ様が？」

　今度はアリシアがディネロの名前に驚いた。

「ああ。この指輪は、アズベルグ家に代々伝わる物なのだそうだ。婚儀の際に夫から妻へと贈るのだとか。しかし……あいつは、結婚をしない、アズベルグ家は自分の代で終わらせると……そう宣言したからな。だから、領主家となったライセン家にこれを、と……」

　指輪の伝統もまた、アズベルグ家からライセン家へ。

　ディネロは本当にカシュヴァーンを認めてくれているのだ。そう思うと、アリシアの胸もじわりと熱くなった。

　反面、今もディネロが屋敷に来ていないことや、ゼオルディスが彼の屋敷に行ったのかどうかというのは気になるが……しかしアリシアの意識は、突然こんなことを言い出したカシュヴァーンによって引き戻された。

「──人に簡単に膝ひざを折るような男は嫌いか？」

　唐突な問いに一瞬きょとんとしたアリシアだったが、カシュヴァーンが言っているのは先日グラネウスに忠ちゆう誠せいを誓ちかった際のことだろう。あれは今後のために大切なことだったのだし、何より見上げた夫の視線が熱くて、「おなかが痛」くなったアリシアの答えは震ふるえた。

「い、いえ……どなたにでも……ひざまずくのではないと知っていますから」

　その答えに、カシュヴァーンは満足そうに小さく笑った。

「ガーゼット侯爵閣下は、俺が思っていたよりずっと立派な方だった。あの方を王として仰あおぐことに後悔はない」

　はっきりとそう言ってから、カシュヴァーンはやにわに片足を引く。

　見上げていた顔が見る間に下がり、黒い長身が足元に膝を折る様を、アリシアは眼をぱちぱちさせながら見守っていた。

「しかし、我が姫君。あなたの前になら、私はいくらでもひざまずけるのですよ」

　多少ふざけた口く調ちようではあるが、アリシアを見つめる瞳ひとみは熱い。まるでその熱にあぶられたようで、呆ぼう然ぜんとしながらも身動きできないアリシアの左手を、カシュヴァーンは笑いながら取った。

「私の愛の証あかしを……受け取っていただけますね？」

「は、は……は、い」

　かすれ声でそう答えるのがやっと。『夢の王子様』にもこんな場面があったかしら……と、朦もう朧ろうとしながら考えている間に、カシュヴァーンは恭うやうやしいしぐさで妻の左手の薬指に指輪をはめた。

「……よかった、ぴったりだな」

　いつもの口調に戻ったカシュヴァーンは、立ち上がるとまだぽけっとしているアリシアの髪を撫なでてやる。

「この世にひとつしかない物だ。加工に失敗した、ではディネロに申し訳ないし、もちろんお前の指に合わなくては困る。あの金きん細ざい工く師しにはずいぶん無理も言ったが……その甲か斐いはあった」

　やっぱりあの方、金細工師だったのね……と思いながらそっと自分の指にはまった指輪を見たアリシアは、見た瞬間「おなかが痛」くなって倒れそうになった。

　ひとりでわたわたしているアリシアの髪を撫でながら、カシュヴァーンは天井のほうなど見上げ、ぼそぼそつぶやく。

「……これもまあ、人からのもらい物で、純粋に俺からだけの贈り物とは言い難がたいが……かつ、非常に今さらではあるが……あ、でもな、横に添えてあるルビーは俺がつけるように言ったんだぞ。……このほうが可愛いよな？」

　もらい物をそのまま贈った訳ではない。そう強調した一瞬声が大きくなったが、続く台詞せりふはやはりぼそぼそしていた。

「まあ……つまり、政治には関係なく、ただお前のことだけを想った贈り物もちゃんと用意していたんだと……分かってもらえただろうか。順番がめちゃくちゃなのは承知しているが……」

　言い訳がましい説明に、「おなかが痛い」は一気に「おなかを壊こわした」の域まで進んだ。

　指輪なんて、もらえると思っていなかったのに。今のうちに味方を増やしておかないと、アリシアだけでなく他のみなも困るのだから、いくらでも口実として使ってもらって構わなかったのに……

「あ、あっ、ありがとうございます、カシュヴァーン様……あっ！」

　どもりながら礼を言おうとしたアリシアは、その拍ひよう子しに今夜ここへ来た目的を思い出した。

　ドレスの隠しから、カシュヴァーンがくれた物と同じ小箱を取り出す。

「あの、ではカシュヴァーン様……カーシュ様、私からも……」

　赤い顔を隠すように天井を睨にらんでいたカシュヴァーンは、呼びかけに視線を下おろしてそのまま固まった。

「私の愛の証を……受け取っていただけますか？」

「……え、あ、……あ？　な、なんでだ……？　……」

　紫の布の上、きらきらと光る金の指輪を見てカシュヴァーンは呆然としている。

　中央部にアリシアの瞳の色に近いサファイアが埋うめられ、台座と幅広の円環部に『肥ひ料りよう要いらず』を思わせる葉の精せい緻ちな彫り込みがしてあるそれは、無論リュクと不幸な金細工師の共作だ。

















　珍めずらしくぽかんとしている夫の左手を取り、アリシアは薬指に愛の証を贈った。カシュヴァーンの指はアリシアと違って節ふしくれだっているので途中でちょっとつっかえたが、なんとか無事にはめられた。

「……ぴったりだ」

　左手を見つめ、あ然としながらつぶやくカシュヴァーンの顔に徐々に理解の色が広がっていく。

「……そうか、あいつ、俺の指を測ればお前の指も分かる、などと……」

　逃げるように去っていった金細工師の不ふ審しんな行動に思い当たったらしく、カシュヴァーンは「後で追加の金を送ってやるか……」とつぶやいた。

「あの……喜んでいただけます……？　ちょっと『普通』すぎるとリュクは言っていましたけれど、ノーラがこれがいいと……ギゼみたいな、毒針の仕込みもしてみたかったのですけどノーラにだめって言われたので……」

　アリシアとしては髑髏どくろの意匠なども捨てがたかったのだが、ノーラに問答無用で却きやつ下かされたのだ。トレイス作の物については「ガーゼット侯爵に差し上げたからよろしいでしょう？　あの方とカシュヴァーン様がお揃そろいの指輪をしても」とごまかされた。

「私もその、カシュヴァーン様にちゃんと形がある物を贈るつもりがあるんだって、これで……きゃっ!!」

　カシュヴァーンが指輪を見つめてひとりで感かん慨がいにふけっているので、心配になったアリシアが問いかけると、やにわにぎゅっと抱き締められてびっくりしてしまった。

「馬鹿、嬉うれしいに決まっている……ああ、可愛いな、お前は。本当に可愛い……食べてしまいたいぐらいだ」

「人ひと食くい大たい公こう」のようなことを言い出したカシュヴァーンは、ふと冷静になって尋たずねてきた。

「……しかしお前、よくこんな物を頼む金があったな。まさかルアークか誰かに脅おどさせたのか？」

「いいえ、お金はゼ」

　ぎゅうぎゅう抱き締められて「おなかが痛い」思いをしていたアリシアは、つるっとそう答えてしまった。

　途端にカシュヴァーンの動きが止まる。眉み間けんにしわを寄せた険けん悪あくな顔つきを見て、しまったと思ってももう遅い。

「──……まさか、あいつに膝枕をしてやったのはこのためか？」

　今さらごまかすこともできず、アリシアは小さな声で白状した。

「あの、実は王子殿下が、カシュヴァーン様に指輪を贈ると喜ぶと……も、申し訳ありません……私、カシュヴァーン様に喜んでいただきたくて……」

　おどおどと答えたアリシアを、カシュヴァーンはしばらくじっと見つめていた。怖こわさと恥ずかしさに耐えきれず、下を向いてしまったアリシアをなおも見つめながら、

「くそ……悔くやしいが、やっぱり嬉しい……だが悔しい、腹が立つ……しかし嬉しい……」

　沸わき立つ感情を抑おさえかねた様子のカシュヴァーンはアリシアのあごを取り、不意にきつく口づけてきた。

「……んッ……！」

　複雑な想いがこめられた唇くちびるは火傷やけどしてしまいそうに熱い。長い口づけを終えた後、カシュヴァーンは指輪のはまった指で息を乱したアリシアの髪をそっと梳すいた。

「なんなんだお前らは、揃って俺を至いと高たかき国へ昇らせたり水みな底そこへ突き落としたり……」

　恨うらめしそうに語るものの、指にはまった愛の証を見るとカシュヴァーンの表情は和やわらいだ。複雑さの度合いは増したようではあるが。

「……ああ、分かっているさ、俺のためにしてくれたことだとはな」

　一度理解ある態度を示したものの、すぐにアリシアを責め始める。

「だがお前は、無防備かつ、誰にでも平等すぎる。俺はお前の夫なんだぞ？　もっと俺を、俺だけを『特別』に扱え……」

　近い距離を保たもったまま、そんな風になじられても募つのるのは甘いうずきだけ。

　ゼオルディスとも、ジスカルドとも、こんな風にはならなかった。

「……カシュヴァーン様は、『特別』ですわ……だって私、さ、最近、他の男性に、その、あまり近くに来られると……怖くなってしまって……」

「……あのクソ王子に何かされたのか」

　元々勘かんのいいカシュヴァーンだが、対ゼオルディスだと特にその勘はよく働くようだ。

「な、何も。あの、でも、ちょっと……お顔が近くに……」

　口づけをねだられたことは言わないほうがいいだろうと、アリシアは言葉を濁にごした。

「も、もちろん、私、結婚しているんですもの……旦だん那な様以外の男性と、……なんて、してはいけないですけど……あんなに、怖いなんて……」

　昨年〈翼の祈り〉教団に拉ら致ちされた際、ディネロとの結婚をユーランに迫せまられた。その時ディネロに口づけをされかけたこともあったが、あの時よりもずっと……

　思い出した瞬間、背筋がぞくっとしてアリシア自身びっくりしてしまった。

　ディネロのことは嫌いではない。カシュヴァーンが言うように人の好き嫌いのないアリシアではあるが、ゼオルディスやジスカルドと比べればライセン家の面々と仲がいいディネロは、家族に近い位置づけだ。

　それなのに。

「……怖いことが、怖い……です、わ」

「……怖いことが怖い？」

「私……なんでも、平気、だった、のに……贅ぜい沢たくはだめって、思っていたのに……」

　欲しい物はこれじゃない。没ぼつ落らくした名家に生まれ育ったアリシアには、そんな贅沢は赦されなかった。

　けれど贅沢を知らなかったからこそ、すべてを拒こばむことなく受け入れることができた。カシュヴァーンと二度目の結婚をすることにも、なんのためらいもなかった。

「……お前の小悪魔ぶりは本当に恐ろしい」

　ため息交まじりにつぶやいたカシュヴァーンは、そっと妻を抱き寄せた。アリシアは顔を赤らめたが、抵抗することなくされるがままだ。

「いいじゃないか、怖くて。……いっそ俺以外の男とは、口もきけないぐらいになればいい」

「そ……そんな、困り、ますわ……カ、カシュヴァーン様以外の男性と、口もきけない、なんて……」

　あえぐようにつぶやく反応を愛めでながら、カシュヴァーンは指輪のはまった左手を伸ばした。同じく指輪のはまったアリシアの左手を、その手でしっかりと握にぎり締める。

「お前にはまだ、愛しているからこそ……忌いま々いましい、憎にくいと思う気持ちは、分からんだろうな」

「え？　ええ……はい」

　実際アリシアはよく分からなかった。愛しているからこそ殺す、などというのは恐怖小説ではお馴な染じみの展開だが、実際にそんなことを思ったことはない。

「ハルバーストの薔ば薇ら屋敷」は、正にそういう展開なのだが……アリシアが頭に浮かべた物語を、カシュヴァーンも思い出していたようだ。

「どうでもいい相手になら、どう思われても構わない。しかし、自分が愛した相手から愛が返ってこないとなると……」

　屋敷の裏手のほうに暗い視線を投げていたカシュヴァーンは、不意にアリシアを強く抱き締めてきた。

　まだ左手と左手を握り合っている状態だ。不自然な体勢はつらく、薄い胸に自分の腕が押しつけられて苦しいのに、すべての感覚を優先して感じるのは「おなかが痛い」。

「……『特別』は、本当に怖いな」

　耳元にささやくカシュヴァーンの声も、抱き締めてくる腕うでも、制御の利きかない感情にかすかに震えていた。

「だが、一度『特別』だと思ってしまったなら、もう──自分でも、どうにもならん」

「カ……、ん、ん……」

　名を呼びかけた唇の隙すき間まに、舌先が潜もぐり込んでくる。

　足元が危あやうくなり、アリシアは自由な右手をカシュヴァーンの背に回した。カシュヴァーンもその動きで左手の束そく縛ばくに気づき、妻の手を開放して抱き締め直す。

「俺以外の男はみんな、怖いと思ってくれればいい……」

　甘い毒を思わせる口づけを終えた後、肩で息をしているアリシアの髪を撫でながらカシュヴァーンはつぶやいた。

「俺が一番怖いかもしれないことには、気づかないでほしい……」

「……カシュヴァーン様……？」

　少し寂さびしそうに見える夫に距離を感じ、アリシアは広い背に強くしがみついて訴うつたえた。

「カシュヴァーン様は、怖くなどありませんわ……あ、でも、ガーゼット侯爵閣下が今度、より暴君っぽい、いかにも恐ろしげなすてきなお衣装を下さるそうですわよ。それをお召めしになったらきっと怖くてかっこいいですわね!!」

　途中から楽しくなってきて、アリシアは声を弾はずませる。ちなみにこの話を一緒に聞いていたノーラはなぜか挑ちよう戦せんされたと感じたらしく、ひとりで燃えていた。

「……ガーゼット侯爵閣下のような境地には、俺は一生辿たどり着けそうにないな」

「人食大公」の悪あく名みようを背負いながらも、二度も愛人の元に走った妻を庇かばい続けているグラネウス。

　なおも優しく亜あ麻ま色いろの髪を撫でながら、やるせなくひとりごちたカシュヴァーンは苦笑いを浮かべ、

「暴君らしい衣装な……そんな物をいつ着るか分からんが、ひとまずはありがたくいただくとしよう。……ただし、トレイスが製作に関わっていなければな」

　本当に赤い丸にされてはたまらないと、さり気なく条件をつけ加えた。














終　　　










　あとがき




　表紙の可愛らしさとタイトルの乖かい離りがシュール！　小お野の上がみ明めい夜やと申します。シリーズ七作目『死神姫の再婚　─孤高なる悪食大公─』を読んでいただきましてありがとうございました！







　今回の新キャラは、あんまり目立ってない人も含めて三人ってことになるかな……？　内二人は詳しく書くとネタばれになりそうなので、サブタイトルにもなった「悪あく食じき大たい公こう」にして「人ひと食くい大たい公こう」グラネウス・通称「グラさん」のことにだけ触れておきます。

　グラネウスは、見た目アレで趣味もアレですけど結構紳しん士しですてきなおじさまです。子供っぽい男性キャラが多い（多すぎる）「死神姫」キャラの中では落ち着いた方だと思います。

　反面、既き存そんキャラの中に不ふ穏おんな動きをしている人がちらほらいますが、そのあたりは続巻を待っていただけると幸いです……。







　夫婦仲に関しては、今さら感丸出しのイベントをこなしてみました。今回のテーマでもある「贈おくり物」「ひざまずく」に二人とも振り回されましたが、最終的には収まるところに収まりましたね。家族が増える一方で、カシュヴァーンとリュクは大変です……。







　なお今回も、ビーズログの携帯サイトにカシュヴァーン視点の番外短編『ちょっかいは師し匠しようの特権』を書かせていただきました。バルロイのおっぱい談義が読めるのはここだけですよ！

　ドラマＣＤもいよいよ来月発売となりますので今からどきどきです。すっかり「グラさん」呼びに馴な染じんだ担当・三ヶ尻様、「パンクって言っても『北○の拳けん』じゃないですよ、ヴィジアル系ですよ、ＧＡＣ○Ｔとかですよ！」と表紙のカシュヴァーンについて説明したらしいイラストレーター・岸田メル様と次回もがんばりますので、みなさんよろしくお願いします。





二〇〇九年九月　　小野上明夜　
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Meiya Onogami




12月14日生まれの射手座のＯ型。

形ある「贈り物」として一番心に

残っているのは、高校生の時、誕生日に

友達からもらったほ乳瓶です。

友よ……私にこれをどうしろと……？

現在は読者の皆様からの応援という

「贈り物」に支えられる日々です。




ブログ「空のお城」
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Mel Kishida




９月３日生まれ、名古屋在住のイラストレーター。

贈り物、もらうのもあげるのも大好きです。

一番もらってるものと言えば見本誌の献本なんですが、友達が少ないのであげる相手があんまりいなくて『死神姫』もいっぱい余ってます！

誰かうちのアリシアとカシュヴァーンをもらってあげて！
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